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　反り返った竿さお先さきが暴発してしまわないよう細心の注意を払いつつ、僕は貫つらぬくべき場所をもう一度よく確認する。

　ぬらぬらとして、複雑怪奇で。

　でも何故なぜか蠱こ惑わく的な柔やわ肉にく。

　ついに、これほど至近で目まの当たりにすることが叶かなったのに、もしここで手順を間違ったら、一生後こう悔かいしてしまいそうだ。

　落ち着け。きっと上手うまくやれる。願ってもない初体験のチャンス。できる限り平常心を保って、必ずモノにするんだ。

「響きよう。慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶだから、ね？」

「う、うん……」

　僕の緊きん張ちようを感じ取って、耳元で鳥とり海うみ桜花さくらが優やさしく囁ささやいてくれた。さすが、同級生の中でも図抜けて知識豊富なだけあって、いざ──という局面に到達してもまったく落ち着き払っている。

　そのことに気き後おくれを覚えないと言えば噓うそになるけど、桜花がここまで優しく導いてくれたからこそ、一時は諦あきらめかけていた悲願が成じよう就じゆされようとしているのもまた事実。

　わかっている。今必要なのは、安っぽいプライドじゃない。

　──やる。

　やり遂とげるという、強い意志だけだ。

「それじゃ桜花、いれるよ……？」

「うん。……あっ、ちょっと待って響」

「えっ？」

「後ろからは、ダメ」

「そ、そうなの？　どうして？」

「えっとね、上手く言えないんだけど……。たぶん、怖いからだと思う」

　僕の竿を押しとどめ、諭さとすように首を振る桜花。そういうもの、なのか。自分の感覚としては、はっきり見えてるところでいきなりいれる方がよくないのかな、と思ってあえてバックから攻めようとしたんだけど、どうやら的外れだったらしい。

「わかった。なら、正面から」

　もちろん、異論などは挟はさまずすぐに体位を変える。雑誌などによる勉強量も圧倒的に多い桜花に僕ごときが口を挟むなんておこがましい。

　それに、なんとなく。『怖い』というその響ひびきは、僕にわずかながらの安心感を与えてくれた。緊張の渦か中ちゆうにいるのが自分だけではない。そう意識すると、不思議な勇気が湧わいてくる。

　抱く方と、抱かせる方。対等だと信じ込めば、だいぶ気が楽だ。

「よし、今度こそ。いくよ、桜花」

「いいよ、お願い。そっと、ね」

　頷うなずき、僕は硬く反り返った自らの分身とも呼ぶべきそれを、静かに湿らせる。とたん、ぴくりと柔やわ肉にくがうねった。いきなり反応を感じ取れたことに胸が高鳴り、緊きん張ちようと、抑えきれぬ興奮が、指先をぴりぴりと痺しびれさせる。

「うわ、動いてる……！」

「あ、いい……。すごくいいよ、響きよう。そのまま、ゆっくり上下に揺らしてみて。ゆっくりだよ。あんまり速いと、すぐにいっちゃうから……」

　僕の首筋に添えられた桜花さくらの掌てのひらが、ぎゅっと窄すぼまった。ああ、わかる。ついに、桜花と心が一つに繫つながれたという実感が、快楽となって全身を駆け抜けていく。

　そして、柔肉はさらに大きな律動でもって僕を刺激する。蕾つぼみから花はな弁びらが開くかのような膨ぼう張ちようを垣かい間ま見せた刹せつ那な、にわかに触しよく手しゆとしか表現のしようのないモノが先端に絡からみついてくる。竿さお先さきをぐっと引き込む重量感。かつて味わったどの刺激とも異なる生命の息い吹ぶきが、まるで脳と直結して神経を甘あま嚙がみしていくような鮮せん烈れつさだ。

「さ、桜花っ！　なんか、きそう……きてる！」

「突き上げて！　もっと奥まで挿さしこんでっ！」

「い、いくよ！　くうううっ！」

「あうっ!?　だ、ダメ、激しすぎると壊れちゃう！」

「ん……んあ………………ご、ごめん、やりすぎた……!?」

「な、なんとか大だい丈じよう夫ぶみたい……。ふあ……すごい……。どくん、どくんって……。おっきいね、とっても……」

「そ、そうなの？　そ、それより、大丈夫かな……？　なんか全然、止まらないんだけど……」

「ふふっ、心配ないよ。暴れんぼうさんが大人おとなしくなるまで、このままゆっくり……ね？」

「りょ、了解…………って、うわっ!?　なんか、溢あふれてる……!?」

「あはは、いっぱい出たねぇ。こんなに出てるところは、あたしもはじめて見たかも……」

　からかっているような、称たたえているような。量りかねる笑みを浮かべながら、桜花は僕の頭をぽんぽん撫なでる。余裕たっぷりの仕草にも見えるけど、顔中に浮かぶ玉のような汗からすると、その実ずっと平常心のままだったというわけでもないのかな。

　その方が、なんとなく僕としても嬉うれしいんだけど。

「ん、もう出きったかな」

　様子を窺うかがいつつ、ぐったりと生気を失った筒を慎重に抜く桜花。その動作がなんだか美しくて、ついついじっと見とれてしまう。

「やったね、初体験おめでと。感想は？」

「腰が抜けるかと思った……」

「あはは、頑張ったもんね。ほら、記念に触ってみなよ」

　母性のようなものを感じさせる瞳ひとみと共に、桜花さくらは柔やわ肉にくを目と鼻の先まで近付けてくれた。これが、僕のはじめてを奪うばったモノか。……なんて美しいんだ。

「ど、どこを触れば良いいのかな？　痛かったりしない？」

「奥の方まで指をいれなければ、どこでも平気」

「そっか、じゃあお言葉に甘えて」

　恐る恐る指先を伸ばし、濡ぬれそぼって光こう沢たくを帯びたその肉に触れると、柔らかさと弾力が同居したえも言われぬ質感に指先が吸い込まれた。うーん、なんかまた興奮がぶり返してきてしまうな……。

　よし。せっかくだしついでに嗅きゆう覚かくでも堪たん能のうしておこう。

「……あれ、そんなに匂においしないね？」

「あはは、そりゃそうだよ」

　衝しよう動どう的に鼻を近付けた僕に、呆あきれ笑いを浮かべる桜花。

「──釣つりたてなら、あんまり生なま臭ぐさくないよ？」

「そうなんだ、イカは生きているうちからもっとイカくさいのかと思ってた」

　朝日に照らされた防ぼう波は堤ていの上で、二人の笑い声が響ひびき渡る。

　ああ、ついに。夏休み初日からしぶとく通い詰めた甲か斐いあって、悲願が成じよう就じゆしたのだ。

　間違いなく、この日は人生の中で一生忘れられぬ大事な記念日となるだろう。




　そう。挑戦三日目にして、僕はようやく自力でアオリイカを釣り上げたのだった。




　　　　♪




「なんか、カンナ針でイカの触しよく手しゆを貫つらぬいた感覚がまだ手に残ってる。……触手、でいいんだっけ？」

「わかるわかる。あれ、普通の魚を釣ったときと微妙に違うんだよね。えっとね、イカの場合十本のうち長い二本だけ触しよく『腕わん』っていうんだけど……普通の人の前でこういう話漏もらすとどん引きされるからまとめて触手でいいと思うよ」

「あはは。なるほど了解。しかし不思議だなあ。あんな逆反りになったエビのおもちゃみたいなので、イカが釣れちゃうなんて」

「餌え木ぎ、ね。日本にずっと昔からあるルアーなんだって。最初にこれでイカを釣ろうって思った人のこと、尊敬するしかないよね」

「うん、ほんとに。あと後ろから餌木を近付けるとイカがどこかにいっちゃうっていうのも意外だったな。てっきり真っ正面に落とした方がダメなのかと思った」

「そのことはエギングの入門本とかにも書いてあるんだけど、実際あたしも失敗して逃げられたことがあるからね～。イカって、後ろから近付いてくるものに警戒しちゃうみたい」

「そうなのか……。ほんと、今日は新鮮な体験ばかりだったよ。イカが墨すみを吐くっていうのも、話には聞いていたけどまさかあれほどドバッと出るなんて……」

「やー、今日のは異常だったってば。どんだけ溜ため込んでいたんだろうねこの子……。コウイカならわかるんだけど、アオリがあんなに出すところはあたしもはじめて見たもん」

　教会までの帰路を辿たどる途中、僕の肩に吊つるされたクーラーボックスをポンと叩たたいてから、呆あきれ笑いと共に肩をすくめてみせる桜花さくら。

　やたら饒じよう舌ぜつに語りはじめた釣つり初心者を前に、もしかしたら面倒くささを感じているかも。でも、表向きには上機嫌のままで相づちを打ってくれているのがとても有り難がたいな。きっと、かつて桜花も同じ感動を味わった記き憶おくがあるからこそ、辛しん抱ぼう強く僕の興奮に付き合ってくれているのだろう。

「コウイカはそんなに墨すごいの？」

「すごいなんてもんじゃないよ。別名スミイカだし。だからイカスミパスタ作るときってコウイカを使うことが多いんだ」

「へぇ。じゃあ次はコウイカを釣ってみたいな……」

「いつ墨が爆発するかわからないから釣り上げたあとちょっと怖いけどね～。……ふふっ、それにしても、なんだかすっかりやる気じゃない」

「ご、ごめん。生意気だったよね。たった一匹釣り上げただけで次も獲とった気になって……」

「そういう意味じゃないってば。昨日もおとといもダメだったのに、諦あきらめないで通い詰めて、ついに悲願達成できて。師し匠しようとしても嬉うれしくて鼻が高いですよ」

「すべてお師匠さまのご鞭べん撻たつのおかげです、ほんと。それに今日のイカはいきなり海面に浮き上がってきたやつだし……。桜花みたいに海の底から誘さそい出したわけじゃないから、ほとんどマグレだよね。おまけにアワセも激しすぎて身を壊しちゃいそうになったし」

「ううん。諦めないことが釣りには一番大事な才能だと思うんだ。だから、浮いてきたイカの前でロッドと餌え木ぎを構えていられたことって、絶対マグレじゃないとあたしは思う。それにね、意外と釣るの難しいし、見えイカって。ちょっとでもミスするとすぐに逃げていっちゃうから。だからアワセが強すぎたのはともかく、今日の釣ちよう果かはうんと自慢していいよ」

　ベースボールキャップを持ち上げ、桜花は屈くつ託たくなく白い歯を覗のぞかせる。数日前まで高校で見せていた華はなやかな雰ふん囲い気きももちろん素敵だけど、今みたいな飾らない、活いき活きとした立ち居い振る舞いも僕にとってひたすらに眩まぶしい。

　重ね重ね、幸せ者だよな。誰だれもが憧あこがれるクラスのアイドルから、毎朝秘密のご指導を受け続けているなんて。なんだかんだ言って、釣り自体もだんだん楽しくなってきたし。

　……って、もちろん釣りにかまけすぎて『本職』を疎おろそかにしたら非難囂ごう々ごうになってしまうから、必要以上にのめり込むことだけはないようにしないといけないけど。

「三人とも、ただいま～」

　密ひそかに自戒しつつ拳こぶしを握りしめるのと同時、僕にとっての転機の場所となった教会──『リトルウイング』の門の前にたどり着く。桜花さくらが呼びかけると、ちょうど花か壇だんに水をやっていた三人の小学生たちが、揃そろって振り向いた。

「お帰りなさいです、さくちゃん、響きようさんっ」

　長い髪の片側だけを結わえた、全身からたおやかさが溢あふれている少女。五ご島とう潤じゆん。

　僕に対しても、この場所で何気なく『おかえり』と言ってくれた事実が、とても嬉うれしい。

「ふん、今日はちゃんと時間までに帰ってきたわね」

　気の強い一面、慈じ悲ひ深い一面。いろんな表情を長ちよう軀くの内側に携たずさえた、紅葉もみじ谷だに希のぞ美み。

　昨日は約束より五分到着が遅れてしまったせいで、ずっと不機嫌だったんだよな。待ちわびてくれていたのかな、という自うぬ惚ぼれで不ふ謹きん慎しんな笑みを浮かべてしまいそうになり、反省が二重に連なったのを思い出す。

「響にー。アオリイカ、釣つれた？」

　とろんと眠たげな表情の奥に好奇心を宿し、小さな身体からだをめいっぱい伸ばす、金かね城しろそら。

　二日間なにも釣れず悶もん々もんとしていた僕に、『次はきっとだいじょうぶ』と励はげましてくれたことを、改めて感謝したくなる。マイペースに、毎日こつこつがんばるそらの姿を無意識で見習ったことが、今日の勝因だったのかもしれない。

「うん。おかげさまで、やっと一匹ゲットできたよ」

「わぁ、ずっと通ったかいがありましたねっ！」

「……えー、釣れちゃったの？　ずっと釣れないでこりごりしてくれた方がよかったのに」

「はむ。でもアオリイカのおさしみは、おいしいから大好き」

　じょうろを置いて駆け寄ってきてくれた子どもたちに戦果を伝えると、潤はちょっと繕つくろったような笑みで、希美は露ろ骨こつにがっかりしながら、そらはあまり表情を変えないまま思い思いの反応を示してくれた。みんな、僕が釣りに熱中しすぎやしないかと危き惧ぐしているから、案の定称賛の声だけが届くということにはならなかった。

　うん、もちろんちゃんと心得ている。ひとまずイカにリベンジも果たせたし、釣りは一段落させてしっかり『本職』の方に集中しないと。

「じゃ、本日の獲え物ものはあたしが下処理しておくね。響はこれ以上みんなの機嫌が悪くならないうちに練習始めちゃって」

「えっと……申し訳ないけどお言葉に甘えても良いいかな？」

　桜花の厚意に恐縮しつつ頭を搔かくと、希美が間に入ってきて僕の手を勢いよく引っ張る。

「なにいってるの、良いに決まってるでしょ！　もともと希美たちの方が先約なんだから！」

「えへへ、響さん。昨日の夜、ギターの苦手なところ、いっぱい練習しておきましたっ。たぶん、いつもよりうまくできると思います！」

「昨日の晩ご飯、とりのから揚あげだったから、今日のわたしはきんにく多めかも？　パワーでるかも？」

　さらに潤じゆんとそらも身を寄せ、やる気たっぷりに三人がかりで教会へと誘ゆう導どうを始めた。

　今の僕の、本職。思いがけぬ奇跡で出会えたかわいらしいスリーピースバンドと、いっしょに音楽を奏かなで続けること。

　この夏休み、自分自身のさらなるレベルアップのために課題は山積みだ。みんなの熱意に負けないためにも、一日一日を大切にして、音を磨みがいていかないと。

「よし、それじゃあ早速練習を始めよう！」

『おー！』

　宣言するや、拳こぶしを突き上げてくれる三人。すっかり上機嫌な様子に安あん堵どしつつ、僕もますます気合いが入った。

「ふふっ。四人とも、頑張ってきてね～…………あれ？　なんだろこれ？」

「ん？　桜花さくら、どうかした？」

　大おお股またで教会の地下にある練習室へと向かう途中、見送ってくれていた桜花が不思議そうな声を上げたので、気になって振り返る。どうやら、覗のぞき込んだ郵便受けに入っていた一枚の封筒が困惑の原因のようだ。

「さくちゃん、お手紙？」

「うん。……たぶん、潤たち三人に」

「希のぞ美みたちに？　小学校から……じゃなさそうね」

「はむ。さくねー、見せて？」

　引き返し詳細を知りたがる皆に、桜花は封筒の宛あて名なをくるりと向ける。

　そこに記されていたのは、このリトルウイングの住所と。




『リヤン・ド・ファミユ　御おん中ちゆう』




　という、筆書きの丁てい寧ねいな楷かい書しよ体たいだった。
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『前略　リヤン・ド・ファミユ　バンドメンバーの皆様へ




　はじめまして。突然のお手紙をお許し下さい。

　双そう龍りゆう島じま観光協会特別顧こ問もんの相あいヶが江えと申します。

　この度たび、私どもが企画しております「第一回島おこしイベント」に、貴バンドの出演をお願いしたく思い、このようなご連絡をさせて頂きました。

　双龍島は東京から２００㎞以上南に浮かぶ伊い豆ず諸島の中の小島なのですが、あまり交通の便がよくないため他ほかの島に比べて旅行者が多くありません。

　ですが私たち住民はこの島の豊かな自然や産物に自信を持っており、もっと多くの方に訪れて楽しんで頂けたらと、かねがね希望しておりました。

　そこで、双龍島を訪れるきっかけが増えることを願い、毎年夏に島ぐるみでお祭りの日を設けるのはどうかと話がまとまった次第です。

　まだ一回目ということもあり、今年は島内だけの盛り上がりになってしまう可能性が否いなめませんが、貴バンドにご出演頂けたらおいおいとても大きな話題になるのではと、勝手ながら期待しております。

　つきましては、イベントでのライブご出演の件、ご検討頂ければ幸いです。

　もちろん交通費、宿泊費、食費などに関しましては保護者様の分も含め全すべてこちらで負担いたしますので、急なお願いでたいへん申し訳なく思いますが、ご検討頂ければ恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。


双龍島観光協会特別顧問　相ヶ江柚ゆず葉は』






　手紙を開封し、みんなで読んでから本日の朝練習に臨んだのだけれど、正直言って文面が頭に残りすぎて久しぶりに集中力の欠けた時間になってしまったなと振り返らざるを得ない。

「──と、こんな内容だったのですが、どう思いますか？」

「うさんくせぇな」

「うさんくさいですよね……」

　それでもやっとなんとか日々のノルマを達成し、厚かましくも昼食をご相しよう伴ばんに与あずかろうと準備を手伝っている最中、リトルウイングのオーナーである佐さ渡わたり正まさ義よしさんがお仕事の合間に帰宅なされたので手紙を確認して頂けば、反応は僕と寸分違たがわぬものだった。

「まあ、ネットの動画でチビどもの知名度が上がったことは事実だろうがな。それでも島おこしなんかに呼ぶほどの集客効果はねえだろ、いまんとこ」

「離島にわざわざ、となると声をかける相手として違和感がありますよね、やっぱり……」

　先日、バンドのプロモーションのためにアップロードしたミュージックビデオは、今でもじわじわ閲えつ覧らん数すうが伸びていて、想像以上の反はん響きようが得られている。実際、前回のライブでは友人知人に頼らず座席を埋めることができたわけで、『リヤン・ド・ファミユ』というバンドに触れてもらうチャンスは確実に高まった。歌が遠くイギリスの地まで届き、希のぞ美みがお祖父じいさまと対面したのはあまりにもひょうたんから駒こまなできごとであったけど、振り返ればそれこそもっとも幸運かつ長距離の波及効果と言えるわけだし、国内の離島で興味を持って頂けること自体は、感動こそしても驚きよう愕がくには至らない。

　しかし、だからといって。潤じゆんたちを呼ぶことで『島おこし』になる域にまで達しているかと自問すれば……。

「何かの詐さ欺ぎ、という可能性も大いにあるだろうな」

「手紙の他ほかには観光協会の名刺と島のパンフレットだけ。どっちもその気になれば簡単に用意できそうですしね」

　アオリイカのお刺さし身みを舌先で転がしながら（苦労して仕留めた甲か斐いあって格別においしい）、僕と正まさ義よしさんは渋じゆう面めんを突き合わせる。ここからどんな悪事に発展させられるのか想像も及ばないけど、能動的なコンタクトはやめておいた方がよさそうだ。

「わにゃ……。やっぱり、南の島にはいけないんですね……」

「なによ、希美たちのこと気に入ったみたいに期待させておいてひどい」

「はむ。うみでぷかぷかお昼寝したかった」

　手紙を見た当初大喜びだった子どもたちが揃そろってしょんぼりしてしまっている様子が、とても心苦しい。まったく、どこの誰だれだか知らないけど小学生のいたいけな気持ちにかこつけようだなんてひどいことをするなあ。

「とにかく、返事とかはしないで放置しておきましょう」

「……いや、待て」

　憤いきどおり混じりで確認すると、意外なことに掌てのひらを掲げ制止の合図を出す正義さん。変だな、今までの流れでは完全に見解が一致していたように思えるのだけど。

「なあ桜花さくら。お前はどう思う？」

「そうね、手紙自体はめちゃめちゃ怪しいと思う。……でも」

　そして正義さんは、さっきから島のパンフレットと睨にらめっこを続けていた桜花にも意見を仰あおぐ。なんだか桜花、妙に攻撃的なオーラに包まれていてずっと様子がおかしいんだよな。いや、機嫌が悪いわけじゃなくて、なんというかこれは、次の日の気象予報図を読み解いている時と非常に近い雰ふん囲い気きのような──。

「砂浜がある。でも島の半分は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの磯いそみたいだわ」

「砂地混じりの岩がん礁しよう帯たい。しかもサーフは遊泳禁止のところが多い。きっと足あし許もとからドン深ぶかなんだろう」

「伊い豆ず諸島の南側、間違いなく黒潮ブラツクタイド直撃ゾーン。情報通りなら、観光客も多くなくて場荒れ知らずのスレ知らず。……信じられないほど完かん璧ぺきな条件が整ってるわね」

　阿あ吽うんの呼吸で会話を積み重ね、くわっと双そう眸ぼうを見開く二人。

『──この島、めっちゃ釣つれそう』

　そして、往年のリズム隊コンビもかくやという完璧なユニゾンビートで、恍こう惚こつとした呟つぶやきをお漏もらしあそばされたのだった。

『…………………………』

　直後、合いの手を入れるように他ほかの四人の盛大な溜ため息いきが連なったことも忘れずに言及しておきたい。

「……あー、コホン。なんて個人的感想はさておきだな。客観的、あくまで客観的意見として、いくらうさんくさいとはいえこのお誘さそいがもし本当だったら無視するのはあまりに失礼だろう。チビたちにとっても、場数踏めるのは良いい経験になるだろうし。だから響きよう、せめて名刺のアドレスに返事くらいは出してみたらどうだ？　文面なら保護者として俺おれが考えてやる」

　うん、失礼ながらぜんぜん説得力ないです、もはやどう取り繕つくろっても。

「そ、そうね。怪しいからって、こっちが無礼な態度を取るのはいいことじゃないわ。……で、もし実際行くことになったら早めに教えてね。一人でここに残っても退屈だし、バイトのお休み申しん請せいするから。もちろんあたしの分の旅費は自分で出すわよ！　勝手にお世話になる人数増やす気はないからそこは安心して！」

　桜花さくらは桜花でそこまでして行きたいんだ……。僕にはいまいちよくわからないけど、どうやらこの双そう龍りゆう島じま、パンフレットを見ただけで一部の人種に強きよう烈れつなポテンシャルを感じさせてしまうらしい。

「えっと……。潤じゆんと希のぞ美みとそらは、このお話が本当なら行ってみたいんだよね？」

「は、はいっ。たくさんバンドがある中で、私たちに声をかけてくれたのならとっても嬉うれしいですし……」

「本当なら、見る目があるわねって褒ほめてあげたい。噓うそなら、ひとこと文句言ってやりたい。どっちにしても、このまま無視なんて嫌いやよ」

「教会以外で演奏するのも、わくわくしてたのしいかも」

　ひとまず私情むき出しな人たちは置いておいて、当事者三人の意志を確認してみると、やはりみんな興味津しん々しんのようだ。そらの言う通り、違うステージを経験するのも勉強になると思うし、僕も無む碍げにしてしまうのが惜しすぎるオファーだとは強く感じている。

「わかった。とにかく、メールで問い合わせだけはしてみるよ」

　言わずもがな、本物ならば──というのが当然の大前提なのだけれど。

　夏休み三日目。降って湧わいたのは未いまだかつて経験したことのないような緊きん張ちよう感かんを伴う、不可思議な招待状だった。




　　　　♪




「……ん、メッセージが届いてる」

　トラブルというのはえてして重なりやすいものなのか、自宅に帰ってＰＣを立ち上げたとたん、僕の眉み間けんにはいっそう深い皺しわが刻まれることとなった。

　ここのところ可能な限り常じよう駐ちゆうさせるようにしていたチャットツールのアイコンを点滅させている相手は、霧きり夢ゆめ。僕がこのアプリで連絡を取り合う相手は彼女だけなのだから、確認する前からわかっていたことではあるのだけど。

　──霧夢。ネット上で活動するイラストレーター。潤じゆんたちと出会う前から、僕の拙つたない音源に彩いろどりを添えてくれていた大の恩人だ。

　ただ、数日前に『果たし状』なる物ぶつ騒そうな内容のメッセージを頂いてしまったので、今は少しだけ腫はれ物に触るような気持ちになってしまうのだった。

　あの宣戦布告以来、僕から連絡を試みても霧夢から応答はなかった。そんな不発弾状態を挟はさんでからのファーストコンタクト、いったいどんな内容なのか。考えるほど、掌てのひらにじんわりと嫌いやな汗が滲にじむ。

　見るのが怖い。けど、明らかにこちらを先に片付けるべきだよな。観光協会への問い合わせは、文面を考えたりでけっこう時間がかかりそうだし（正まさ義よしさんに頼むと釣つりの情報収集ばかりになりそうで怖かったので、この件の対応は僭せん越えつながら僕に任せてもらうことにした）。

「平和的な内容でありますように……」

　祈りを漏もらしつつ、ウィンドウを立ち上げる。




【霧夢】ひびき、おはよー☆　いつでも良いいから、チャットに来てくれると嬉うれしいな☆




　──瞬しゆん間かん、戦せん慄りつした。

　これは、恐ろしい。ある意味逆に。

　輝く二つ星。こちらの都合を優先してくれているような奥ゆかしさ。たった一行なのに、あらゆる要素が『霧夢らしさ』と逆行している。明らかに何か裏があるとしか思えない。

「逃げ出したいなあ……」

　弱よわ音ねを吐いてしまったが、当然そういうわけにもいかず。深呼吸してから覚悟を決め、僕はアプリをオンラインに切り替えた。




【ひびき】ただ今帰宅いたしました。お待たせして本当に申し訳ありません。

【霧夢】……ちょっと何それ。なんでそんな事務的なのよ。

【ひびき】いや、怒っているんだろうなって思って。

【霧きり夢ゆめ】もー、怒ってないってば。そうやって不安にさせないようできるだけ柔らかくメッセージ出してあげたのに、ほんっと鈍いわねひびきって。




　あ、よかった。リアルタイムだといつも通りの霧夢だ。どうやらあの常軌を逸いつした雰ふん囲い気きは、霧夢なりの配はい慮りよだったらしい。勘かんぐってしまい猛もう省せい。




【ひびき】そうだったのか、ごめん。いや、例のメールをもらって以来連絡がつかなかったからさ……。

【霧夢】あー、まあそうよね。確かにしばらく音おと沙さ汰たなかったのは私も悪かったわ。ま、そっちの話はいったん置いておいて……ふふ、どう？　今日は大喜びだったでしょ、ひびきのバンドの子たち。

【ひびき】えっ？

【霧夢】ちょうど届いたころだと思うけど。島おこしの出演依頼。




「…………どういう、ことだ？」

　キーボードに添えていた指先が固まる。待てよ、じゃあ、つまり。




【ひびき】あの手紙、霧夢が送ってくれたの？

【霧夢】そういうこと。ちょっと観光協会のお手伝い頼まれててさ。それならと思って猛プッシュしてあげたってわけ。夏休みで、しかもアゴアシ付きだから負担にもならないでしょ。感謝しなさい？




　様々な情報が一度に入ってきて、少し混乱してしまう。問い合わせを保留して霧夢に連絡を取ったつもりが、まさかのホットラインだったとは。

　双そう龍りゆう島じま。不勉強にも今日初めて聞いた地名だったのだけど、僕の日常と意外なところで繫つながっていたようだ。




【ひびき】ネット回線、届いてるんだね。

【霧夢】ちょっとこら、バカにしすぎ。どんな絶海の孤島を想像してるのよ。まあ確かに、普通の飛行機飛んでないし、本土までフェリーで十時間かかる田舎いなかは田舎だけどさ。

【ひびき】ご、ごめんごめん失言。そういう意味じゃなくて、なんというか、霧夢ってすごく都会的なイメージがあったから。コンピュータとか僕よりずっと詳しいし、文字打つのがめちゃくちゃ速いし。

【霧きり夢ゆめ】だから、その時点でバカにしてるわよ。今どき、日本ならどこに居いてもネット経由でなんでもできちゃうんだから。……逆に言えば、回線繫つないでないとぜんぜん娯楽がないっていうのも事実だけど。




　なるほど、言われてみれば納なつ得とくだ。そもそも自分だって、引きこもり時代にほぼ家から出ることなくネットに音楽を投稿するスキルを身に付けられたわけで。どこに住んでいるかなんて、もはや些さ細さいな問題なのかも。

　ところで、すごく腑ふに落ちたことがあった。霧夢は、その知名度の割に今まで一度も同人誌を発行してないのだ。絶対リクエストはたくさん来ているはずなのにどうしてだろうって、僕に限らずイラスト投稿サイト界かい隈わいではちょっとした謎なぞとして囁ささやかれているんだけど、もしかすると『出さない』んじゃなくて、物理的に『出せない』のかも。

　もちろん、同人誌作成ですらネット経由で『なんでもできちゃう』ことの範はん疇ちゆうとも言える。デジタル入稿して書店委い託たく、という形式なら全すべて遠えん隔かくで片づけることも不可能ではないだろう。でも、描かいたものを即売会で直接手にとってもらう醍だい醐ご味みを味わえないのだとすれば、あまり積極的になる理由を見いだせないのもまた理解できる。

　この辺が、今の日本に残された最後の『距離の壁かべ』なのかな。




【ひびき】うーん。霧夢のオンライン率が異常に高い理由も、少しだけわかった気がする。

【霧夢】……さっきから微妙にチクチク刺さる発言が多いわね。ま、ひとまず聞き流してあげるからさっさと本題を進めましょ。もちろん、ひびきも来てくれるわよね？　島おこし。

【ひびき】丁重にお断り申し上げます。

【霧夢】な、ちょ、なんでよ!?




　即レスに加えて、怒り心頭といった感じのスタンプを送りつけてくる霧夢。

　いや、断って当然というか。むしろ黒幕が霧夢とわかった以上絶対に受けられない。




【ひびき】果たし状、出されちゃってるし……。島に呼び付けて、僕か、もしくはバンドのみんなにひどいことするつもりとしか思えないよ……。

【霧夢】……あー、警戒しちゃってるわけ。ていうか、そうね。それに関しては私が悪かったわよね。ごめんひびき、果たし状はなし。撤てつ回かい。

【ひびき】撤回？

【霧夢】うん。実はずっと反省してて、ひびきに返事も出せなかったの……。あーなんかオトナゲないことしちゃったなって。構ってもらえなくて拗すねた、というか。かっこ悪かったわ。




　画面の奥で落ち込んだ気配。これが、今の霧きり夢ゆめの本心なのだろうか。




【ひびき】や、そんな……。悪かったのはずっとチャット放置しちゃってた僕だし。

【霧夢】ううん、ひびきは大事な時期だったんだもん。仕方ないよ。悪いのは私。……だからね、果たし状なんかじゃなくて、なにかひびきたちに喜んでもらえることをしようって思い直したんだ。島の美味おいしいものを食べて、ライブして、羽を伸ばして、楽しんで帰ってもらえたらいいなって。

【ひびき】でも、それだと僕らはともかく、観光協会のみなさんを騙だますことになるんじゃ……。島に人を呼ぶためなら、ちゃんとプロのミュージシャンに頼んだ方が良いいと思うんだけど。

【霧夢】心配ご無用よ。手紙にも書いた通り、今回は第一回目だからぜんぶ手探り状態なの。まずは、観光客を呼ぶことより『こんなお祭り始めました』ってニュースにすることの方が目的になると思う。だから、ゲストも知名度とかより、島まで喜んで来てくれて、私たちのふるさとを楽しんでもらえそうな人たちの方が気が楽なんだ。




　そう言われると説得力はある。まだイベントとして内容が固まっていない今回に関しては、リヤン・ド・ファミユがまさにうってつけのゲストとなり得るのかもしれない。

　信じていい……のかな。霧夢のこのお話。




【霧夢】それにね、ひびき。私も、会ってお話ししてみたいんだ。バンドメンバーのみなさんと。

【ひびき】潤じゆんたちと？

【霧夢】うん。変なメール出して反省した後で、改めて動画を観みたら、『あ、すごく良いな』って思えるようになって。さすがひびきの惚ほれ込んだバンドだね。今ではすっかり私もファンになっちゃった。だから、個人的にも島おこしの手伝いをしてもらえたら嬉うれしいなって、今では心から思ってる。




　僕にとって、この一言が強きよう烈れつなダメ押しになった。

　決めた。もう疑わない。潤と、希のぞ美みと、そらの奏かなでる音の素晴らしさを誰だれよりも知っていると自負する以上、三人への熱いラブコールを邪じや険けんになんて扱えるはずもない。




【ひびき】霧夢……。わかった！　それなら、僕からもお願いしてみるよ。みんな、すごく興味を持っていたみたいだから、きっと良い返事を届けられると思う。

【霧夢】ほんと!?　えへへ、よかった。……ありがとう、ひびき。

【ひびき】いやいや、僕なんかよりお礼はぜひ、直接三人に。




　久しぶりに霧きり夢ゆめとの間に和なごやかな空気が流れ、心底ほっとする。うん、これでなんとか元通り……いや、もしかするとイベントを通じてそれ以上の絆きずなを育はぐくめるかもしれないな。裏方として何ができるかわからないけど、僕もしっかり気合いを入れておこう。




【霧夢】それじゃ、もっと詳しい企画書をメールで添付しておくわね。

【ひびき】ありがとう。……あ、それとさ。僕からも、霧夢に渡したいものがあるんだ。

【霧夢】え、渡したいもの？　なに？




　質問に答える代わりに、先に僕からメールでファイルを送る。冷戦状態の中、タイミングを摑つかみかねていたけど、今ならばなんの躊躇ためらいもない。




【ひびき】届いた？

【霧夢】え。もしかしてこれ……新曲？

【ひびき】うん。まだバンドで演奏してもらうかも決めてないから、デジタルボーカルの無調教仮歌だけど。




　返信が止まったので、曲を聴きいてくれているのだろうと信じ僕も静かに待つ。はたして、霧夢の評価は。緊きん張ちようの数分間が、ゆっくりと過ぎゆく。




【霧夢】……なんか、力強いわね。ひびきの曲のくせに。

【ひびき】あはは、そうかも。




　目指したのは、ハイテンポで激しい曲調と、メロウな旋せん律りつの同居。バラードの中に、濃密で、直線的な熱量をどれだけ込められるかという挑戦だ。言われた通り、今まで書いたことのないタイプの曲だと思う。




【霧夢】はー、小学生とまぐわって妙な自信つけちゃって……。ハレンチ極まりないわ。

【ひびき】『まぐわって』も『ハレンチ』も遺い憾かん極まりないんですが……。




　確かに、潤じゆんたちと出会わなければこういう曲を書いてみようという心境にもならなかったとは思うけど。

　しかし、この反応だとダメだったということかな……。身の丈たけをわきまえず調子に乗ってしまったのかもしれない。




【霧きり夢ゆめ】でも……嫌いじゃない。

【ひびき】えっ、本当に!?

【霧夢】うん。ていうか、もしかしたら今までの曲で一番好きかも。悔くやしいけど。




　消沈したところでまさかの逆転評価。霧夢も人が悪いな、すごく緊きん張ちようしていたのに。安あん堵どの溜ため息いきと苦笑が一気に溢あふれてきて、咽のどから変な音が漏もれた。




【ひびき】よかった……。慣れない曲調だから、自分ではできばえが判断しきれなくて。

【霧夢】……で？　急に私に新曲なんか聴きかせて、どうするつもり？




　どうするも何も──と書き出そうとして、手を止める。もしかしたら、まだ完全には許してもらえてないのかもしれないな。ここはちゃんと、誠実にお願いすべきだろう。




【ひびき】霧夢に、曲のイメージで一枚絵を描かいてもらえると嬉うれしいんだけど、どうかな？　また、前みたいに。

【霧夢】前みたいに、ねえ。もう私のことなんか用済みじゃなかったの？

【ひびき】そんなわけないよ！　霧夢の絵、本当に好きだから。霧夢さえよければ、これからもずっと一緒に活動してもらえると嬉しい。

【霧夢】……ふ、ふーん。そう。ま、そこまで私に心しん酔すいしていると言うのならしかたないから考えてあげなくもないけど？

【ひびき】ぜひよろしくお願いします。なにとぞ。




　画面内の文字とシンクロするように、僕自身も両手を合わせて拝む。本心としては、三人の演奏と霧夢の絵を重ねてひとつの作品を、というのが理想だ。けど今それを話してしまうと交こう渉しようが水泡に帰してしまう可能性があるから、黙っておく。願ってもない機会が得られたわけだし、その辺は実際みんなと霧夢が仲良くなれてから改めて打診しよう。




【霧夢】わかった、わかったわよ。引き受けてあげる。でも、島おこしまでにはたぶん、っていうか絶対間に合わないからね！　そうそうすぐに描けるものでもないんだから。

【ひびき】ありがとう！　うん、もちろん完成は霧夢のペースで構わないから！




　とにもかくにも、これにて霧夢との和解成立かな。目下の悩み事が一気に二つ片付いて、羽が生えたように肩が軽くなった。

「……よし。それじゃ、本日最後の難題と向き合いに行くか」

　残る試練はあと一つ。霧きり夢ゆめからのメールに添付されたファイルをダウンロードしてからチャットを終え、次なる戦いに向け気合いを入れ直す。

　そして向かった先は…………そう、実妹の部屋だ。

「……くるみ、今ちょっと良いいかな？」

「お兄ちゃん？」

　最終試練。それはめったに帰宅しない両親を飛び越え、我が家の実質的な最高権力者である貫ぬく井いくるみさん十歳から、長期外泊許可を頂くことである。

「どうしたの？　急に来るなんて珍しいね？」

「ええと……とりあえずお茶とおやつでもどうかな？」

「わぁ、準備してくれたんだ。えへへ、ありがとうね。でかけないで家に居いて良かったなぁ」

　室内に通してくれたくるみの機嫌は、すこぶる良い。……それがどこまでプラスに働くかは、まだ判断しきれないところだけど。

　でもこの雰ふん囲い気きだと、正座三十分コースくらい覚悟しておけば大だい丈じよう夫ぶかな。

「くるみ。実はお願いがあるんだ」

「えっ、お願い？　なになに？」

「ええと、さ。また近々、潤じゆんたちと旅行に行きたいんだけど……」




「…………………………………………は？」




　結論として、正座は一時間コースだった。




　　　　♪




「──というわけで、何かの詐さ欺ぎとかではないみたいです。詳しい資料も送ってもらいました」

　辛しん抱ぼう強い交こう渉しようと平身低頭、そしてくるみの終身朝シャン係を引き受けるという交換条件でようやく遠征の許可を勝ち取った翌日、改めてリトルウイングのみんなと相談会を開く。

「なら決まりだな。来週頭から一週間か。ちょうど俺おれも夏休み取ろうと思っていたし最高のタイミングじゃねえか」

「あたしもその週ならシフト外して問題なさそう」

　チーム釣つり人……もとい、保護者たちは力強くゴーサイン。まあ、情報ソースさえはっきりすればもう正まさ義よしさんと桜花さくらから反対意見は出ないだろうと予感はしていた。

「みんなは、どうかな？　話した通り、声をかけてくれたのは霧夢みたいなんだけど……」

　重要なのは、子どもたちの意向。先日果たし状が届いたことはもう話してしまっていたので、いくら僕が信じると決めたところで、みんなに不信感が残るようならこの件はやはり断った方が良いいだろう。

「えへへ、ほっとしました。霧きり夢ゆめさん、もう怒ってなくてよかったな……。私も霧夢さんの絵が大好きなので、ぜひお会いしてみたいですっ」

「ふふん。響きようをひとりじめしようだなんてワガママな子ね～と思ったけど、反省したなら許してあげるわ。もちろん希のぞ美みは前から言っていた通り、ライブしに行きたい」

「はむ。南の島でのんびりおひるねして、ライブして、霧夢とおともだちになります」

　可能な限り中ちゆう庸よう的な訊きき方になるよう注意しつつ尋たずねると、潤じゆんも希美もそらも迷わず首しゆ肯こうを返してくれた。

　よし、それならもう迷うことはない。僕としてもできれば三人と霧夢には仲良くなって欲しいと思うし、いつもと違う場所でライブをする経験は、必ずやバンドのさらなるレベルアップに繫つながるはずだ。

「全会一致、だね。それならお言葉に甘えてお邪じや魔ましてみようか、双そう龍りゆう島じまに」

　おこがましいとは感じつつも、会話の流れから僕が最終確認をすると、それぞれが思い思いにやる気を露あらわにする。

　夏休み最初の大きなイベントは、どうやらリヤン・ド・ファミユの初ライブツアー、ということになりそうだ。











　　　　【霧きり夢ゆめメモ・１】




　ぷぷぷ。ひびきのヤツ、まんまと騙だまされたみたいね。なんだかんだ言っても長期熟成の引きこもり。人生経験の浅さがだだ漏もれだわ。

　甘い！　甘すぎる！

　この霧夢様に放置プレーなんぞを仕掛けた罪、誰だれが簡単に許してやるものですかってーの！

　もちろん果たし状の撤てつ回かいなんかしてないわ。全すべてはこっちの陣地に引きずり込んでから、私とひびきの間に割り込んできたちんちくりんたちをヘコませてやるための罠わな。

　大恥かいて、二度と人前に立てなくなるくらい心を折ってやるんだから……！

　そうよ。ひびきはただずっと私のことだけ見てれば良いいの。

　邪じや魔ま者ものは、どんな手を使ってでも排除するしかないわ。

　本当なら、浮気したひびきにもそれ相応の罰を与えてやるつもりだったけど……ま、ようやく私のために新曲を書いて渡したことに免じてそっちは許してあげようかしら。

　ずっと聴きいてるけど……良い曲よね、これ。

　私の知らないところでひびきが勝手に成長してるのがすっごく気に入らないけど。

　どんな世界観が合うかな。いつもより自由に描かけそうだけど、それがかえって難しいわ。

　うーん、いくつかラフ描いてみようかな。

　復ふく讐しゆうプランの方もしっかり考えておかなきゃいけないけど、せっかくだし、まずはちょっとだけ。

　頑張れば、デジタルじゃない下絵くらい、ひびきに直接見てもらえるかな……。

　ん、ってダメダメ。本来の目的を疎おろそかにして復讐に失敗したら大変じゃない。

　いいわ。どうせなら、なってみせるわ、この私が。

　よそ者に災わざわいなす、双そう龍りゆう島じまの無む慈じ悲ひな神に。
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「やんっ!?」

　しっとりと濡ぬれたくるみの肌はだが、僕の指先に反応してびくんと震ふるえた。

「もう、また爪つめ立てたぁ……！　そうじゃなくて、もっと優やさしく撫なでるように、ゆっくり先っぽまでこすりなさいって何度も言ってるじゃない……！」

「ご、ごめん。まだ経験不足で」

　女の子に痛い思いをさせてしまった無念さで、素直に頭を下げる。多くの高校一年生は実際まだこういう行為に不慣れなのではないかと思うものの、だからといって開き直るわけにもいかない。

　いや、不慣れどころか、もしかしたら経験者はクラスで僕だけかもしれないけど。

　なかなか居いないだろう。……小学五年生の実妹に毎日お風呂でシャンプーをしてる兄なんて。

「もう、旅行前最後の一回なんだからしっかり気持ちよくしてよ……。向こうでも欠かさずイメージトレーニングしておくのよ！　私の髪を洗うイメトレ！」

「は、はい……」

「あっ、でもだからって、潤じゆんたちを練習台になんてしようものなら承知しないからね！」

「しません、しませんから……」

　自分のことながら、どこからツッコんでいいかさっぱりわからない会話だ。

　苦笑混じりで、くるみの髪にトリートメントをすり込む。契約だと、家に居るときは常にこうして洗髪を担当しなくてはいけなくなったわけだけど、実際この時間はあとどれくらい続くのだろう。きっともうすぐ、僕の眼前に一糸まとわぬ姿で現れることをくるみ自身が嫌いやがるようになってしまう気がするし。

　そう思うと、何ともいえない寂しさすら感じるような。罰として課されたノルマなのに不思議な話だけど。

「それじゃ、行ってくるね」

「うー。一週間もいなくなるなんて……。帰ってきたらたっぷりデートだからね！」

「本当にごめん。わかった、どこにだって連れて行くから！」

　最後のおつとめ（？）を終え、出立の準備完了。日の落ちかけた薄うす闇やみの玄関で、くるみに手を振る。相変わらず兄妹きようだいで出かけることをデートと称すのは多少違和感があるけど、立場も弱いことだし異論は挟はさまないでおこう。もちろん留守にして迷惑をかけてしまうのだから、帰ってきたら約束通り役目を全まつとうするつもりだ。

「この時間でもまだけっこう蒸むすなあ。島はもっと暑いのかな」

　大荷物を引きずってることもあり、せっかくお風呂で流した汗がまたじんわり滲にじんできた。移動手段は夜行のフェリーなので、まずはリトルウイングから正まさ義よしさんの運転で東京湾の港に向かう段取りになっている。

「お邪じや魔まします。すみません、またお世話になって」

「おう、来たな響きよう。今回は観光協会の人たちが全部費用出してくれてるんだから、俺おれに礼言う必要もないだろ、わはは」

　到着して頭を下げると、先月キャンプに行ったときと同様車の前で荷積みをしていらっしゃった正まさ義よしさんが快活に笑いながら僕の肩を叩たたく。確かに船に乗ってからは有り難がたくもほとんどの旅費を出して頂ける手はずになっているのだけど（結局桜花さくらも関係者としてメンバーに加えて頂けることになり、本人は恐縮しきりだった）、ここから港までの移動でお世話になるのだからやっぱり正義さんにもきちんと感謝を伝えなければ。

「いえ、そんな。車、ありがとうございます」

「どのみち乗ってくんだから一人増えても変わらねーけどな。ほら、機材載せちまえ」

「わかりました、では失礼します！」

　白い歯を覗のぞかせながら親指で促うながして下さった正義さんに頷うなずき、トランクの方へと回る。

「みんな、こんばんは。遠征、楽しみだね」

「はむ。響にー、こんばんは。とっても楽しみ。はやく島に着きたいから、はやくおやすみなさいしたい」

「夜、船に乗って、朝になるともう着いてるって、なんだか不思議な感じがしますっ」

　荷物を整理していた子どもたち三人に声をかけると、そらと潤じゆんがわくわく感を満面に返事してくれた。

「楽しみは楽しみなんだけど……見てよ響、これ。なんで希のぞ美みたちの楽器よりも釣つり竿ざおの方が多いのかしら……」

　いっぽう希美は何やら呆あきれ加減だ。言われるまま顔を向ければ、トランクの片かた隅すみにはゴルフバッグのような大振りなロッドケースがどんと二つ鎮ちん座ざしていた。

「初場所だと、どれくらいのタックルバランスが正解になるかわからないからね。備えあれば憂うれいなし」

　僕が感想を口にする前に、颯さつ爽そうと現れて腰に手を当てる桜花。すごい気合いの入りようで、迫力に負けてとても否定的な言葉など口にできない。

「……あはは、何本用意したの？」

「ショアジギング用に二本、プラッギング用に一本。あとは念のためエギングロッドも積んだけどこっちは使わないかも。響は、タックル置いてきたの？」

「う、うん。今回、マネージャーみたいなものだし、関係ない大荷物は自重しようと……」

「そっか……」

　うわ、すごく残念そう。多少罪悪感が膨ふくらんでくるけど、もし竿を持ち込んでいたらいたで今度は子どもたちから激しく糾きゆう弾だんされていただろうから是ぜ非ひもなしという感じだ。

「でも、海水浴くらいは時間があれば楽しもうと思っているよ！　『ぜひ水着ご持参で』って案内にも書いて頂けていたし」

「あ……そうね、海水浴……！　あたしもね、泳ぐのも楽しみにしてるよ！　み、水着も買ったし。新しいの！」

「あ、新しい水着か～……」

　そこまで口にして、どういう反応が正しいのかわからなくて二の句が継げなくなる。もちろん、非常にときめく情報だ。それは否定しようもないのだけど、ストレートに『楽しみだ』なんて言ったらセクハラになるのかな、という気もするし、かといってあまりに素っ気ない態度もせっかく新しいのを買ったという桜花さくらに失礼っぽいし。……こういう時、僕とは違う世界にお住まいであらせられるリア充じゆうのみなさんはいかにして切り抜けるのだろう。

「うふふん、響きよう。じつは希のぞ美みたちも桜花と一緒に新しい水着買いに行ったの。ちょーっとセクシーだから、コーフンしすぎないようにね？」

「はむ。あたらしい水着、おなか出てるやつ。着るのがらくちん」

「えへへ、ちょっと恥ずかしいけど、かわいい柄だし、脱ぐのもらくちんだよね」

「そ、そうなんだ。みんなの新しい水着、楽しみだよ」

　何を言うべきか迷っていたところに、子どもたちから救いの手が。小学生に対してなら、素直な気持ちを吐と露ろしても問題ないだろう。まさか変な意味に取られることもあるまいし。

「……ふーん。楽しみなのは、小学生の水着だけなのね。ふーん」

　変な意味に取られてしまった。よりにもよって桜花に。

「い、いや！　決してそういうわけではなくて！」

「はいはい、いいからそろそろ車に乗れば？　……絶対、実物で見返してやる。覚悟なさい」

　釈明しようとしたのだけど、桜花はにべもなく手を振ってワゴンの反対側に回ってしまった。うう、また誤解が深まったような。ところで後半よく聞こえなかったんだけどなんて言ってたんだろう。

「響さん。荷物、ここにどうぞ！」

「うん、ありがとう」

　とにかく、僕がもたもたしてたせいでフェリーに間に合わなくなったら大変なので、潤じゆんの誘ゆう導どうに従いトランクを使わせてもらう。一応ギターを持ってきたくらいでなるべく軽装を心がけたから、幸い収納に手間取ることはなかった。

「おし、準備できたな～。そんじゃ出発！」

　ほどなく、長い旅路が幕を開ける。

　ワゴン車が六人のツアーメンバーを乗せて夜の高速道路に踏み入った瞬しゆん間かん、全身を不思議な高こう揚よう感かんが包んだ。




　　　　♪




「お待たせ、手続き終わったぜ」

「けっこうめんどくさいのね。ふわー、退屈しちゃった……」

　乗船場の待合室に正まさ義よしさんが戻ってきたのに合わせ、背伸びと共に大あくびを披ひ露ろうする希のぞ美み。どうやら車を載せるのにいろいろ書類を出す必要があるみたいで、着いてすぐ船内には入れなかった。よくわからないけど、犯罪を防ぐために、という意味もあるのかな。乗船券はあらかじめ頂いていたし、ただ乗るだけならそこまで面倒でもなさそうだけど。

「わにゃ。フェリー、すごくおっきい」

「響きようにー、この船のお客さん、みんな双そう龍りゆう島じまに行くの？」

「ううん、たぶん伊い豆ず諸島のいろんなところが目的地なんだと思うよ」

　改めて車に戻り、係の方々の誘ゆう導どうに従いながら順番に大型客船の中へ進入していく。この数の旅客が一いつ斉せいに押し寄せるとしたらかなり賑にぎわった観光地ということになりそうだけど、フェリーはいくつかある島々に立ち寄りつつ南下していく航路みたいなので、おそらく他ほかの場所で降りるお客さんの方が多いのではないだろうか。

「おし、次は船室に移動。足あし許もといろいろ出っ張ってるから転ばないように注意しろよ」

「な、なんかすごいところね……。ぐわんぐわん音がするし、ちょっと怖いかも……」

　誘導員さんの指示通り車を駐とめ、外へ出る。……いや、外じゃなくて、ここも船の中という意味で内側か。乗り物の中に乗り物で入るという不思議な感覚も相まって、希美と同じく僕もなんとなく不安をかき立てられた。

「わぁ、きれい……！　ホテルみたいですっ」

　潤じゆんも明らかに恐る恐る歩いていたのだけど、武ぶ骨こつな階段を抜けて船室に踏み入った瞬しゆん間かん表情が一変する。重い鉄てつ扉ぴの先に広がっていたのは、柔らかな絨じゆう毯たんが敷き詰められた吹き抜けのホール。機械っぽさのない温ぬくもりに溢あふれた内装が、船内に居いるという事実を良いい意味で曖あい昧まいにしてくれた。

「はむ。これならぐっすり眠れそう」

「えへへ、そうだねくーちゃん」

「ま、そらの場合どこでもぐっすりのような気もするけど」

　他の子たちの緊きん張ちよう感かんもすぐに解けたようで一安心。桜花さくらと目め配くばせで微笑ほほえみ合いつつ、乗船券に記された客室を探す。

「おう、こりゃいいな。ほとんど個室みたいなもんだ」

　たどり着いたのは、片側に三つ二段ベッドが配置され、その隣となりに広めのカーペットが敷かれた一区画。ちょうど六人でここを使えるようだし、部屋割りを考えなくて良いぶん個室以上の特等席かもしれない。

「すごい、二段ベッド！　希のぞ美みは上が良いいわ！」

「わにゃ、私はどっちにしよう……。上に行ってみたい気もするけど、ちょっと怖いかなぁ」

「はむ。わたしは、寝られればどっちでもいい」

　さっそく嬉き々きと場所決めが始まり、船が動き出す前から賑にぎやかさは最高潮に達する。

　楽しい旅になりそうな予感で、僕自身も高こう揚よう感かんが抑えきれなくなってきた。







　しかし、ものの数十分後。試練が僕たちに襲おそいかかる。

「うう、希美ももうダメ……。どんどん揺れが大きくなってない……？」

「ちょっと時し化けてるなー。外海に出る前に寝ちまった方がいいかもしれんぞ」

　港の中に居いるうちは動いているかどうかもよくわからなかった大型客船が、やがて荒波のリズムとシンクロして上下運動を始めてしまった。最初は全員でトランプに興じていたのだけど、まずは潤じゆんが、そして希美がたった今カードを放ほう棄き。僕もそろそろ絵札を見つめるのが辛つらくなってきた。さらにひどくなる可能性があるなら、正まさ義よしさんの助言に従ってベッドに潜もぐり込んでしまった方が賢けん明めいかもしれない。

　なるほどこれは、日常生活では経験したことのない気持ち悪さだ……。船ふな酔よいという概がい念ねんが存在する意味を、今日初めて正しく理解した。

「響きよう、平気？　だいぶ顔色悪いけど……」

「うん。いまんとこ、なんとか。桜花さくらは平気そうだね」

「たまにマスターと釣つり船乗ってたから。ボートに比べたらまだ大したことないよ」

　あっけらかんと首をかたむける桜花。うう、その強さが羨うらやましい。全すべては経験で培つちかわれたものなのかもしれないので、本格的な船には初めて乗った僕がいきなり酔い知らずの身体からだを求めるなんて虫が良すぎるのかもしれないけど。

「きょ、響さーん。私、もう……ダメです……わにゃ」

「潤。大だい丈じよう夫ぶ？」

　あぐらをかいて溜ため息いきを漏もらした直後、ふらふらと這はい寄ってきた潤が僕の左脚に抱だきつき、ももに頭をこてんと載せた。もちろん嫌いやがったりはせず、むしろシンパシー全開でその背中をさすってあげることにする。

「あ、ずるい。ほら響、希美の背中もさすりなさい」

「うん、じゃあこっち側に」

　さらに希美も潤と左右対称な形に蹲うずくまったので、僕は二人の介かい抱ほうにいそしむ。

「ふにゅ……すこし、良くなってきました」

「こうしてると、船が揺れてるんじゃなくて響が身体を揺らしている感じがするから、気分がマシだわ」

　やがて二人の苦く悶もんの表情が和やわらいできたのが嬉うれしくて、僕もいくらか精神的に楽になる。船ふな酔よいすら癒いやしてしまうのだから、まさに小学生女子は百薬の長、ということか。違うか。何を言っているんだ僕は。

「……む。ほ、ほら潤じゆん、希のぞ美み。ずっとくっついていたら響きようも大変よ。それくらいで我慢したら？」

「嫌いやよ。動いたらまた気持ち悪くなるもの」

「響さん、ご迷惑でしょうか……？」

「いやぜんぜん。僕もこうしていた方がかえって辛つらくないし」

　変なことを思っているうちに桜花さくらが気き遣づかってくれたのか、やんわりと二人に僕から離れるように促うながした。でも正直自分自身もこの両手に小学生状態が望ましかったので、気持ちだけありがたく受け取っておく。

「はむ。さくねー、うらやましい？」

「なっ!?　そ、そんなわけないでしょ！」

「では、わたしはうらやましいのでえんりょなく。響にー。まんなか、お邪じや魔まさせて？」

「うん、好きなだけどうぞ」

「あ！　こ、こら！　そらまで……っ！」

　と、今度はそらが横になったままごろんごろんと近付いてきて、僕の脚の間にすっぽりと収まった。三人一緒じゃないと寂しくなったのかもしれない。もちろん大歓迎してあぐらの中央部を明け渡す。……多少、密着度が高すぎるかなという心配はあるものの、そらが望んでくれたことなのだから僕がとやかく言うべきではないはず。

「…………もう、みんなして響に好き勝手べったりして」

「わはは。無む駄だに身体からだは丈じよう夫ぶだわ、素直に甘えることもできんわでどんどん残念美人なところが露ろ呈ていしていくなあ、桜花は」

「は!?　なにそれ意味分かんないし！　寝るし！」

　そんなことを思いながら小学生三人を平等に抱だける体勢を模索しているうちに、突然桜花が声を荒げてベッドの中に飛び込んでしまった。もぞもぞしていたせいでちゃんと聞こえなかったけど、たぶん正まさ義よしさんがまた変なことを言っちゃったんだろうな……。

「桜花、響の前だとやけに怒りっぽいわね。きっと余裕がないんだわ」

「はむ。わたし、いけないことした？」

「くーちゃんのせいじゃないよ、あはは……」

　なんだか姉と妹の関係が逆転したかのような優やさしい笑みで、こちらに背を向けた桜花を見つめる三人。

　僕の前だからという言い方は語ご弊へいがありそうだけど、いろいろ気を使わせてしまっているのは否いなめないよな……。桜花が自然体でいられるように、もっとリトルウイングの一員として溶け込めるよう努力しないと。

「あ。ところでそういえば、そらは船ふな酔よいぜんぜん平気なの？」

「はむ。自然児なので」

　決意ののち、ふと気になって尋たずねてみると、力強いガッツポーズが返ってきた。

「あはは、そうだったんだ」

　単語のチョイスがなんだか面白くて、僕はつい噴き出してしまう。

『……………………』

　その傍かたわら。『自然児』という単語を聞いたとたん、潤じゆんと希のぞ美みの雰ふん囲い気きが、うまく言葉にしがたい郷きよう愁しゆうのようなものに包まれたのは気のせいだろうか。

　あれ、今のって何か、他ほかに深い意味があったのかな。




　　　　♪




「響きようさん響さんっ、見えてきましたよ！」

「噂うわさ通り、今まで立ち寄ったところよりだいぶ小さいわね」

「はむ。かわいい島。おひるねサイズ」

　幸いにして波は次第に落ち着いていき、就寝後一度も目覚めることなく朝を迎えることができた。日の出からさらに数時間。いくつかの着港点を通過して、いよいよ次が僕たちの目的地である双そう龍りゆう島じまだ。

　なるほど。双龍──という名前は、もしかするとこの島の見た目から名付けられたものなのかもしれないな。西半分が切り立った岩場となっており、複雑に重なり合う尾根がどことなく二匹の龍を想像させたのだ。

　なんだか神秘的な形をしている。そんな第一印象を抱いだいた。

「天気良し、風弱し。初日から縁起が良いいな。そんじゃ車に待機して上陸準備だ」

　アナウンスに従い、僕たちは再び正まさ義よしさんの車に乗り込み、停船を待つ。早く外へと気が急せいてきた頃ころ、正面の壁かべがゆっくりと倒れていって、港に繫つながる鉄橋に変わった。

「希美たちの最初の遠征ライブ。どんなところでやるのかしら……」

「はむ。わくわく」

　満を持して出車が許され、ワゴンは隊列の最後尾を進む。ここで降りる車は……三台か。船全体の規模からするとあまり多くない。

「あ、見てあそこ。『リヤン・ド・ファミユご一行様』だって」

「え、えへへ。ちょっと緊きん張ちようしてきちゃった」

　長い一いち文もん字じの防ぼう波は堤ていをゆっくり進んでいくと、根元の辺りで二人組の女性が笑顔でプラカードを掲げて下さっていた。……もしかすると、どちらかが霧きり夢ゆめなのかな。そう思うと僕も潤と同じく胸の奥に息が詰まるような感覚が訪れた。

　今までネットの中だけでしか繫つながりのなかった恩人との、最初の対面。第一声は、いかんとすべきか。

　手前にいらっしゃるのは、二十代後半くらいの、シャープな面おも立だちをした美しい女性。こちらの方が霧きり夢ゆめだとしたら、まず僕は日ひ頃ごろの無礼な口調を詫わびることから始めなくてはいけないだろう。

　そして、もう一人は──、

「リヤン・ド・ファミユの皆さんですね！　ようこそおいで下さいました！」

　白いノースリーブのワンピースに身を包み、長い黒髪を風にたなびかせた可愛かわいらしい少女。歳としのほどは、桜花さくらと同じくらいだろうか。おしとやかそうな印象ながら肌はだは小麦色に日焼けしていて、清せい楚そさと快活さが同居した、僕の知りうる中では誰だれとも似ていない雰ふん囲い気きの持ち主だ。

「この度たびはご招待まことにありがとうございます。保護者の佐さ渡わたり正まさ義よしです」

「付き添いの、鳥とり海うみ桜花です。すみません、わがままを言って一緒に泊まらせて頂くことにしてしまって……」

　車を駐とめ、外に出てから全員横並びで挨あい拶さつを始める。まず正義さんと桜花がお辞じ儀ぎを終えたところで、子どもたち三人もアイコンタクトを交わしながら一歩前へ。

「リヤン・ド・ファミユでボーカルとギターを担当している、五ご島とう潤じゆんですっ。ふちゅちゅ……ふつつつつつか者ですがよろしくお願いしますっ」

「潤、嚙かみすぎ……。ええと、ベース＆ボーカルの紅葉もみじ谷だに希のぞ美みです。しっかり期待に応こたえてみせますね」

「はむ。金かね城しろそらです。ドラムです。ボーカルも募集中です」

　そして最後に、僕もすうっと大きく息を吸い込む。……どうしても、ワンピースの少女の方を意識してしまうな。もしかしたら、ただの早とちりなのかもしれないけど。ネット越しに会う霧夢と同じ印象かと問われれば、正直全然違う気がするし。

「お世話になります。貫ぬく井い響きようと申します。え、ええと」

　それはそれとして、自分の肩書きはなんと称したものだろう。マネージャーと勝手に言い張るのもなんだかおこがましいし……。

「やっと会えましたね、ひびきさん」

「……あ」

　まごついていると、ワンピースの少女がはにかみながら微笑ほほえんだ。と、いうことは。

「やっぱり、君が……霧夢？」

「はい。面と向かってそう呼ばれると、少し恥ずかしいですけど。……本名は、相あいヶが江え柚ゆず葉はと申します。島の観光協会のお手伝いを、ボランティアでさせてもらっています」

　頰ほおを染め、僅わずかに視線を外す霧夢……いや、たぶんこうして顔を合わせている時は、相ヶ江さんと声をかけるべきか。

　とにかくこの少女が、僕の曲にあの幻げん想そう的なイラストを添えてくれていた、恩人なのだ。

「そっか……。チャットとは雰ふん囲い気きが違って、驚おどろいているよ」

　冗談めかして口走ってしまった後で、それが失言だったのではと心配になる。一いつ瞬しゆんにして、相あいヶが江えさんの表情が恐縮の色に染まりきってしまったせいで。

「あの、ひびき……さんに、どうしても謝らなければいけないことがあるんです。実は私、本当はまだ中学二年生で、ひびきさんより年下なんです。それなのに、ネットではあんなに偉えらそうにしてて……本当に、本当にごめんなさいっ！」

　もの凄すごい勢いで、腰を直角よりも深く折る相ヶ江さん。その余波がそよ風となって、僕の鼻び腔こうにトロピカルフルーツの甘い香りを届ける。

　中学二年生。年代として、全く予想外のゾーンだ。なるほど、霧きり夢ゆめがあまりパーソナルな情報を語ろうとしなかったのは、もしかするとその辺が理由だったのかな。

　まあ、とにもかくにも──。

　この告白を受けて、僕がどう返事するかならば決まりきっている。

「ううん、気にしないで。むしろ、相ヶ江さんさえ良かったら、今まで通りに喋しやべってくれた方が嬉うれしい、かな。その、せっかくこうして直接会えたんだし」

　手を伸ばせば触れられる距離よりも、ネット越しの方が打ち解けているというのもなんだか寂しい話だ。そう思って提案すると、相ヶ江さんは遠えん慮りよがちににこりと微笑ほほえんでくれた。

「ありがとうございます。ひびき……ううん、貫ぬく井いくんがそう言ってくれるなら、なるべく今まで通りに話すようにしてみます。ただ、敬語を使わないのはちょっと失礼すぎる気がするので、そこだけは変えさせて下さい」

　相ヶ江さんの希望に、頷うなずく。もちろん僕としては敬語なしで全然構わないのだけど、変に強要するよりは話しやすい口調を選んでもらった方が良いいだろう。

　霧夢とひびきＰではなく、互いに本名を使った慣れないやりとり。少しぎこちなく、雰囲気も異なるけど、決していつもより距離が遠くなったわけじゃないと思う。むしろ、近付いたからこそ、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが見えるからこそ、意図せず何かがぶつかってしまわないよう慎重に動かざるを得ないのだ。

「こちらこそ、素敵なイベントに声をかけてくれてありがとう。これから一週間、よろしくね」

「はい、よろしくお願いします。来て下さり、本当に嬉しいです」

　緊きん張ちよう混じりで右手を差し出せば、相ヶ江さんもそっと握りかえしてくれる。ああ、面と向き合った霧夢は、イメージ以上にずっと女の子なのだなあ。ギャップが新鮮さを強調して、妙にそわついてしまう。

「…………あいた!?」

「デレデレしすぎ」

　そのせいなのか、急に希のぞ美みが鋭い視線と共にわき腹をつねってきた。ちゃんと紹介もせず相あいヶが江えさんと話し込んでいたから怒らせちゃったのかな……。

「ときどき、希美の実行力が羨うらやましくなるわ」

「当然でしょう。希美は誰だれかみたいに残念美人にはならないもん」

「……ちょっとどういう意味よ」

　桜花さくらも希美を褒ほめているということは（褒めているんだよね……？）僕の態度はあまり推すい奨しようされるべきものではなかったらしい。後で振り返って反省しておく必要がありそうだ。

「うふふ、すごいねぇインターネットって。実際会うのは初めてでも、もうユズちゃんとお友達なんだから」

　何やら妙な空気が流れかけたところで、もう一人の女性が感心しきりに腕組みして頷うなずく。相ヶ江さんはボランティアということだし、こちらが本職の観光協会の方だろうか。

「あ、自己紹介がまだだったね。私は尾お城ぎ小さ百ゆ合り。今回のイベントの段取りは私と私の旦だん那なとで仕切らせてもらってるから、ご要望や困ったことは何でも遠えん慮りよせず言って」

　とん、と男勝まさりな仕草で胸を叩たたき、僕たち全員に爽さわやかな笑顔を向けて下さる尾城さん……いや、旦那さんとも関かかわらせて頂く機会がありそうだから、小百合さんと呼ばせて頂いた方が良いいかな。とにかく、第一印象からしてすごく頼りになりそうな女性だと思った。

「はむ。よろしくお願いします」

「呼んで下さってありがとうございます！　精一杯がんばりますっ」

「う～ん、ユズちゃんにビデオを見せてもらったけど、実物はもっと可愛かわいらしいわね。あなたたちの演奏なら必ず島のみんなが喜んでくれるから、あまり緊きん張ちようしないで楽しんでいって」

　そらと潤じゆんの頭を撫なで、小百合さんは緊張をほぐそうとして下さる。事前に相ヶ江さんから聞いていた通り、今回は対外的にアピールするよりまずは島の中で、という段階みたいだな。それなら、プレッシャーも少なくて済むし、アウェー第一戦としては願ってもない条件だろう。

「小百合さん、ひとまず今日の予定は……」

「そうね。旦那の車が着いたらまずは宿まで案内しようと思うのだけど……あ、来た来た」

　相ヶ江さんがメモ帳をめくり始めてほどなく、僕たちの許もとへもう一台のワゴン車が大きな音をたてながらやってきた。

「いやーすまんすまん、近所のおばあをスーパーに送ってたら遅くなっちまったよ。よろしく、みなさん！　双そう龍りゆう島じま観光協会の尾城健けん太ただ。仲間内じゃオギケンって呼ばれてる！」

　車窓から手を上げて下さったのは、快活で、いかにも優やさしそうな長身の男性。どうやら僕たちが直接お世話になるのは、このお三さん方かたのようだ。




　　　　♪




「さあさあ、今んとこ島で一番新しい、俺おれたちのリゾートペンションへようこそ！」

「といってもまだオープン前で、しかも半分自宅と一体なんだけどね～」

　尾お城ぎさんの車に先導して頂き、走ること五分。ヤシの木と色とりどりの花、そしてボーダレスな青空に囲まれたリゾート感溢あふれる一軒家が、僕たちを迎えてくれた。

「わぁ、すごいきれいですっ。できたばっかりなんですか？」

「うん、構想数年でやっと形になったよ」

「旦だん那なと結婚して、しばらくして、ふと一緒にこの島をもっと対外的にアピールしていく仕事をしてみようかと思ってね。今はいろいろ手を出してる最中」

　潤じゆんを筆頭に瞳ひとみを輝かせた子どもたちへ、尾城さんご夫妻は寄り添って誇らしげに建物を見渡す。もっと観光客を、という願いに込められた意味は、もしかしたら島の財政的なこととか、複雑な事情がからんでいるのかもしれない。でも、夢を形にしようとするお二人の表情は、ひたすら希望の色で満ちているように映った。

「っと、いけない。話し込む前に中へお通ししないとね」

「みなさん、船旅で疲れてないかい？　もし元気があるようなら荷物を置いた後でひとまずぐるっと島を案内しようと思うんだけど」

　尾城さんに問われ、それぞれ顔を向け合ってみるが、『休みたい』といった無言のアピールは誰だれからも感じられなかった。むしろ今すぐ双そう龍りゆう島じま観光に出かけようと皆の顔に書いてある。

「希のぞ美みは案内して欲しいです。……何人か、そんなの良いいから早く釣つりに行きたいって言いたそうな人たちもいるけど」

「……………………釣り？」

　冗談めかして希美が肩をすくめると、突然尾城さんの双そう眸ぼうが鋭く光った。

　あ、これは何か、スイッチを踏んだっぽい……。良い意味でか、悪い意味でかは、まだ判断がつかないけれども。

「釣り、お好きなのですか？」

「ええ。俺と、あとこの娘こが」

「そうかぁ。……今なら10㎏……いや、15㎏クラスのカンパチが堤てい防ぼうから普通に狙ねらえるかなぁ。運が良ければヒラマサなんかも」

「15㎏カンパチ……！」

「ヒラマサ……！」

　ひとりごとのような呟つぶやきを耳にして、ざわ……と色めきたつ正まさ義よしさんと桜花さくら。

　うん、どうやら踏んだのは、加速系スイッチのようだ……。

「島の天気は変わりやすい。行くなら行けるときに──が常じよう套とうですな」

「……今が『行けるとき』ならば、是ぜ非ひとも行きたいものですな」

「ちなみに竿さおと仕掛けは？」

「泳がせと遠投カゴ用に５号竿を二本。糸はＰＥ７号です」

「うむ。それならばなんとか勝負になるでしょう。いや失礼、ときおりスズキのような小魚を釣つるための仕掛けで挑もうとするお客さんがいるものでね」

　……あまりこの会話に首を突っ込みたくはないのだけれど、ひとつだけ。スズキは小魚じゃない。成魚ならアベレージで70㎝くらいはある魚だ。

「……小さ百ゆ合り。と、いうわけで、お客さんたってのご希望だ。ここはひとつ、二手に分かれた方が皆さんに楽しんで頂けるのではと思うのだがどうだろう？」

「あーはいはい。リクエストなら仕方ないデスヨ。今日は行ってよし」

　冷め切った表情でかぶりを振る小百合さん。伴って尾お城ぎさんの血色がみるみるうちに煌こう々こうとしてきた。

「いやあ、実はここのところ何日も家事につきっきりで竿を持たせてもらえなかったんだ……。感謝するよ、お客さん……」

「わはは、こちらこそおかげで愉たのしめそうです。うし、準備するぞ桜花さくら！」

「……え、あ……ど、どうしよかな？」

　尾城さんと意気投合し、野望を燃やす正まさ義よしさん。当然そこに桜花も加わるものだと思っていたが、意外なことに歯切れが悪い。あれ、変だな。

「どうしようって、行かないのか釣り？」

「う～ん……行きたい、んだけど……」

「…………？」

　チラリと横目を向けられ、きょとんとしたのは相あいヶが江えさん。相ヶ江さんともっと親交を深めたいから、釣りを我慢しようということなのだろうか。桜花らしくないような、さすがの自制心と言うべきのような。判断が難しいところだ。

「いかん、鳥とり山やまが迫ってる！　急いだ方が良いいぞ！　沖で鳥が溜たまっている辺りの付け根がポイントなんだ！」

「おい桜花！　いつまで迷ってるんだ、行くなら早くしろ！」

「と、鳥山……ナブラ……くっ！　ご、ごめん響きよう！　やっぱりちょっとだけ竿出してきて良いかな……!?」

「うん、いってらっしゃい」

　笑顔で手を振る。ごめんもなにも、最初から行くものだと思っていたし。

「うむ、では釣りチームはお客さんの車を使おう！　小百合、観光の方はそっちに任せたぞ！」

「はいはい。その代わり夕食はあんたが担当だからね」

「任せろ！　舟ふな盛もりじゃ～！」

　そこからの準備は、まさに神速と呼ぶべき手て際ぎわのよさだった。積み荷の入れ替えは瞬またたく間に終わり、正まさ義よしさんの運転で三人を乗せた車は滑すべるように海へと消えていった。

「なんだか、お手間をかけてすみません……」

「良いいの良いの。昔から言うでしょ。『釣つり人と釣り人が出会うとき、全すべてが停滞する』って」

　そんな格言があったのか。妙な納なつ得とく感かんで溢あふれている。

「……ええと、それじゃあ私たちもそろそろ遊びに行きましょうか。近くに入り江になった、浅くて安全な砂浜があるので、まずはそこで海水浴しませんか？」

　しばし呆ぼう然ぜんとワゴン車を見送っていた僕たちだったけど、相あいヶが江えさんがふと我に返ったようにぽんと手を叩たたく。

「はむ。ぷかぷかおひるねしたいです」

「行きたいですっ。新しい水着も持ってきたので……えへへ」

　もちろん反対意見など出るはずもなし。よし、せっかくの南の島。インドア全開な身体からだの自分が肌はだを晒さらすのは少し気き後おくれするけど、せっかくだから夏を満喫しよう。

　しかし、そうか。水着か。

「鳥とり海うみ桜花さくら……残念な子……」

　未いまだワゴンの行く末を見つめたままだった希のぞ美みが、眼めを細めながら溜ため息いきを漏もらす。

　うん、正直僕も残念だ。桜花の水着姿、きっと芸術的に美しかったんだろうな……。さすがに興味がないと言えるほどの聖人君子にはなりきれない。











　　　　【霧きり夢ゆめメモ・２】




　一番の強敵かと思ったあの桜花さくらって子はとりあえず放っておいて良さそうね。中身が残念極まりないし。なら、蹴け散ちらすべきは小学生どものみ。予定よりプランが楽になったわ。

　ぺったんこチームしかいない状況なら、色仕掛けもやりやすいってものよ。

　まずはひびきを女の武器で誘ゆう惑わくして、バンドに集中できなくしてやるんだから。

　……ま、本ほん音ねを言えば。実際ひびきが見た目だけでデレデレし始めたら大ゲンメツではあるんだけど、手っ取り早くバンドから興味を奪うばうためだもの、仕方ないわね。その後のことは後で考えましょう。

　それに、私としても、ひびきが……なんていうか、そんなにヘンな感じの見た目じゃなくてほっとしているし、ね。

　うん、だいたいイメージ通りかな。

　ひびきは、どんな子が好きなんだろう。高校生？　中学生？　……それとも、小学生？

　ううん、関係ないわ、そんなの。

　要は昔と同じように、霧夢とひびきＰがベストパートナーであればそれでいいの。

　私の望みは、それだけなんだから。












「すごい……！　こんなところが歩いて行ける距離にあるなんて……」

　相あいヶが江えさんが案内してくれたのは、切り立った崖がけと崖の間に広がる小さな砂浜。赤い戦闘機が隠してありそうな──と言えば、日本では最も多くの人に雰ふん囲い気きが伝わるかもしれない。

　なるほど、この入り江の中に限れば全体的に小学生でも足が着く深さしかないし、波も非常に穏おだやか。水遊びをするならもってこいの場所だろう。

『はむ。相ヶ江おねーさん、とってもおっぱい大きい。さくねーより大きいかも』

『そ、そうかな？　えへへ、恥ずかしいな……』

　感動に包まれていると、背後からそらと相ヶ江さんの声が聞こえてくる。着替え用にと持ってきた簡易テントの中へ四人が一いつ斉せいに入っているのだけど、さすがにちょっと狭すぎたのか三さん角かく錐すい全体がしきりにぐらぐら揺れている。

　……そっか、相ヶ江さん、そうなのか。確かにワンピース越しからも既すでに──ってなにデリカシーのないこと考えてるんだ。いかんいかん、紳士的に目も耳も逸そらしておかねば。

『──あう、手がつっかえる。ねー潤じゆん、着替え終わったなら先に出なさいよ。狭いし』

『で、でも、ひとりだと余計に恥ずかしいよぅ』

『いいから出なさい！　人助けよ！』

「わにゃ!?　うう。ぞみ、ひどい……」

　自戒して背中を向けた直後、潤の声だけが布を介さない明確な響ひびきに。うーん、振り返るべきか迷う。反応しないのも無視しているようだし、とはいえ振り返ればまたテントが視界に入ってしまうし。

「あ、あのぅ……響きようさん……」

「や、やあ。着替え、終わったんだね」

　まごまごしているうちに、潤がおっかなびっくり近付いてくる気配が。いざ、機は熟せりと、僕は振り返って笑顔を向けた。

「おお……！　かわいい」

「わ、わにゃ」

　瞬しゆん間かん、自然と感かん嘆たんが。潤が身に纏まとっていたのは、学校指定のワンピースとは一線を画すおしゃれなセパレートタイプ。白地に青い花柄が散らされ、チューブトップのふちをさり気なく飾るレースがとても上品だ。

「に、似合ってます……か？」

「うん、すごく。見とれちゃったよ」

「え、えへへ。良かった」

　顔を真まっ赤かにしながらも、潤はやや内うち股またとなって喜びを露あらわにしてくれた。普段ならやれロリコンだなんだと誤解されるのを恐れて素直な感想を言えなかった可能性があるけど、この時は非日常的な絶景に背中を押されたのか、思ったままの気持ちを届けることができた。

　南の島は、ロリコンすらをも大だい胆たんにしてしまうのかもしれない。

　……いやそうじゃない、間違った。僕はロリコンじゃなかった。

「ふふふ、待ちなさい響きよう！　真打ちはこっちよ！」

　自分でも呆あきれるほどの誤思考を振り払おうとしているうちに、今度は希のぞ美みの声が。ハッと振り返れば、

「……綺き麗れいだ」

　僕の口は、再び本心のみを紡つむぎ出した。

「ふ、ふふん。そうでしょ？　特別に、じっくり見ても良いいわよ」

　片手を耳の後ろに添え、グラビアアイドルのようなポーズでウインクする希美。その大胆な仕草とは裏腹に、瞳ひとみがふるふると泳ぎっぱなしなところまで含めて何ともいえない微笑ほほえましさで溢あふれている。

　水着の形は潤じゆんと同じくセパレートだけど、希美は腰にパラオを巻いていて、持ち前の長身と相まってやや大人おとなびた雰ふん囲い気きを醸かもし出している。太陽を真っ向から受ける黄色地は英国人とのハーフの証あかしである白い肌はだと見事に調和し、月並みな喩たとえながら煌きらびやかに伸びゆくひまわりのようだ。

「えへへ、どっちもさくちゃんに選んでもらったんです」

「やっぱり服のセンスは希美たちの中で桜花さくらがいちばんだわ。……最近あの子、ぜんぜん自分に活いかしきれてないけど」

　希美の評の一部辛しん辣らつな部分はともかく、二人の個性を際きわ立だたせた、本当に素晴らしいチョイスだと感動する。やっぱり三人のお姉さん役として、みんなのことをよく見ているのだろうなあ。僕も倣ならって子どもたちの輝きを最大限引き立ててあげられるよう努力しないと。

「響にー響にー」

　決意に燃える僕の背を、ちょんちょんと突つつく指先の感覚。どうやら、そらもテントから出てきたようだ。

「着替え終わった？」

　更さらなる眼がん福ぷくを期待して振り返る。なるほど、そらはフリルスカートのついた薄うす紫むらさきの生地を選んでもらったようだ。

　そして、斬ざん新しんなのはトップの方だ。なんと一糸まとわぬすっぽんぽん──

「わー！」

　──ってそんなわけあるか！　明らかにこれ着替えの途中だ！

「はむ。上の方、結び方わからなくなった。響にー、手伝って？」

　涼しい顔で（実際涼しいのかもしれない、いや今はそんなことどうでもいい）、水着の上側を差し出すそら。慌あわてて背骨をねじ曲げ、僕は視界をあさっての方向へ。
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「だだっ、だめだよくーちゃん！　はだかで出てきたら！」

「まったくもう五年生にもなって手がかかるんだから！」

「はむ？　ぱんつだからはだかじゃないよ？」

　血相を変えた潤じゆんと希のぞ美みがそらをテントの中に引き戻してくれて窮きゆう地ちを脱したけど、いやはや危うく心臓が僕の内側から離れロングバケーションに出かけてしまうところだった……。

「に、にぎやかですね……」

「あっ、相あいヶが江えさん。ごめん、いきなりうるさくしちゃって」

　ほどなく三人と入れ替わりでテントから出てきた相ヶ江さんが、なんとも表現しがたき困り笑いを浮かべ眉まゆ尻じりを下げる。いきなりのてんやわんやに、戸惑いを味わわせてしまったかもしれない。

「い、いえ。みんな元気いっぱいで私も楽しくなります。……と、ところで、この水着、どうでしょうか？　貫ぬく井いくんが来るから、新しいのを買ってみたんですけれど」

　そう言って恥ずかしそうに身体からだをすぼめる相ヶ江さん。純白のビキニで、相ヶ江さんの柔らかな雰ふん囲い気きととてもよく調和した可愛かわいらしいデザインだ。さらに、以前の水着のものであろう日焼け跡が肩や背中に残っていて、健康美が意識せずとも伝わってくる。

　これは、過か剰じようにドギマギしてひんしゅくを買っていたかもしれないな。

　……もし、そらの上半身で驚おどろきすぎて賢けん者じやモードになる前だったら。

「うん、すごくよく似合ってるよ！」

「そ、そうですか。よ、よかった……です」

　よしよし、実に自然に、南風のようにさりげなく感想を伝えることができた。これならば下心なんて微み塵じんも疑われずに済んだだろう。

　そういう意味ではそらに感謝しないといけないかも。いや感謝したらいけないかも。

「響きようにー。潤じゆんたんとぞみたんのおかげで、今度はちゃんと着られました。見て見て。かわいい？」

「そ、そら!?　う、うん。かっ、かわいいよ……」

　変なことを考えている最中に今度こそ着替えを終えたそらが再び僕の前にやって来て両腕を広げたので、先ほどの過激なビジュアルが頭の中で蘇よみがえり、うっかり声を裏返らせてしまった。まずい、今のは邪じや念ねんまみれと誤解されても弁解できないぞ……。

「………………」

　なんだかやけに、無言で微笑ほほえむ相あいヶが江えさんの視線が冷たく感じられるのは、ただの気のせいであって欲しい。







　無事……と言えるかどうかは甚はなはだ怪しいけれど、なんとか着替えも終わったので僕たちは一いつ斉せいに海の中へ踏み込んでいく。




「きゃっ!?　貫ぬく井いくん、足あし許もとにヤドカリが──」

「うわー！　そらが流されてる！　ダメだよそら！　入り江の外に出たら漂流しちゃう！」

「くー……………………はむ？」




「きゃ!?　ぬ、貫井くん、こっちを見ちゃダメですっ！　水着のヒモが解ほどけかけ──」

「わにゃ～！　響さーん、水着の上の方、流されちゃいましたぁ～！」

「だ、だからって僕の背中にひっついて隠すのもどうかと！　い、今拾うから待ってて！」




「ぬ、貫井くん。よかったらサンオイルを塗っ──」

「ねえ響、ちょっと冷えてきたからおなかさすって」

「そりゃ大変だ。よし、僕に任せて」

「…………」




　その後はいつも通り大忙しだったけど、三人とも本当に楽しそうで僕としても満足感溢あふれる時間を過ごすことができた。

「ありがとう相あいヶが江えさん。おかげで初日から充実した時間になってるよ」

「そ、そうですか。なら、よかった、です……」

　ひとつ心配なのは、保護者役代理として常に子どもたちの動向から目が離せなかったが故ゆえに、図らずも相ヶ江さんになにか失礼なことをしでかしていないかどうかという点なんだけれど。

　どうか、ただの杞き憂ゆうでありますように……。











　　　　【霧きり夢ゆめメモ・３】




　なんなのあいつやっぱロリコンなの……？

　それはそれとして、穏おん便びんに済ませてやろうと思っていたけど少し甘かったようね。明日からはもう少し強硬手段に打って出る必要がありそうだわ。

　ま、ひびきが胸なんかに目を眩くらませなかったことだけは褒ほめてあげるけど。












　海水浴を満喫した後は宿で塩を流し、小さ百ゆ合りさんの運転で島の中心街へと案内してもらう。

「中心、と言っても特に何かあるわけじゃないんだけどね～。ところで、海遊びの後で連れ回しちゃって大だい丈じよう夫ぶ？　眠くない？」

「はいっ。案内して頂くの、楽しみですっ」

「はむ。うみでぷかぷかしながらいっぱいおひるねしたから平気」

「……とか言って、そらは油断するとすぐ寝るけどね。希のぞ美みは元気いっぱいなので大丈夫です」

　心配して下さった小百合さんに、潤じゆんたちはハキハキと即答する。さすが五年生、あれだけ遊び回った後なのにまだ体力は涸かれ果てていないようだ。

　僕もまだ全然平気ではあるのだけど、バンドメンバーより先にへばって迷惑をかけるようなことがあったらあまりにも不覚だし、負けないよう少しずつ体力をつけておかないとな。

「相あいヶが江えさんも疲れてない？　ずっとつき合ってもらっちゃって、なんだか申し訳ないね」

「いえ、私も元気です。それに、観光協会特別顧こ問もんですから。お客様に島を楽しんで頂くため、全力を尽くさないといけません」

　両手をぐっと握り、やる気に満ちた笑みを向けてくれる相ヶ江さん。まだ中学生なのに、活動的ですごいなと心の底から感心する。まさか霧きり夢ゆめが、こんなアクティブな顔の持ち主だとは。

「ところで、相ヶ江さんはどうして特別顧問に？」

「小百合さんが島を外にアピールしていく活動を始めるって聞いて、お手伝いさせてもらえないか頼んだんです。興味あったし、社会勉強になるかなって思ったので」

「ユズちゃんはすごいんだよ。学校でも学年の委員長だし、絵が上じよう手ずで島から表彰状をもらったりで、超優等生。インターネットで活動して、本土の方にも知り合いがいるなんていうのは初耳だったけどね～。ま、おかげで皆さんにも来てもらえたし、私なんか全部ユズちゃんにおんぶに抱だっこよ、あははは」

　礼らい讃さんと共に小百合さんが笑い声を響ひびかせる。やっぱり、絵が上手なのは周知の事実なんだな。といっても、こちらでは『霧夢』としてではなく、あくまで相ヶ江柚ゆず葉はさんとして、なのだろうけど。

「…………」

「……？　相ヶ江さん？」

「え。……あ。ご、ごめんなさい。ちょっとイベントについて考え事してました」

　あれ、なんだか今一いつ瞬しゆん、相ヶ江さんがすごく思い詰めたような顔をしていた気がしたんだけど、ただの気のせいかな。

「さ、着いたよ。ちょうど今、練習も佳か境きようなはず」

　それ以上確かめるチャンスは得られないまま、車は広い駐車スペースに吸い込まれていった。

　ま、良いいか。おそらくは本人の言う通り、島おこしに関する思案なのだろうし。

「うわ、ここまですごい音が響ひびいてる……」

「はむ。わたしのドラム、負けちゃう」

「わにゃ。三人いっしょでも、この迫力には勝てそうもないね」

　降りた先は、学校の体育館。ここで今、双そう龍りゆう島じまの伝統芸能である大おお太だい鼓この練習会が行われているのだそうだ。三しや味み線せんと合わせ総勢十数人で演奏されるのだというその響きは、なるほど大地を揺るがすほどの重低音で、直接拝見する前から神こう々ごうしさのようなものさえ伝わってくる。

　この大太鼓も、島おこしイベントの演目に数えられているとのこと。ある意味ではリヤン・ド・ファミユの『対バン相手』ということになるのかな。いや、それはちょっと苦しいか。

　とにかく、双龍島のアピールという意味で、こちら側よりもずっとずっとイベントの核心を支えている存在だろう。

「ん、ちょうど休きゆう憩けいに入ったみたい。おいで、みんなのこと紹介するから」

「は、はいっ」

「い、いざとなったら拳こぶしで語りあう必要があるのかしら……！」

「はむ。ぞみたん、仲良くしよう？」

　小さ百ゆ合りさんの先導で、僕たちは音の止やんだ体育館の中へ足を踏み入れる。希のぞ美みの気負いは方向性を間違えてるにしても、実際のところ島の皆さんは共演者のことをどう思っていらっしゃるのだろう。どこの馬の骨とも知れぬ、アマチュアバンド。まったくもってその通りの存在なのだから、いったい何しに来たんだと訝いぶかしまれても不思議はない。

「──お疲れ様～！　リヤン・ド・ファミユご一行さん、お連れしましたよ～！」

　そんな懸け念ねんは、むしろ失礼にあたるものだったと、一いつ瞬しゆんで思い知らされる。

「おーおー本当だ！　ユズちゃんに『ぱそこん』で見せてもらったのとおんなじ子たちだよぉ」

「いやあ、かわいいね～。こんなにかわいらしいのに、あれだけ立派に演奏できるんだからたいしたもんだ！」

「島のモノは食べたかい？　あのね、『島ずし』は中にカラシがけっこうたくさん入ってるから、注意するんだよ。辛からいの苦手なら抜いてもらいな」

　練習をなさっていたのは、ある程度お年を召された男女がほとんどで、潤じゆんたちの姿を見るや久しぶりに里帰りした孫を迎えるようにみなさん一いつ斉せいにこちらへ歩み寄り、ニコニコと顔をほころばせて下さった。

「いやあ楽しみだねぇ、一緒に演奏会するの。ばぁちゃんたち、久しぶりに『はっする』しないとだ！　わはははは」

「……なによ、響きよう。みんな優やさしそうな人たちばかりじゃないの」

　心底ほっとした様子で、僕に耳打ちする希美。さっきファイティングポーズを取ろうとしていたのは希美じゃないかとツッコみたい気持ちもあったけど、僕自身確かにいらぬ心配をしていたので余計なことは口にせず、『そうだね』と頷うなずいておく。

「あ、あのっ。外にいても、太たい鼓この音がすごかったです……！」

「はむ。大迫力」

　潤じゆんとそらもリラックスしきった表情で（そらは元来だけど）、素直な興奮を言葉に載せる。すると皆さんもますます笑顔を弾はじけさせ、

「そうだろうそうだろう。日本一荒々しい伝統芸能って言われてるからな！」

「この島の中だけで、だけどな！」

「島の中だけかよ！　わっはっは」

「冗談は置いておいて、せっかく来たんだし一曲聴きいていったらどうだい？　ほれ、みなさんに椅い子す出してやりなよぉ」

　誇らしげにバチを担かつぎ、僕たちに見学を勧すすめて下さった。もちろんこちらからも是ぜ非ひお願いしたいので、お言葉に甘え太鼓隊の正面に陣取らせて頂く。

「それじゃ始めっか……と、その前に、なんかユズちゃんが用意してるものがあるんだっけ？」

「あ、はい！　学校からプロジェクターを借りておいたので、まずはこれを使って島太鼓の歴史を知って頂こうかなと」

「ん、歴史も大事だな。よし、ユズちゃんに任せた！」

　演奏隊のみなさんとコンタクトを取り、あらかじめ用意しておいてくれたらしいステージ上の大きなスクリーンに向けて歩いていく相あいヶが江えさん。

「もったいつけてごめんなさい。少し退屈かもしれないですけど、ビデオの出来映ばえを評価して欲しくて」

「ううん。そんなことないよ。楽しみに拝見させて頂きます」

　手元のノートパソコンを操作しながら、自信なさげな表情。ふむ、ということは相ヶ江さんが編集した映像、ということなのかな。さすが、機械関係は僕よりもずっと詳しいだけある。







「──以上です。……どうだったかな？」

「はむ。とってもわかりやすかった」

「こういうのって飽あきてすぐ眠くなっちゃうけど、希のぞ美みはもちろんそらも起きてるんだからうまく作れてるんじゃない？」

「ぞみ、その言い方は……。でも、本当に楽しかったですっ」

　テンポ良く流れていった十分ほどの紹介映像は、子どもたちに上々の評判。もちろん僕も興味深く内容を楽しませてもらった。

　特に、あえて太鼓の音を一切入れてないところが上手うまい。ますます実演が楽しみになる、心こころ憎にくい仕掛けだった。

「よかったです。初めての挑戦だったからうまく作れてるかとっても心配だったので。それじゃあ今度こそ、みなさんにバトンタッチしますね」

「ようし、俺おれたちの出番だな！」

　相あいヶが江えさんが胸をなで下ろしながらステージを降り、待ってましたとばかりにバチを担かついで立ち上がる演奏隊のみなさん。

　先ほどの映像で、期待も既すでにピークだ。ごくりと咽のどを鳴らし、子どもたちと共に前のめりで演奏開始を待つ。

　──そうして始まった腹の底を抉えぐるような律動は、まさしく未み曾ぞ有うの衝しよう撃げきだった。

　嵐あらしの中、船乗りを送るための音なのだという。

　嵐の中、船乗りを迎えるための音なのだという。

　なるべく遠く届くように、なるべく早く届くように。

　この島で、待つ者がいることを伝えるために、より強く、より激しく、より切実な響ひびきで、船乗りたちの帰りを、無事を祈ったのだそうだ。

　だからこそ、こんなにも大音量なのに、こんなにも優やさしい音ね色いろなのだろう。

「──相ヶ江さん。ありがとう」

「えっ？」

　演奏を聴きき終え外に出るや、僕の口から自然とその言葉が紡つむぎ出された。

「そんなこと言うのはまだ早すぎるってわかってるんだけど。なんだか、これを聴けただけで双そう龍りゆう島じまに来れて良かったなって思うんだ」

　こんな音楽の存在を、身体からだで直接感じることができた。それはきっと、自分にとって掛け替えのない財産となる。

「だから、ありがとう。リヤン・ド・ファミユを招待して、僕の同行も許してくれて、本当にありがとう」

「貫ぬく井いくん……」

　思ったままの気持ちを伝えると、相ヶ江さんは嬉うれしそうな、でも少しだけ困惑したような、複雑な笑みを浮かべた。僕の興奮が強すぎて驚おどろいているのかもしれない。

「響きようさんっ。私たち、すごくすごく頑張ってライブしないといけませんねっ……！」

「みんな優しくしてくれたからもう怖くはないけど、あんなすごいのを聴いちゃったら、ぜったいに中途半はん端ぱな気持ちで演奏なんてできないわ」

「はむ。みじゅくものですが、一生懸命がんばります」

　しかし、子どもたちもまた感じるものが多かったようで、頰ほおを紅潮させながら頼もしい言葉を聞かせてくれた。島の人たちにはもしかしたらピンとこないのかもしれないけど、僕たちにとってはそれくらい強きよう烈れつなカルチャーショックだったのだ、あの太たい鼓こは。

「最初のゲストをあなたたちにお願いしたのは、大正解みたいだね。島民にとって、最高の褒ほめ言葉だよ。ありがとう」

「……そうですね、小さ百ゆ合りさん」

　しみじみと小百合さんが微笑ほほえんで下さった直後、相あいヶが江えさんの表情からもようやく迷いが消えた。よかった。なんとなくだけど、ちゃんと想おもいが届いた気がする。

「さて、どうしようかユズちゃん。最初からあまり連れ回してもと思うし、今日はあと一箇か所しよだけ島を案内して終わりにしようと思うんだけど」

　問われた相ヶ江さんは、視線を地面に向け、やけに長い熟考を重ねた。

「………………では、貴き龍りゆう神社に」

「ん……。そう、だね。太たい鼓こと、もう一つ。この島のシンボルだもんね」

　そうして短く告げられた単語を聞くや、今度は小百合さんの表情に幽かすかなノイズが織り混ざったような気がした。

　──貴龍神社。

　名前からして、この双そう龍りゆう島じまと深く縁故がありそうな気配だけど、いったいどんなところなのだろう。

「みんな、どう？　もし疲れていたら、今日はもう宿に送るけど」

「いえっ。まだ元気なので、案内して頂きたいですっ」

「希のぞ美みも平気だわ。よろしくお願いします」

「はむ。太鼓で眼めがさめたので、げんきです」

　即答で案内を希望する潤じゆんたち。みんなも、相ヶ江さんと小百合さんの様子から興味を惹ひかれたのかな。

「よかった。それじゃあもう一度車に乗って。景色の良いいところを通るから、よかったらそっちも堪たん能のうしていってね」

　目的地が決まり、再び六人で移動を開始する。お店の看板は日本語だし、道路の造りや標識なんかも本土と変わらないから異国にいるような印象まではないのだけど、街路樹がぜんぶヤシの木だったりで、やっぱり日常とはどこか異なる雰ふん囲い気きだ。

　そして今さらながら、地元に居いるときより暑さが堪こたえないことに気付いた。常に風が強いのと、空気が乾いているのが理由だろうか。

「あっ。あの大きな山、来るときの船からも見えましたっ」

「うん。双龍島の目印。島の土地の三分の一以上があの山みたいなものだから、特に名前も付けられないまま『龍りゆうの道』なんて呼ばれているの」

「へぇ。なんだかゲームみたい」

　潤の呟つぶやきに小百合さんが答えて下さり、そこに希美の感想が重なる。

「龍の道の伝承は、もっとゲームみたいなお話なんですよ」

　すると、相ヶ江さんも優やさしく微笑んで僕たちの耳目を引き付けた。

「龍の道には、二匹の龍が今も折り重なって眠っているんだそうです。一匹は、島に災わざわいをもたらす、黒こく龍りゆう。もう一匹が神の化身であり、常つね日ひ頃ごろから私たちを護まもって下さる、貴き龍りゆう。貴龍様が悪い黒龍の上に覆おおい被かぶさって、自らと共に封じ込めた場所。それが今から向かおうとしているあの山なんです」

「はむ。かっこいい」

　鼻をすんと鳴らし、瞳ひとみを輝かせたのはそら。こういう話、好きなのかな。今まで知らなかったので少し意外だ。

「じゃあ、貴龍神社っていうのは……」

「はい。貴龍様をお祀まつりしている社やしろです。だから島の人間──特に信仰心の厚いお年寄りにとっては、特別な場所なんです。今でも、初はつ詣もうでや結婚式、その他ほか神事は全部貴龍神社にお参りするのが島の伝統になっているくらいで」

　確認するまでもなさそうではあったけど、一応尋たずねてみると思った通りの答えが返ってきた。

　ふむ、それでは……。

「あと、もう一つなんだけど。もしかして、『霧きり夢ゆめ』っていうハンドルネームは」

「……あ。ええ、貴龍様から響ひびきをお借りしたものです。するどいですね、貫ぬく井いくん」

「や、なんとなくだったんだけどね」

　やっぱりそうなのか。ちょっと語感が似ていると思っただけで確証はなかったものの、予想が当たったみたいだ。

　ということは、相あいヶが江えさんも貴龍神社への信仰は深い方なのかな。だからこそ、あれほど神秘的なイラストが生み出されるのだろうか。その辺もちょっと訊きいてみたい気がしつつ、でもあまり無神経に踏み入るべき話題ではないよなという感覚もあったので、ひとまずは口を噤つぐむことにした。

「さ、着いたよ。すまないけど、この先は徒歩でお願いね」

　そのうち、山の八合目くらいで平らに均ならされた広大な土地に出る。神社の本殿は、眼めの前からまっすぐに延びた石段を上った先にあるようだ。……けっこうな段数で、良いいトレーニングになりそうだ。

「ここって駐車場？　すごーく広いわね……」

「そうね、みんな駐車場にも使っているけど、特に整備したわけじゃなくて、何故なぜかこの周りだけ背の高い草木が全然生えないの。だから、しょっちゅう大おお太だい鼓この演奏場にもなっているわ」

「……あっ。それじゃあ、もしかして」

　希のぞ美みの感かん嘆たんの声に続き、潤じゆんがめざとく見つけたのは隅すみっこの方に積まれた何かの骨組み。

「ご名答。島おこしの演奏会場も、ここになる予定よ。明日から本格的な設営が始まるから、また改めて案内するわね」

　浮かんだ予感を裏付けて下さる小さ百ゆ合りさん。そうか、ここがステージになるのか……。神社の眼前という荘そう厳ごんさと、教会とは比べものにならない広さのためか、早くも軽い身み震ぶるいを覚えてしまった。

　いや、実際に演奏するのは僕じゃなくて三人なのだから緊きん張ちようするのも図ずう々ずうしいのだけど、初の野外ということもあるし、音おん響きよう面で僕に重要な判断が委ゆだねられる可能性もある。やはり子どもたちに留とどまらず、自分にとっても大きなチャレンジの場となりそうだ。

「響きようにー。おそとで演奏、気持ちよさそう。たのしみ」

「そうだね。僕もみんなの勇姿を見届けるのが楽しみだよ」

　とはいえそれは、重荷という意味じゃない。こんなにスケールの大きな環境で、あの、圧巻の島しま太だい鼓こと同じステージを目指せる。僕にとってもそれは身に余る光栄以外の何物でもなかったし、子どもたちもまた、表情を見ればベストを尽くしたいという気き概がいで溢あふれていることが明確に伝わってきた。

「石段、長くて急だから気をつけて下さいね。大変なところに呼んじゃってごめんなさい」

「ううん。相あいヶが江えさんの話を聞いて、ここは見ておかなくちゃダメな場所だって思ったし」

「……ありがとう。そう言ってもらえるの、すごく嬉うれしいです」

　広場を観察したのち、全員で本殿に続く石段を上り始める。

「見て、潤じゆん！　海がきらきらしてる！」

「わにゃ……海の青も、島の緑も、とっても濃い色で……きれい」

「はむ。ぷかぷか浮かぶ、ゆりかごの島みたい」

　運動不足な僕にとっては予想通りけっこうな試練ではあったけど、ふと振り返れば吸い込まれそうな大パノラマが足あし許もとに広がっていて、疲れも吹き飛んだ。ゆりかごの島、か。荒波から人々を守り続けてきたこの土地を表す言葉として、言い得て妙だと感心した。

「お疲れ様でした。ここが、貴き龍りゆう神社の本殿です」

　ようやく最後の一段を乗り越え、乱れる息を整える。さすが通い慣れているのか相ヶ江さんは涼しい顔で、僕たちに先行して鳥とり居いの奥にそびえる長方形の社やしろに近付いていった。

「なんか、変わった神社ね……。こんなの見たことないわ」

　後に続いた希のぞ美みが口にした率そつ直ちよくな感想は、恐らく僕たち四人全員の意見を代弁していただろう。白塗りの壁かべや朱しゆ色いろの柱はいかにも神社、といった雰ふん囲い気きなのだけど、もっとも特徴的なのは正面に『戸』らしきものが一切ないところだ。屋根に近い位置に小窓がいくつか設けられているだけで、構成要素の大部分が、壁。相ヶ江さんの同伴と、近くに置かれた賽さい銭せん箱ばこがなかったら、間違って裏手に回ってしまったのかな、と勘かん違ちがいするような外観だった。

「そうみたいですね。私は本土の神社を見たことがないのですが、貴龍神社はかなり特殊な形をしているって聞きました」

「はむ。どうして、こんな形？」

「これも伝聞ですけど……一年中風が強い双そう龍りゆう島じまの中でも、この辺が特に突風地帯なんです。どんな嵐あらしにも必ず耐えられるように──『御み霊たま代しろ』を安全に護まもるために、表向きの戸を作らない習わしになったんだそうです」

「みたましろ……？」

「貴き龍りゆう様におそなえする、ご神体……でしょうか」

　そら、そして潤じゆんとバトンタッチされた質問に、相あいヶが江えさんは淡々と即答する。神社についてすごく詳しいんだな。島の方たちはみんなそうなのだろうか。

　とにかく、わかりやすい解説のおかげですぐ合が点てんがいった。改めて本殿に目を向けると、何度も塗り替えられているのであろう白しら壁かべから歴史の息い吹ぶきのようなものが滲にじみ出てきている気がして、ますます神秘的に映るから不思議だ。

　嵐あらし……か。太たい鼓こといい、双そう龍りゆう島じまには、自然の脅きよう威いといかに共存するのか、というテーマが強く歴史文化の背景に根付いているみたいだ。

「みんな、お参りしようか」

「はいっ。そうですね」

　畏い敬けいの念に身体からだを任せてお賽さい銭せんを捧ささげ、潤たち三人と共にぎこちなく二礼二拍手一礼。一週間の滞たい在ざいが平へい穏おんに、そして島おこしイベントが無事成功しますようにと、静かに願う。

「ユズちゃん、ちょっとみなさんのこと任せてもいい？　せっかく来たんだし、軽くおつとめしてくるわ」

「はい、わかりました」

　顔を上げたところで、最後尾から見守って下さっていた小さ百ゆ合りさんが輪を離れ、神社の裏手の方に向かっていった。

「おつとめって、修行か何か？」

「いえ、ご奉仕のことをそう呼んでいるんです。境けい内だいのお掃除をしたり、草くさ刈かりをしたり。島のみんなが持ち回りで貴龍神社を守っているから、ここはいつも綺き麗れいなんですよ」

　説明を聞いて、納なつ得とく。小百合さんって神社の関係者なのかなとか、一いつ瞬しゆん的外れなことを思ってしまったけど、そんなわけないか。

「…………」

　小百合さんがいなくなってから、しばし沈黙が訪れた。ひゅう、と夏の暑さを忘れるような強い風に包まれているうち、小さな疑問が浮かんでくる。

　相ヶ江さんが今日僕たちをここに連れてきてくれた理由って、何だったのだろう。いや、もちろん貴龍神社が島の文化を知る上でとても大切な場所だということはちゃんと理解したつもりだ。でもなんというか、先ほどの相ヶ江さんの張り詰めた雰ふん囲い気きは、もっと何か他ほかに大きな意図があるのではないかと、そんな根拠のない予感を抱いだかせるのだ。

「……貫ぬく井いくん。実は、貫井くんたちに見せたいものがあるんです。ここに」

「見せたいもの？」

　どうやら、正解だったようだ。覚悟を決めるように顔を持ち上げた相ヶ江さんが、硬い面おも持もちと共にその場から一歩後退する。

「はい。ついてきてくれますか？」

「……わ、わかった」

　淀よどみなく身を翻ひるがえし、歩き出した相あいヶが江えさん。僕と潤じゆんたちは一いつ瞬しゆん戸惑いがちに顔を見合わせたものの、すぐ誰だれからともなく頷うなずき合って白いワンピースの背中を追いかけはじめた。

「足あし許もと、気をつけて下さいね」

「わにゃ、急に暗くなっちゃった……」

　進む先には鬱うつ蒼そうとした森が広がり、気がつけば陽ひの光がほとんど届かなくなっている。辛かろうじて存在する獣けもの道みちをずんずん進んでいく相ヶ江さんの目的は何なのか。むしろ謎なぞは一秒ごとに深まっていく。

　もし、ここで置き去りにでもされちゃったら遭そう難なんコースかもな……。いや、相ヶ江さんに限ってそんなことはしないと確信しているけど。

「──着きました」

「…………………………あ」

　やがて、不意に視界が開ける。

　そして僕は、本日二度目の『度ど肝ぎもを抜かれる』経験を味わうことになった。

「わ、わにゃ……すごい。すごいなんて言葉じゃ伝わらないくらい、すごい……」

「ちょっと……！　い、いったいどうやって描かいたのよ、これ」

「はむ。……霧きり夢ゆめの、絵。ほんものの、霧夢の、絵」

　待ち受けていたのは、切り立った崖がけ一面に描えがかれた壁へき画がだった。岩で岩を削けずり込んだような、線画のラフスケッチ。

　でも、間違いなく。見み紛まがうはずもなく、この絵は霧夢の作品そのものだ。

「やっぱり、見てもらいたいなって思ってしまったんです。せっかく、貫ぬく井いくんがこの島に来てくれたんだから……って」

　愛いとおしげに崖をなぞりながら、僕に澄んだ瞳ひとみを向ける相ヶ江さん。

「……新曲に合わせた絵、だよね。一瞬でわかった」

「それが、きっと一番の褒ほめ言葉です。……はい。久しぶりの依頼だから嬉うれしくなって、ついこんなところに描いちゃったのかもしれませんね」

　壁画の中では、胸元に何かを大切そうに抱かかえた少女が、荒れ狂う大おお海うな原ばらへ向けて切なげな視線を送り続けている。

　──濃密で、直線的な熱量に溢あふれた、この島を舞台とした物語の一幕に違いない。

　見れば見るほど嬉しさがこみ上げ、そして同じくらい、申し訳なくも思った。

　霧夢が僕の曲に絵を付けてくれる時の情熱が、きっと想像してたよりも大きいものであること。それなのに、長らく曲の提出を止やめてしまっていたこと。

　織り混ざった想おもいが、胸の奥をぐるぐるとかき混ぜる。

「……あの。島の人たちには、内緒にしておいてもらえますか？　こんなところに描かいたってバレてしまったら、怒られるかもしれないので」

　ばつが悪そうに、相あいヶが江えさんは苦笑を浮かべた。確かに、貴き龍りゆう神社が信仰の対象であることを思えば、見た人全すべてに称賛してもらえるとは限らないのかもしれない。

「わかった。誰だれにも言わないよ」

　迷わず頷うなずき、僕は誓いを立てる。それにしても、一日共に過ごした相ヶ江さんの印象からすると、意外なほどに大だい胆たんな行為に思えるなあ、この『隠し壁へき画が』は。

　でも、むしろ。僕にとっては今日いちばん『霧きり夢ゆめらしさ』を感じた瞬しゆん間かんだったかもしれない。

「……ねえ潤じゆん、そら。ライブ、いっそう気合いを入れないとマズいわよ」

「う、うんっ。練習よりももっともっと良いい演奏をしないと……響きようさんのいちばんになれないねっ」

「はむ。響にーに見捨てられないようにがんばる」

　三人も壁画に感化されたようで、さらにライブへ向けての気合いを新たにし始めた。

「いやいやいや、見捨てたりなんかするわけないよ……！　むしろ僕の方がみんなに見捨てられないようもっと頑張らなきゃいけないっていうか……！」

　全員ちょっと切せつ羽ぱ詰まりすぎで、慌あわてて宥なだめる必要があったのは予想外だったけど、それだけ霧夢の絵のインパクトが強かったということだろう。











　　　　【霧きり夢ゆめメモ・４】




　うわああああ失敗、大失敗……！

　こ、この暴走は想定外すぎたわ……。

　もう、なんで!?　そんなつもりなかったのになんで見せちゃったんだろ!?

　まだまだ全然未完成なのに！　直したいところも残ってたのに！

　やっぱり、あんなところに描かくべきじゃなかったかしら。後こう悔かい先に立たずってやつね……。

　恥ずかしいなあ、絶対『気合い入りまくりだな』とか思われちゃったじゃん。

　うう、それもこれも今まで私のことを放置しまくったひびきが悪い！

　こうなったら意地でも最高傑作を完成させて、もっともっと私の虜とりこにしてやるんだから。

　そのためにも、まずはあの邪じや魔まなおチビ三人にご退場願わないと。

　ふふふ、私の才能を目まの当たりにしてだいぶショックを受けていたみたいだから、あと一押しで簡単に墜おちるわね、たぶん。

　明日から、嫌いやというほど地じ獄ごくを味わわせてあげるわ。

　この島で、楽しい思いなんてしなくていいのよ。誰だれだろうと。












「おかえりみんな！　……ふふふ、見て見て」

　初日の予定を終えて宿に戻ると、桜花さくらがちょっとしたマグロと見み紛まがうような巨大カンパチを華か麗れいに捌さばいている真っ最中だった。す、すごいな。こんなのが堤てい防ぼうから釣つれちゃうのか。

「ほらほら、どんどん食べて！　響きようも潤じゆんたちも、たくさん有あるから遠えん慮りよなんてしないで」

　ほどなく夕食の時間となり、大皿に盛りつけられた刺さし身みを前に、誇らしげな笑みの桜花。制服を着き崩くずした『武装モード』の時とは全く異なる自然体の雰ふん囲い気きは、近しい人しか知らない桜花のもう一つの魅み力りよくで溢あふれている。僕も未いまだに、こういう表情を見ると途と端たんに胸がどきどきしてきてしまったり。

「…………」

「あれ、どしたの響？　あたしの顔、なんかついてる？」

「え!?　いやなんでもないよ！　うん、それじゃいただきます！」

　いけない、つい呆ほうけた視線を送り続けてしまった。慌あわてて取り繕つくろい、お刺身の方へ顔を向ける。う、うんうん。こっちも非常に美しい……って、同列に語るのもそれはそれでどうなんだ。

「……あ、本当にめちゃめちゃ美味おいしい！　生なま臭ぐさみが全然なくて、歯ごたえ抜群で──」

「ふん、そうでもねーだろ。こういう魚は釣りたてより一日くらい置いた方が熟成が進んで美味うまいんだ」

「──え、ええと」

　思考の乱れをなんとか修正すべく、思い浮かんだまま絶賛を口にしはじめた僕だったのだけど、対トイ面メンの席から冷れい徹てつなツッコミを浴びせられてそれ以上の感想が言えなくなる。

　うん、気付かぬフリをずっと続けていたけど、正まさ義よしさんだいぶ機嫌悪いよね……。理由は推して知るべし。

「ちょっとマスター、釣りたてには釣りたての魅力があるのも常識でしょ。響の評価、どこも間違ってないじゃない。カンパチに相手にされなかったからってやっかまないで」

「やっかんでねーよ！　だいたい桜花も見てたろうが、俺おれの方にもアタリあったの……！　くそ、糸さえ切られなければ絶対こっちの方がデカかったのに」

「はいはい、逃した魚は～ってやつ」

「７号ＰＥ引きちぎってく魚だぞ！　絶対化け物クラスだったって！」

「ＰＥなんて運悪く岩に擦こすったら何号だろうとあっさり切れるし。そもそもホントにメインラインが切れたの？　指先が衰おとろえてきちんと仕掛け結べてなかっただけなんじゃない？」

「こいつ、言わせておけば……。だいたい桜花はドラグずるずる出し過ぎなんだよ！　細糸好きなのは構わねーが、あんなに魚走り回らせてちんたらヤリトリしてたら周りに迷惑かかるだろうが」

「は、それこそやっかみの最たるものね。あたしだって周りの状況次第じゃドラグ締めて一か八かでファイトするわよ。今日は他ほかに竿さお出してる人いなかったし、マスターからも充分距離取れていたから慎重に寄せてきただけでしょ。なんなの、その糸切れたけど全力で勝負を挑んだから自分の方が偉えらい理論。バンザイアタックなら戦闘機でやってよ」

「誰だれもそんなことは言ってねーだろ！」

　ああ、また始まってしまった……。先の見えない諍いさかいが。

　こうなるともう口を噤つぐんで静かにやり過ごすことしかできない。間違っても、絶対に藪やぶをつつくような真似まねをしてはいけない。

「……ねー桜花さくら。それより良かったの？　せっかく水着買ってきたのに着ずじまいで」

　僕が無力感に包まれていたその時、希のぞ美みが冷め切った声でぼそりとそんなことを尋たずねた。

「え」

　刹せつ那な、桜花の様相が一変する。

　……戦争が、止まった？

「もしかして……今日、海水浴行ったの？」

「はむ。たくさん泳いだよ？」

「えへへ。響きようさんにだっこしてもらって、平泳ぎの練習をしましたっ」

　そら、潤じゆんと感想が重なるにつれ、桜花の表情はどんどん絶望の色に染まっていった。ど、どうしたんだろう。

「ま、また行くよね!?　……行くでしょ？　一週間も島に居いるんだし……！」

「どうかしら。希美たち、バンドでライブしに来たんだから、あんまり遊んでばっかりもいられないのよね」

「し、しまった……そんな……」

「わにゃ、ごめんねさくちゃん……。さくちゃん、あんなにいっしょうけんめい水着選んだのに、私たちだけで海水浴しちゃって」

「はむ。さくねーが選んでくれたわたしたちの水着、どれもかわいいって響にーがいってくれたよ。ありがとう」

「………………………………そう。それはなにより」

　話の流れから推測するに、せっかく買った新しい水着を下ろし損ねたことが、ショックを受けている原因なのかな。

「わひゃひゃひゃひゃ！　残念美人！」

「うるさい！」

　とにもかくにも、気付けば正まさ義よしさんと桜花とのヒエラルキーは、一いつ瞬しゆんにして入れ替わってしまったようだ。




　　　　♪




　ケンカも収まり、穏おだやかで豪ごう勢せいな夕食を終えてから、僕はしばし部屋でのんびり休きゆう憩けいをとる。

　部屋割りは男二人同室なのだけど、正まさ義よしさんはまだ尾お城ぎさんとの晩ばん酌しやくから戻ってこないので今のところ個室状態だ。広く、真新しい室内は南国風の装飾がなされていてとてもおしゃれなのだけど、それだけにどうしても自分の存在が浮いているような気がしてしまう。

　とはいえおいそれと女子部屋に遊びになんて行けないし、なんだか手持ち無ぶ沙さ汰ただ。




　──こん、こん。




『きょ、響きよう。……今、ちょっと時間良いいかな？』

「桜花さくら？　うん、すごく暇ひましていたところ」

　そこへ、願ってもない来客が。喜びを抑えきれず、僕は全速力で扉に駆け寄り、声を弾はずませながら廊下に出る。

「そ、そっか。よかった」

「……う、うん」

　しかし、対面した瞬しゆん間かんぎゅっと胸の奥が締めつけられるような感覚に包まれ、何を言って良いかわからなくなった。

「………………」

　部屋着のキャミソールに着替えた桜花の頰ほおは赤く染まり、伏し目がちな瞳ひとみもどこか自信なさげに揺れている。ど、どうしたんだろう。何かを思い詰めているかのような雰ふん囲い気きが、僕から冷静な思考を奪うばっていく。

「え、えっとね……。実は響に、見てほしいものがあるんだ……」

「見てほしい……？」

「うん……。ここじゃちょっと恥ずかしいから。付いてきてもらっても良いかな……？」

「ぎょ、御ぎよ意いに」

　しまった。動揺のあまり変な返事が。

　思い起こされるのは、必然的に夕食の一幕。もしかして、披ひ露ろうしてくれるつもりなのだろうか。僕に、水着を。

　夜の屋内、ひとつ屋根の下で露あらわになる水着。それはある意味、海での健康的なシチュエーション以上に強い刺激が宿りかねないわけで……。い、いいのか。僕ごときがそんなゴールドティアラにステイゴールドしてしまっていいのか。

「こ、この辺でだいじょぶかな……」

　桜花さくらが選んだのは、客室の並ぶ廊下の突き当たり。いつ、誰だれかが通りかかっても不思議ない状況に、むしろ僕の方が身み悶もだえてしまいそうになる。ああなんて大だい胆たんな。やっぱり桜花は、同年代よりも何歩も進んだオトナの世界の住人なのか。

　穏おだやかな間接照明と、窓から差し込む月の光が、桜花のきめ細やかな肌はだを蠱こ惑わく的に彩いろどる。咽のどは凍り付き、もはや言葉の一つすらも出てこない。

「ほら、響きよう。……見て」

　そしてついに、桜花は背中で組んでいた両手を解ほどいた。はらり、と布が舞い、日常では決して表に出ることのない、特別な、最小限の衣ころもだけがさらけ出される。

「………………黒、なんだね」

「うん。ちょっと子どもたちのとは違う感じにしようかなって思って。……背伸びしすぎだったかな？」

「そんなことないよ。うまく言えないけど、スタイリッシュだし、桜花にとてもよく似合う……気がする」

　──気がする。なぜ、眼めの前で見ておいて推定形なのか。

「ほんと？　……よかった。じゃあ、次に泳ぐときはこれを着てみるね！」

　そう、着てないのである。桜花が見せてくれたのは両手に握りしめた水着だけ、水着そのものだけで、キャミソールを脱ぐとその下には……みたいな展開はどこにも待ち受けていなかったのだ。

「そ、そっか。あ、あはは……」

　さて、この一件。間違っていたのは、勝手にふしだらな展開を予想してしまった僕なのだろうか。うん、そうなのだろう。たぶん、きっと。

「……？　あれ、桜花と響、なにしてるの？」

　空から回まわりを悔くい、内心で深く落ち込んでいると、偶然廊下を通りかかった希のぞ美みが僕たちの傍そばまでやってくる。

「あのね、響に水着見てもらってたんだ。ふふふ、やっぱりこれ、あたしに似合いそうだって」

　機嫌良さそうに、左右の手に一枚ずつ持った薄うす布ぬのを希美の前で揺らす桜花。

「……桜花」

　すると希美は盛大な溜ため息いきと共に、ゆっくりとかぶりを振ってみせた。

「え、なに？」

「桜花にもわかるように教えてあげるけど。……ねえ、桜花の場合どっちが嬉うれしい？　釣つった魚の写真だけを見せてもらうのと、釣った魚を料理して、直接食べさせてもらうのとだったら」

「えっ。…………あ、あれ……えっ？」

　何かを察しかけて、でもまだ確信には至らず視線をあちこちに泳がせ始めた桜花と、さらに深く項うな垂だれた希美の前で、僕も口にすべき言葉を失って苦笑を漏もらす。

　……遠征中、もう一度くらい海水浴に行く機会があればいいんだけど、な。

　ところで希のぞ美み、なんだか最近ツッコミキャラとして良いい切れ味を身に付けてる気が。

　いや、あるいは桜花さくらがボケキャラとして──だろうか。







「正まさ義よしさんはまだ飲んでるのかな」

　希美が「これでもわからないようならお説教タイムね」と強引に桜花を連れ戻してしまったので、僕も部屋に帰還する。相変わらず中には誰だれも居いなくてちょっと落ち着かない。普段、自宅でも個室で過ごしているのにおかしな話だという気もするけど、たぶん一人で使うには広すぎる空間だからだろう。

「ん？」

　しばし意味もなく彷徨うろついてから、せめて落ち着こうとベッドに腰掛けた瞬しゆん間かん、不思議なものが目に飛び込んできた。

　枕まくらの上に置かれた、名刺サイズのメッセージカード。これ、来たときからあったっけ？　いや、ベッドも枕も既すでに使っているから、気付かないとは思えないし、万一見つけられなかったとしてもその場合は枕の上から滑すべり落ちているはずだ。

　じゃあ、置かれたのは僕が廊下に出ているとき……？

　表現しがたい違和感に包まれながら、その紙を手に取って裏返してみる。

「……な」

　するとそこには、定規を当てながら書かれたような作為的な字で、




『今すぐ帰った方がいい。きっと良くないことが起こる』




　南国情緒を一息に吹き飛ばすような短い警告文が記されていた。

　いったい誰が。どんな意味で。

　降って湧わいた困惑を正義さんに相談すべきものなのかすら判断がつかず、この日の夜はなかなか寝付くことができなかった。
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「おはようございます！　みなさん、昨日の疲れは取れましたか？」

　双そう龍りゆう島じまで迎える、二日目の朝。ちょうど朝食が済んだころに、相あいヶが江えさんが僕たちを迎えに来てくれた。

「はいっ。元気いっぱいですっ！」

「くー」

「あ、この子のことは気にしないで。すぐ寝るのはいつもだから」

　三人は、快調そのもののようだ。海水浴も含め初日から島を堪たん能のうさせてもらったのに、さすが小学生は回復が早い。僕は正直、両太ももに気け怠だるさが残っている感じだ。

　単純に筋力不足なのか、それとも昨日の手紙が招いた寝不足が原因なのかは判断しきれないところだけど。

「今日はまずバンドの練習室に案内しようと思いますが、それで良いいですか？」

「ええ、ぜひそうして。腕が鈍なまる前に楽器に触っておきたいわ」

　相ヶ江さんに対する希のぞ美みの即答は、もちろん僕たちの総意。根こんを詰めすぎる必要はないにせよ、昨日一日で『できるかぎり良いライブを』という想おもいは究極まで高まった。ここからは観光だけでなく、呼んで頂けた意味をしっかり形にしていかなければ。

「桜花さくらは今日も釣つり？」

「……ん、どうしよっかな」

　あれ、またしても珍しい。もちろん、という返事以外想像していなかったのに。というか桜花もなんだか微妙に元気がないな。もしかして、昨日希美にこっぴどく叱しかられたのだろうか。……男子高校生のふしだらな欲望を弄もてあそぶな、とか言われたのだとしたら僕としても申し訳ない気持ちになってしまう。いや、実際どうなのかはわからないからヘタに言い訳もできないんだけど。

「なんだい、桜花ちゃん今日はお休みかい？　昨日正まさ義よしさんと話して、船でオナガダイでも狙ねらいに行こうかって話になったんだけど」

「オナガダイなんて本土じゃまず釣れないぞ。行かなかったらきっと後こう悔かいするぞ」

「うーん……」

　尾お城ぎさんと正義さんからも驚おどろきの声が上がったけど、変わらず桜花は煮にえ切らない。これはさすがにちょっと心配になってくる。

「何か、他ほかにしたいこととかあるの？」

「具体的にってわけじゃないんだけど、せっかく自然が豊かな島に来てるんだしのんびり散歩してみるのも悪くないかなって」

　あ、なんだ。それならすごく共感できる話だ。ちょっと大げさに考え過ぎちゃったかな。

「そんで、しばらく自分探しでもしてみようかなって」

　あ、ダメだ。やっぱり変だ。

「響きよう、ほっといてあげなさい。桜花さくらは今、桜花としての在あり方に迷っているの。乙女にはそういう時期も必要よ」

　心配がぶり返してきたところに、希のぞ美みから冷れい徹てつな声が。乙女の事情と言われてしまえばもはや僕に介入する余地などなし。桜花が無事自力で帰ってくることを祈るのみだ。

「それじゃユズちゃん、練習組はそろそろ出発しようか。歩いても行ける距離だけど、初日は荷物も多いだろうから車出すわ」

「すみません小さ百ゆ合りさん、お忙しいところに」

「ううん、全然。どうせこの後買い出しで街まで行く予定だし」

　各おの々おのの予定を相談し終えて、すぐ近くの空あき小屋に案内してもらう。特に音楽用のスタジオというわけではないバンガローだったけど、音漏もれも心配しなくて良いい環境みたいだしリハーサルを行うには充分すぎる。

「わあ、ドラムとかアンプって生で見るのははじめてだから感動です」

　持ち込んだ機材を一通り並び終え、ほっと一息。なんとも有り難がたいことに相あいヶが江えさんも準備を手伝ってくれた。新しいものではないけど、正まさ義よしさん秘蔵のヴィンテージ機材はどこに置いても本当に絵になるから、僕も改めて見とれてしまう。

「あ、そういえば、ミキサー卓たくとかマイクとかスピーカーって……」

「それは大だい丈じよう夫ぶです。もともと島の行事で使っていたものの他ほかに、今回のイベントに向けて小百合さんが調達してくれました」

　相ヶ江さんの保証に安心する。良かった。一応練習用の簡易的なＰＡセットは持ち込んでもらっているけど、野外で使うにはあまりにも心こころ許もとない出力だったし。

「じゃあ、機材はここに置きっ放しでも平気かな？」

「はい、この小屋はイベント終了までずっと自由に使って下さい。あ、それから音おん響きよう設備、早めに確認しておきたいですよね。良かったら今日の午後とか、見せてもらえないか頼んでおきますけれど」

　相ヶ江さんの至れり尽くせりな厚意に大感謝。おかげで、至し極ごく順調にリハーサルを進められそうだ。

「ありがとう、お願いできるとすごく嬉うれしいよ！」

「了解しました。それでは早速電話してくるので、みなさんは練習を始めていて下さい。ついでに、ここで全部聴きいちゃうと本番の感動が薄うすれそうだから、私はしばらく席を外してようかなと……」

　そう言って外に出た相ヶ江さんにみんなで手を振り、楽器を構える。実際のところブランクは一日程度なんだけど、こうして四人で向き合うのはなんだか久しぶりのような気がした。

「そ、それでは始めましょうっ」

「準備ＯＫ。希のぞ美みはいつでも良いいわ」

「はむ。まいります」

　意識せず溢あふれる笑顔を共有しながら、そらの４カウントを皮切りとして、ついに『家族の場所』から遠く離れた地で、三人の『絆きずなの音おと』が響ひびき始めた。







「──うん、ばっちり！　さすが、一日休んだくらいじゃぜんぜん影えい響きようも出ないね」

　最初の演奏が終わるや、僕は惜しみない拍手を三人に贈る。まだ本番まで時間はあるからある程度の不調は問題ない、なんて思っていたことが申し訳なくなるくらい完かん璧ぺきなグルーヴ感は、このバンドの凄すごさを改めて教えてくれた。

　技術面は決してナンバーワンじゃないかもしれないけど、三人の相性ならば世界でもトップに立てるバンド。それがリヤン・ド・ファミユ。ああ、こんなにも気持ちの良い３Ｐを体験させてくれる小学生と出会えた僕は、なんという幸せ者なのだろう。

「はむ。ぐっすりねたので、絶好調」

「地下室とも、教会とも音の聴きこえ方が違って、面白いです！」

　スティックを持ったままバンザイするそらと、ストラップで肩にかけたギターのネックを両手でぎゅっと抱だきしめる潤じゆん。確かに、このバンガローはけっこう個性的な反響をするな。丸太の密度が関係しているのか、ごくごくささやかなナチュラルリヴァーブがたいへん心地よい。島の乾いた空気感とも相まって、ギターの生音なんかを録音しても面白そうだ。

　やっぱり、普段と違う環境で演奏してみるというのは新たな発見があったりして興味深い体験になる。

「ふふふん、まさに希美たちは『飛ぶ鳥を落とす勢い』ってやつね～」

　手て応ごたえを露あらわに、胸を張って天井を見上げる希美。




　──ぼとん。




　その瞬しゆん間かんだった。潤と希美の立ち位置の真ん中あたりに、『そいつ』が降こう臨りんしたのは。

「え………………あ、わ、あわわわわわわわわわわわわわわわわわわわ」

「わ……わにゃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　落下音の先に目を向けるや、希美はさーっと顔色を青白くして固まり、潤もまたぶわっと涙を溢れさせて大パニックに陥おちいってしまった。

　それも、無理はない。本土の住宅街で平和に暮らしているだけならば決して出会うはずのない『モンスター』が、文字通り這はい寄ってきたのだから。

　おぞましく黒光りする節々。触れれば一撃で皮ひ膚ふを貫つらぬくであろう無数の足。極めつけに、どう考えても遠近法を間違えているとそう思わずにはいられない、推定三十センチに迫る狂気の体長。

「ムムッ、ムムム、ムカデ！　デカイ、デカスギル！」

「たしゅ、しゅしゅ、はしゅけてくらしゃいきょうしゃん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　大ムカデにすっかりパニックとなった希のぞ美みと潤じゆんは今にも腰が砕けんばかりに前傾となって、左右から僕の腕にしがみつく。

　しかし忘れてはならない。僕とて、いやあえて開き直れば僕こそが現代社会の歪ひずみの象徴たる元引きこもり、スーパーインドア派であることを。冷静に状況を分析しているように見せかけその実気絶寸前まで追い詰められており、ただひとつ『もし小学生たちを置き去りにして逃げたら人としてグランドフィナーレを迎えてしまう』という危機感によってこの場につなぎ止められているだけにすぎないのだ。

「響きようさあああああん！」

「なんとかして～！」

　さらにキツく身を寄せ、僕に手足を絡からみつかせる二人。それが災わざわいしてまったく身動きが取れない状況なのだけど、じゃあ離れてもらえば何か行動を起こせるかと自問すれば答えは明白なのであえて指摘するまでもない。というか切せつ羽ぱ詰まって声さえ出ない。今、僕にできることは二人が背中に回した状態で装備したままの大切な楽器がどこかにぶつからないよう身を揺らし誘ゆう導どうすることくらいだ。

「わにゃーこっち来たよおおお！」

「キャアアアアアアアアアアムリームリー！」

　などとその場しのぎの対応を続けていたらいよいよのっぴきならない事態に。蛇だ行こうしながら近付く大ムカデを目に留め、潤と希美はいよいよ顔を涙でぐしゃぐしゃにして僕の背中に身を隠す。い、いや待って……もちろんこの命、みんなを守るために使う覚悟はしているけれど隠れるならせめて僕の腕を離してからに……！

　ああ、数分後の未来を想像することが怖い。まず僕を毒どく牙がにかけたムカデは、それに満足してこのバンガローから出て行ってくれるだろうか。……くれないだろうな。そして潤と希美はいよいよ逃げ場を失って、心に深く傷を負って。

　信じたくない。まさかこんな形で、初めての遠征が、このバンドと共に過ごす幸せな日常が。脆もろくも崩くずれ去ってしまうだなんて。

「──はむ。わるい子は、おそとにポイ」

　救世主は、すっかり観念しきった直後に現れた。ドラムセットを離れ、どうやら手近な武器を探してくれていたらしいそらが、ちりとりを使って見事大ムカデを窓の外に放出してくれたのだ。

「……た、助かったよそら。本当に、心から」

「すごいねくーちゃん、私なんて、逃げることしかできなかったのに……」

「そらが家族で良かった……。あとで、欲しがってた金のお星様シール、あげてもいいわ」

　一躍、バンドのヒーロー、いやヒロイン、それどころか神格化された英雄ポジションにまで上り詰めたそら。

「むしは、そんなに怖くない。たぶん、生まれつき」

　涼しい顔で親指を突き出すその姿が本当に頼もしい。

　誤解を恐れずに言えば、抱だかれたいとすら思った。

　いや相手は小学生だった。その誤解は恐れなければダメだった。











　　　　【霧きり夢ゆめメモ・５】




　え、うそ。失敗？

　都会のお嬢様たちなんてあの程度で泡ふいて倒れちゃうものだと思っていたけど、結構意外だわ。

　ま、ひびきも含めて多かれ少なかれ嫌いやな思い出にはなったみたいだから、第一弾としてはまずまずってことにしておきましょ。

　もちろんこの程度で許してなんてあげないわ。今日中に絶対バンドを崩ほう壊かいさせてやるんだから、せいぜい覚悟しておくことね。












　その後は特に変な問題も起こらず、たっぷりとバンド練習に時間を費やすことができた。……まあ、またアレが墜おちてきたらどうしようという懸け念ねんで多少潤じゆんと希のぞ美みは集中力を乱していたけど、僕も人のことなんて全く言えない精神状態だったので今回に限ってはやむなしだ。

「音おん響きよう設備、一度野外ステージで仮組みしてもらえるそうです。ステージの設営もはじまっているから、そちらを見学するついでに貫ぬく井いくんもチェックしてみて下さい」

「ありがとう。なんだかすごく手間をかけさせちゃってごめん……」

　小さ百ゆ合りさんの車で再び貴き龍りゆう神社に連れて行ってもらう道すがら、相あいヶが江えさんに頭を下げると澄んだ笑みでかぶりを振り返された。

「いえ。配線チェックと調整は本番までに絶対やらなきゃいけないことですから。それなら早い方がお互いアクシデントなく進められて良いいと思います」

　ふむ、言われてみればその通りだ。僕たちの都合だけで用意してもらったわけではないのだから、変に恐縮しすぎるのも間違っているなと気付かされた。

「わぁ、すごい。人もモノもいっぱいだわ」

「はむ。みなさん、おつかれさまです」

　到着して外に出ると、神社の前の広場では大勢の人が働いており、ステージの骨組みになると思おぼしき資材の量も昨日よりずっと増えていた。島全体で、イベントを恒こう例れい行事として定着させようという気合いが肌はだで感じられて、僕もモチベーションを刺激される。

　そうだ、ムカデ程度で怖おじ気づいていてはいけないのだ。……また出てもきっと、そらがなんとかしてくれるし。

「貫井くん。私、ちょっと用事を済ませてきて良いですか？　音響のことは、あっちの隅すみに居いる方が責任者なので……」

「了解。気にせず行ってきて」

　前向きさとは裏腹にとても情けないことを思っていた最中、相ヶ江さんが申し訳なさそうに頭を下げた。もちろん快かい諾だくして示された方向へ前進。

「あの、すみません」

「おお！　マネージャーさん、よく来たね！　すまないが早速配線とか音の出方とか、見てもらって良いかな。悪いねー、俺おれたち全然慣れてないからお客さんに頼っちゃって」

「いえ、そんな！　こちらこそ是ぜ非ひお手伝いさせて下さい！」

　それらしい方に話しかけると、逆に感謝の言葉を伝えられてしまった。むしろ僕がお願いしたことなのに、嫌いやな顔ひとつせずで本当に有り難がたいな……。このご恩は、しっかり働くことで少しでもお返しするしかない。

　あと、『マネージャーさん』という呼び方をそのまま受け入れてしまったのはちょっと偉えらそうだったのではないかと後こう悔かいする。潤たちに対する自分って、なんと説明すれば初対面の方から自然な印象を持って頂けるのだろう。

　小学生女子三人にくっつき回っているというのは、どう足あ搔がいても不自然極まりない気がしないでもないけれども。

「ギターは、アンプで出した音をマイクで拾うんだっけ？」

「そうですね、その方が迫力ある音になると思います。逆にベースは低音域が拾いづらいのでラインに直ちよくで拾って、アンプのスピーカーから出る音は希のぞ美み……ベーシストの子のモニターとしてだけ使った方が良いいかもしれません」

　音おん響きようの責任者を務めていらっしゃる男性と、楽器の構成を確認しながら実際にケーブルを繫つないでみる。僕が知識として持っているような基礎的なことは既すでに共通認識としてでき上がっており、かなり驕おごり高ぶった言い方になってしまいそうだけど、とても軽音楽のライブが初めてとは思えなくて驚おどろいた。

「いやー懐なつかしいな～。俺おれ、大学だけ本土にいたんだけどさ、そんときバンドサークル入ってて。こんなチャンスがあるならもっと機材とかも真ま面じ目めに見ておくべきだったよ。酒ばっか飲んでないで」

　と、思ったらなるほど。伝えられて納なつ得とくだった。

「しかし、最近はデジタルでなんでもできちゃうんだろ？　俺たちがやってた頃ころはギターのアンプシミュレーターなんてほとんど使い物にならなかったけどなぁ」

「そうですね。たった数年前と比べても、今はシミュレーターがすごく優秀になったと聞きます。僕も基本的に、ギターは全部ライン直で録音しちゃうことの方が多いですし」

「そうなのかい？　便利な世の中になったもんだ」

「でも、リヤン・ド・ファミユと一緒に音楽をやらせてもらえるようになって、やっぱり生って良いんだなって思わされました。微妙な違いなんですけど、フルデジタルの音とはどこか空気感が違うというか」

　思い込みレベルだろ、と言われれば否定はできない。でもおそらくだけど、全く劣化してないピュアすぎる音というのは、人間にとって多かれ少なかれ不自然なモノなのではないだろうか。ちょっと緩ゆるいくらい、曖あい昧まいなくらいの方が耳みみ馴な染じみが良いのだと思う。

「わかる！　やっぱり男は黙って生で直結だよな！　おかげで俺も今年三人目が──」

「高校生相手に下ネタかましてんじゃないよこのタコ！」

「──あいて!?」

　意気投合して力こぶを作った男性に、後ろから通りかかった女性が盛大なツッコミを入れて会話が途切れる。……今の、下ネタだったのか。ちゃんと理解できてなかったので、白けた反応を返さずに済んだという意味でも助かった。生で直結、僕も大好きなんだけどあんまり口に出さない方が良いのかな……。この前のレコーディングの時、潤じゆんに『生の直結でいれてみない？』とかリクエストしちゃったんだけど、アレってマズかったのだろうか。

「……あ、いけない一人で盛り上がっちゃってた」

　突然の不安にかき立てられたことでようやく、子どもたちの紹介をまだしていないことに気付いた。しまった、お世話になる方たちなのだから、礼れい儀ぎ正しくしないと。

「ええと、みんなは……いたいた」

　辺りを見渡すと、少し離れたところでしゃがみ込んだ潤じゆんと希のぞ美みの背中を発見した。何してるのかな、と思いつつゆっくり近付いていく。

「二人とも、どうかした？」

「あ、響きようさん。見て下さいっ」

「なんか、かわいいシカみたいなのがこっちに跳はねてきたの」

　声をかければ、ふわふわと頰ほおを緩ゆるめながら振り返る二人。ほんとだ、大型犬くらいの体長しかない変わった動物が二匹、行儀良く寄り添っている。

　これは確か、『キョン』という名前だったような。この島に生息する代表的なほ乳類だと、パンフレットに書いてあった気がする。

「ぞみ、ビスケットあげてもいいのかなっ？」

「人間の食べものはやめておいたほうがいいんじゃない？　撫なでるだけにしておきましょ」

　頷うなずき合い、わくわくと指先を伸ばす二人。キョンもすごく大人おとなしそうだし、非常に微笑ほほえましい光景だ。

「ん……あああっ！　あれもしかして、『ジョン』と『スミス』じゃないの!?」

「いやだわ本当！　また脱走してきたの!?　ダメ、お嬢さんたちすぐに逃げて！　その二匹は危険よ！」

「な……!?」

　吞のん気きに傍ぼう観かんしていた僕の傍かたわらで、作業中の女性二人が血相を変え叫び声を上げた。き、危険……!?　まさか、嚙かみついたり……!?

「え、こんなに大人しいのにさわっちゃダメなの……きゃああああっ!?」

「わにゃああああ!?」

　次の瞬しゆん間かん、懸け念ねんは半分正解で、半分間違いであったことを知らされる。

「お、お洋服たべちゃだめぇえええ！」

「は、離しなさいっ!?　希美の服やぶけちゃうでしょっ!?」

　嚙む、という部分はまさしく心配した通りだったのだが、危険に晒さらされる部位が想像とは違っていた。

「ああ、間に合わなかった……」

「あの二匹、食べちゃうのよ……布を。しかも決まって小さい女の子の服だけ」

　な、なんという鬼き畜ちく。まさに鬼畜としか表現しようがない……。

「や、やめてぇええ、今は上にこれしか着てないのにぃ！」

「こ、こらあっ！　下着とショートパンツを一緒に引っ張るとか、ダメよそんなの絶対ダメえええぇっ！」

[image: ]

　汚れないよう念のため装備した二人の体操着が、瞬またたく間に凄せい惨さんな状態になっていく。不幸中の幸いと言えるのは、この事態に気がついているのがまだ先の女性二人だけというところか。……って、いや、違う。自分の存在を勘かん定じように入れ忘れていたから男の眼めがないという気休めすら成立しないか。もちろん既すでに二人の姿は断じて視界に入れぬよう努力しているけど、根本的な問題解決にはなるまい。

　そして、この事件が広場の人間全すべてに知れ渡るのも時間の問題。そうなったら二人は恥ずかしさでどれほどのショックを受けてしまうだろう。だからといってこのまま内密に、なんて言っていられるような余裕は、遠えん慮りよなしに続く二匹の蹂じゆう躙りんっぷり（※音声情報）からして有あり得ない。

「──はむ。おなか空すいてるの？　でもお洋服は食べちゃダメ」

　完全に進退窮きわまった状況で現れた救世主は、またしてもそらだった。

「す、すごい！　あの子、ジョンとスミスの尻尾しつぽを鷲わし摑づかみにして黙らせちゃったわ！」

「しかもそのままズルズル茂しげみの方まで引っ張っていく！　二匹ともすっかり上下関係を悟って平へい伏ふくしてる！」

　いつもマイペースなそらとは思えないほど強引な手腕で（いつもマイペースなそらだからこそ、という見方もできるが）、家族のピンチを救ったらしい事実に、内心で舌を巻かざるを得ない。先ほどの活躍といい、どうやらそらはいきもの関係にめっぽう強いようだ。

「ふ、二人とも、ひとまずこれで隠して！」

「きょ、響きようさああん。怖かったですぅ……！」

「な、なんなのよもう！　今日になってからひどい目に遭あいすぎ！」

　感心もほどほどに、僕は上に着ていた半はん袖そでシャツを抱だき合って震ふるえる潤じゆんと希のぞ美みにかけてやる。

「ちょっと待っててね、記念用のＴシャツのサンプルがあるから取ってくるわ！」

　さらに女性二人からも有り難がたい助け船が出て、二人の肌はだは白日に晒さらされずに済んだ。体操着は完全にボロボロだけど。

「……そら。僕、ほんと情けなくてごめん。今日ずっと頼りきりで」

「はむ。どうぶつは得意だからおまかせあれ。いのちのやりとり、した仲なので」

　忸じく怩じたる思いでキョンを追い払ってくれたそらに頭を下げると、敬礼ポーズで不思議な答えが返ってきた。

　いのちのやりとり、か。あながち冗談にも聞こえなかったのは頼もしさ故ゆえ、なのかな。











　　　　【霧きり夢ゆめメモ・６】




　誤算、まったく誤算だったわ。一人、やっかいなのが紛まぎれ込んでいたようね。

　話に聞いていたキョン二匹が、別に大したことなかったっていう可能性もあるけど。

　どのみち、これでもまだまだ甘い……か。

　うーん、できればあんまりリスクがかかる方法は選びたくなかったんだけど。

　もう、四の五の言ってられないわよね。もたもたしてたらあっという間にライブの日になっちゃうもん。

　もっと直接痛手を負わせて、ライブなんてできなくするしかないわ。

　悪く思わないでね、ひびき。

　ひびきの音楽は、私が私の絵の世界の中で、ちゃんと奏かなでてあげるから。












「うーん。なんだか今日は、やけに災難続きだったなあ」

　二日目の夕食を終え、昨日と同じように部屋で正まさ義よしさんの帰還を待っているうちに、そんな苦笑混じりの独り言が溢あふれてきた。

　でも、この時僕はまだ知らなかったのだ。

　本当に、本当に悲しい事件は、今まさに起ころうとしている寸前だったということを。




『──ちょっと、何してるの！』




「………………………………え？」

　前触れもなく、隣となりの部屋が揺れた。

　声の主ぬしは、桜花さくらだよな……？　さらに続く押し問答の気配に僕はベッドから腰を跳はね上げ、外に飛び出す。

　男部屋の隣。そこは『どうせまだオープン前だから広く使ってくれ』と、尾お城ぎさんたちが荷物置き場として貸して下さった一室。いったいそんなところで桜花は何を、誰だれと……？

「きょ、響きようさんっ！」

「潤じゆん、みんな……」

「桜花の声、ここからよね……!?」

「う、うん。とりあえず入ってみよう」

「はむ。おじゃまします」

　ほぼ同時に潤たちも荷物部屋の前にやって来て、困惑まみれの表情を重ねる。空恐ろしさもあったけど、何より桜花が心配だ。意を決し、未いまだもみ合いが続いている気配の渦か中ちゆうへ、僕たちは全員で飛び込む。

「──桜花！　大だい丈じよう夫ぶ、どうしたの!?」

　待ち受けていたのは…………あたかも脳が理解を拒否しているかのような、現実感のかけらもない状況だった。

「ん、心配ないわ響。……ちょっと、現行犯逮捕してただけ」

「…………くっ」

　室内に居いた人物は二人。沈痛な苦笑と共に睨にらみを利きかせる桜花と、その桜花に片手を締め上げられ、顔を歪ゆがめた──相あいヶが江えさんだった。

「はむ。わたしの、スティック？」

　さらに、泣きたくなるような事実が明るみになる。相ヶ江さんの肩には大振りなトートバッグがひとつかけられており、そこから何本もドラムスティックの先端が飛び出していたのだ。

「……こ、これ、希のぞ美みのピックと替えの弦げん！　ど、どういうつもりよ！」

「わにゃ、私の弦げんとピックも全部……」

　嫌いやな予感がしたのだろう、ハッとして駆け出した希のぞ美みがトートバッグを引っ張ると、見覚えのある品々がドサリと床にこぼれた。

　この、決定的な証拠。そして、桜花さくらの口から漏もれた現行犯という言葉。

　信じたくない。信じたくないが、相あいヶが江えさんは……。

「もっと高い機材も転がってる中、特に安いもの、なくなっても本土に帰れば手に入るものばかり選んでいたみたいだけど……。それでもね、これはれっきとした泥棒だよ」

「…………」

　冷たく桜花に言い放たれ、相ヶ江さんは視線を真下に落として沈黙する。

『……………………』

　僕と、子どもたちもまた、言葉が出てこない。怒りより、哀かなしみより、混乱の方が大きすぎて、口も身体からだも動かなかった。

「一体、どうして……？」

　かろうじてそれだけを呟つぶやくと、相ヶ江さんは大きく息を吸い込んで唇くちびるを嚙かむ。

「………………ごめん、なさい」

　ようやく聞くことができた声は、質問への答えではなかった。

　まだ、頭が理解に辿たどりついていないせいなのか、不思議なほど無感情のまま時が流れ続ける。

　今はただ、理由が知りたかった。

「……朝から、いろいろ変なことしてたでしょ。散歩してたら偶然、みんなの練習中にあなたが屋根に上っているところを見つけて。その後の様子が変だったから、気になって神社に先回りしてたの。小さ百ゆ合りさんから午後の予定を聞いてね。そしたらまた、あなたが茂しげみの中に消えた途と端たん、広場で騒ぎが起こった。ちょっと離れたところに居いたから、あたしが気付いたのはもう全部解決したあとだったみたいだけど」

「え!?　それじゃムカデもキョンも、全部あんたのしわざだっていうの!?」

　驚おどろきに震ふるえながら、真っ先に怒りを露あらわにした希美。

「それで、もしかしたらまた何かあるかなと思って、こっそり警戒してた。……外れて欲しい予感だったけど、ね」

　ぐったりと脱力した様子を見て、相ヶ江さんから手を離し、桜花は大おお捕とり物ものの真相を明かす。やっぱり頼りになるな……なんて感じるのが、少し場にそぐわない吞のん気きな発想に思えてしまう。

「相ヶ江さん……いや、霧きり夢ゆめ。本当はやっぱり、歓迎してくれていなかったんだ。僕たちのことを」

　勘かん違ちがいであって欲しい。でも、もはや状況証拠が過か剰じようなほどに語っている。相ヶ江さんがリヤン・ド・ファミユをイベントに推すい薦せんした理由は、自らの手で直接、バンド活動を妨ぼう害がいするためであると。

「……………………」

「響きよう、どうしよっか。されたことを思うと、充分出るところに出る材料はそろっているけど」

　返答を拒否し、白いワンピースの裾すそを握りしめたままの相あいヶが江えさんを見て、桜花さくらは二つ結びにした自分の髪の房ふさをぐしゃぐしゃ握りながら問う。出るところ。即すなわち、警察か……。

　確かに、まがりなりにも子どもたちを守る立場である以上、冷れい徹てつな決断が必要な場面かもしれない。

　あまりにも、悲しいけど。

「あの、響さん。……もし、おまわりさんが来たら、ライブはどうなりますか？」

　肚はらを決め、口を開きかけた寸前。潤じゆんから意外な質問が向けられた。

「中止、かな……。少なくとも、バンドの出演はなくなると思う」

　招待した相手に、妨ぼう害がい行為。僕たちの意向にかかわらず、主しゆ催さい者しやさん側は責任を感じてなんらかの自じ粛しゆくに動くことは想像に難かたくない。

「はむ。それなら、おまわりさんには言わないでほしい。ライブ、したい」

「そら。でも……」

「そいつの推すい薦せんがニセモノだったことはちゃんと理解したし、腹が立ってしかたないわ。……でも、この島で会ったたくさんの人が、ライブが楽しみだって言ってくれた。なら、応こたえたい。そいつ一人のせいで、そいつ以外全員の期待を裏切りたくない」

　希のぞ美みの意志表明に、強く頷うなずく潤とそら。危うく僕は、事態を忘れて感激の笑みを漏もらしてしまいそうになった。

　そうだ、な。待っている人がいるのなら、僕もその気持ちを、裏切りたくはない。

「……だ、そうよ。ラッキーって思ってる？　……それとも」

　肩をすくめながら桜花が尋たずねると、相ヶ江さんは握りしめた両りよう拳こぶしを震ふるわせながらすん、と鼻を鳴らした。その胸の内は想像もつかないけど、少なくともそこに『喜』と『楽』の色は微み塵じんも感じられない。

「相ヶ江さん。ライブ、していくから。何があっても、この後たとえ何をされても必ずライブして、成功させて帰る。それがリヤン・ド・ファミユの、僕たちの答えだ」

　三人の強い意志を受け止め、僕からも宣言する。もう、とっくに。いや、むしろ初めから。これは、霧きり夢ゆめのためだけの遠征なんかじゃないのだ。

「…………ごめん、なさいっ」

　身をすぼめていた相ヶ江さんが、堪こらえきれなくなった衝しよう動どうを爆発させるように部屋の外へ飛び出していく。

　まるでそれが合図だったかのように、こつ、こつ、と雨音が宿の屋根を叩たたき始めた。











　　　　【霧きり夢ゆめメモ・７】




　なんて、こと。そんな……。

　ど、どうしよう。どうしたら、いいんだろう。

　ひびきを、怒らせちゃった。違うのに、そんなつもりじゃなかったのに……。












　翌日は、朝から大雨。どうやらこの島の悪い意味での名物である突発性の嵐あらしが近付いているらしく、念のため練習も一日お休みになった。

「ほら、響きようの番だよ」

「あ、ごめん」

　仕方がないので、今は女子部屋にお邪じや魔まして四人とトランプで大だい富ふ豪ごうの最中。何かしてないといろいろ考えちゃうでしょ、と桜花さくらが気を利きかせて誘さそってくれたのだ。

　おかげでだいぶ楽に過ごせてはいるのだけど、それでもやっぱりふとした瞬しゆん間かんに昨日のことが頭をよぎってしまう。

　実は妨ぼう害がいするつもりで呼んだ。その可能性自体はありえるよなと、今となっては理解できる。

　ただ、島にやって来て直接顔を合わせた相あいヶが江え柚ゆず葉はさんと、その思考が僕の中でまったくシンクロしてくれないのだ。

　とても、裏にそんな激しい感情を隠し持っているようには思えなかったのだけど。

　全すべては、僕の人を見る目が未熟だったということだろうか。

「わにゃ、風も強くなってきたね……」

「ステージ、飛んじゃったらたいへん」

「練習室の方も心配だわ。……楽器、こっちに運んだ方がよくない？」

　窓枠が揺れる音にびくりとしながら、子どもたちが不安を露あらわにする。確かに、僕もこの嵐がどれほどひどくなるのかわからないからなんとも落ち着かない気分になってしまう。

「ちょっと、小さ百ゆ合りさんに訊きいてくるよ。確かに楽器はバンガローに置いておかない方が良いいかも」

　まさか屋根や壁かべが飛ぶことはないだろうけど、雨あま漏もりでダメになる可能性も否定できない。特別な機材なんだし、ここはあえてわがままを言わせてもらうべきか。

「待って響。希のぞ美みたちも行く」

「わかった。じゃあ全員で」

　腰を上げるや、一いつ斉せいに皆も立ち上がって自然と大富豪は有う耶や無む耶やに。正直、自分の地位がなんだったかも頭に入ってないのでもともと上の空だったのだけど。

「公民館も学校も違うの!?　神社……は誰だれかしら作業してるから、居いたら絶対見つかるわよね……」

　階下におりると、なにやら不ふ穏おんな空気が漂ただよっていた。玄関で靴くつを履はきながら首に挟はさんだ携帯に向けて大きな声で話す小百合さんを見つけたものの、とても声をかけられるようなタイミングではない。

「あ、ちょっと待ってすぐかけ直すから！　──みんな、バタバタしちゃっててごめんなさいね！　重ねて申し訳ないのだけど、私、ちょっとだけ出かけてきて良いかしら？」

「何か、あったのですか？」

　僕たちに気付き、電話を中断して下さった小さ百ゆ合りさんに、予定とは違う質問を投げかける。どうしても、こちらの要望を一方的に伝える気にはなれなかった。

「…………ん、実はね。……ユズちゃんが居いなくなっちゃったみたいなの」

「相あいヶが江えさんが……!?」

　心配をかけまいと思って下さったのか、少し迷ってから伝えられた情報に、僕たち五人は同時に戦せん慄りつする。

「ええ……。朝にこっそり出かけていったみたいだって、ご両親から。島育ちの子がこの天気で無茶はしないと思うんだけど……」

　ひどく、胸騒ぎがした。昨日の一件が関係あるかどうかは、正直わからない。だからといって、もはや他人ひと事ごとのように受け止められるはずもなかった。

「あの、できれば僕たちも探しに──」

「それはダメ。嵐あらしの足はみんなが思っているよりずっと速いわ。立ち往生されたら、余計に手間がかかるのよ」

　小百合さんはあえて厳しい言葉を選び、思いとどまらせようとしてくれたのだろう。実際、そう言われるとぐうの音ねも出なかった。

「……わかりました。ただ、それとは別にお願いがあるんです。練習室から、楽器を回収させて頂けませんか」

「………………そうね。あの小屋も嵐で潰つぶれるような造りじゃないけど、大事なものが手元にないと心配でしょう。いいわ、それくらいの作業なら、まだ本格的な暴風雨になるまで余裕があるし。車は出さなくても平気？」

「ありがとうございます！　はい、車は正まさ義よしさんにお願いしてみます！」

「ただし、門限十一時厳守！　それまでには必ず宿に帰っていること！　良いい？」

　あと、一時間か。大だい丈じよう夫ぶだ。それくらいあれば……間に合う。

「約束します。必ず」

　深い感謝と共に、僕たちは小百合さんにお辞じ儀ぎする。

　そして、ごめんなさい。今、ひとつだけ隠し事をしました。







「──全員乗ったな！　カッパも着たな！」

「はむ。じゅんびかんりょう」

「おし、ほんじゃ行くぞ。響きよう、場所はどこだ？」

「……貴き龍りゆう神社へお願いします。あの山の方へまっすぐ進めば、一本道なので」

「了解、まかせな」

　僕が伝えた目的地に対し、異論反論、それどころか驚おどろきの声すら誰だれからも上がらなかった。

　きっとみんな、とっくにそのつもりだったのだろう。

　相あいヶが江えさんが行方ゆくえ知れずとなり、めぼしい場所で見つからない。

　ならば、『あそこ』に居いるのではないかと、子どもたちも即座に思ったはずだ。だからせめて、一箇か所しよだけ。僕たちにしか捜せないその場所だけは、なんとしても確認しておく必要があった。

「島の人たち、みんなで一生懸命作業してる……」

「神社と、イベントの機材を護まもってくれてるのね……」

　山道に入り、木々の間からちらりと覗のぞく広場を見上げ、潤じゆんと希のぞ美みが切せつ羽ぱ詰まった声を上げる。深い信仰心と情熱が伝わり、僕も心の中で畏い敬けいの念が溢あふれた。

「正まさ義よしさん、広場には入らないで、少し手前で停とめて頂けますか？　見つかると、連れ戻されるかもしれないので」

　そんな人たちを騙だますみたいで心が痛んだけれど、この任務だけは完かん遂すいしなければいけない。余計なことは考えず、今はただ『あの場所』の状況を確かめに行こう。

「あいよ。……おい、だいぶ雨強くなってきたしチビどもは車で待ってろ」

「はむ。車が風で転がって、わたしたちだけ山から落ちちゃうかも」

「なんてクリティカルに嫌いやな予感を抱いだかせやがる……。あー、わかったよ全員で行くぞ！」

　路肩に車を停め、全員で外に出る。僕も正義さんと同じく子どもたちは待機していた方がと思ったんだけど、そらの淡々とした口調で示された可能性が妙に引っかかって気が変わる。ありえないとは思うとはいえ、今のはなぜか笑い飛ばせない怖さが宿っていた。

　ええい、やむなし。そもそも万全を期すなら潤たちは宿で待っていてもらうのが最善だったのだ（絶対に付いてくると言って聞かなかったろうけど）。ここまで来たら、目の届く範囲で直接安全を確保しよう。

　迅じん速そく性せいを重視してそれ以上は議論を交わさず、リトルウイングの家族全員と僕で貴き龍りゆう神社の石段を上る。幸い本殿までは舗ほ装そう路ろだし、そこから先も木々に遮さえぎられ雨風はかえって弱い。嵐が到達する前なら、注意さえ払っておけば特段危ないという場所ではない。

「すごい、神社の方の備えはもう完かん璧ぺきだ」

「よっぽど大切な場所なんだね。何よりも最優先だもん」

　本殿の前を通り抜けながら、桜花さくらと感かん嘆たんの声を交わす。もともと嵐に強い造りになっているという建物の窓にはみっしりと板張りがなされ、これならよほどの天変地異でも起こらない限りは倒壊などしないだろう。

　幸い、こちらの方には既すでに作業をしている人の姿もなかったので、堂々と石いし畳だたみの上を通り、先日相ヶ江さんに教えてもらった秘密の場所を目指す。

　足あし許もとに注意しながら最さい奥おう部ぶまで進むと、はたして。

「──っ！」

　相あいヶが江えさんは、そこにいた。

　下の作業場から拝借してきたのだろうか。大量のビニールシートと縄、そして杭くいをリュックで持ち込み、壁へき画がを養よう生じようするべく泥まみれになりながら一心不乱に金かな槌づちを振り続けている細腕の少女。

　不毛な、作業だった。

　何の技術もない人間が、一人で絵全体を覆おおい尽くせるはずがない。岩いわ肌はだは硬く、杭なんて入っていかない。それよりなにより、上を見上げれば崖がけの頂点には鬱うつ蒼そうと木々が茂しげっている。

　もし嵐あらしが強まれば、いつ土砂崩くずれが起こるとも知れない。

　たとえ保護に成功しようと、全すべて虚むなしく土に吞のみ込まれるのが関せきの山。それどころか、最悪の場合相ヶ江さん自身も……。

「相ヶ江さん！　やめよう！　もうやめるんだ！」

「……ぬ、貫ぬく井いくん!?　ダメ、離して下さいっ！」

　いてもたってもいられず、僕は相ヶ江さんを後ろから羽交い締めにする。しかし、いったいこの華きや奢しやな身体からだのどこにそんな力を秘めていたのか、僕如ごときでははじき飛ばされそうなほどの必死の抵抗で、相ヶ江さんはその手を動かし続けようと悶もだえるのだった。

「危ないよ、嵐が来るんだよ！　そんなこと、僕なんかよりずっと相ヶ江さんの方がわかってるでしょ！」

「でも、それでも！　この絵だけは守らないといけないんです！　私、失敗しちゃったから……！　せめて、この絵だけは！」

　失敗……昨日の一件のことか。

　わからない。話せば話すほど、相ヶ江さんの心がわからなくなる。なぜ、ここまでの固執が生まれ得るのか。

　そりゃ、僕の曲から導き出してもらった絵だ。大切に思ってもらえるのはとても嬉うれしい。

　でも、まがりなりにも自分だって『創つくる側』だからこそ思うのだ。もし、消えてしまったら悲しい。

　悲しいけれども、また創り直せば良いい、と。

　これじゃまるで、相ヶ江さんは──。

「響きよう、マズい。だいぶ風が強くなってきた。そろそろ限界だ。ひとまずその子、無理矢理にでも運んじまうぞ。揉もめ事はそれからだ」

「は、はい……！」

「嫌いや、嫌あっ！　嫌ぁあああっ！」

　男二人がかりでも、相ヶ江さんは簡単に諦あきらめてはくれない。現状のまま力尽ずくで連れ出すと山道や石段で事故が起こりそうで、かといって事態はもはや一刻を争い、僕も正まさ義よしさんも、雨粒を押し流すほど顔中に嫌いやな汗を滲にじませた。

　くそ、いったいどうすれば……!?




「──ありがとう、柚ゆず葉は。もう、いいよ」




　不意に、あどけない声が背後から響ひびいた瞬しゆん間かん。

「……っ!?」

　相あいヶが江えさんは全身をびくりと震ふるわせ、すぐさま完全に無抵抗となった。まるで、五ご里り霧む中ちゆうの夢の終わりにたどり着いたかのように。

　誰だれもが一いつ斉せいに、しかし、見えざる手に制御されているかのようにゆっくり、声のした方へ顔を向ける。

「君、は……？」

　そこには、小さな巫女みこが佇たたずんでいた。白い小こ袖そでに、赤い袴はかま。潤じゆんたちと変わらないであろう幼き面おも立だちと、一ひと房ふさに結われ、腰の位置よりも長く伸ばされた、龍りゆうの尾のような髪。

　まだ、何が起きたのか僕は少しも理解できていない。

　でも、ひとつだけ悟ったことがある。

　さっき、こんなことを感じた。

　相ヶ江さんの、壁へき画がに対する病的な執着。

　それはまるで……一度失ってしまったら、相ヶ江さんには二度とこの絵を描かき上げることができないかのようだ、と。

　そうか。正解、だったんだな。

　嵐あらしの前に風前の灯ともし火びとなってしまった壁画の、真の作者は、相ヶ江さんじゃなくて。

「貴き龍りゆう、様……」

　うわごとのように呟つぶやき、涙声をかすれさせる相ヶ江さん。

　──貴龍。それが、この少女の固有の姓名なのだとしたら。その事実だけで、ただならぬ意味の重さを感じずにはいられない。

「直接会うのは、はじめましてだね、ひびき。それから、噓うそついてごめん。柚葉は、霧きり夢ゆめじゃない。……ほんとの霧夢は、私」

　無む邪じや気きに、場にそぐわないほど無邪気に、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた少女。

　その仕草が、どんな言葉よりも最短距離で、僕に真実の在あり処かを指し示した。




　　　　♪




「貴龍様、なぜこんなところにっ!?　いけません！」

「……あ、やば。もう見つかっちゃった」

　しばし、全員で言葉を失い立ち尽くしていた中、見知らぬ女性が息も絶え絶えに僕たちの方へ走り寄ってきた。

「あろうことか、嵐あらしの日に出歩くなんて！　もし何か間違いがあったら……！」

「ごめんなさい。柚ゆず葉はの姿が見えて、何してんだろと思って。すぐ戻るから心配せず放っておいて」

「そういうわけには参りません！　さあ、私と一緒に社やしろへ──」

「心配しないでってば。……この人たち、お客さんなんでしょう。あんまり、騒ぎ立てない方が良いいんじゃない？」

「……っ。く……しかたありません、ね。わかりました。どうか、なるべく早くお戻りになって下さい」

「は～い」

　すごい剣幕だったので霧きり夢ゆめはそのまま連れて行かれてしまうのかと思ったが、会話を交わしているうちに相手の女性の方が萎い縮しゆくしてしまった。その理由が、僕にはいまいちわからない。

「ユズちゃん、あなたが貴き龍りゆう様に心配をかけるなんて本末転倒でしょう……！　いったいどうしちゃったの？」

「……ごめんなさい。反省しています」

　女性は最後に、相あいヶが江えさんのことを強く睨にらんでから渋しぶ々しぶ立ち去っていった。本末転倒って、どういう意味だろう……。さっきから、どうにも蚊帳かやの外に放り出されてしまった感覚が拭ぬぐえない。

「雨も強いし、手短にするね。……ひびき。騙だまして島に呼んで、そのうえバンドの邪じや魔ましてごめん。黒幕は私だから、柚葉のことは怒らないであげて。それから、もう何もしないから、ライブ頑張っていってね」

「黒幕……？」

「私が柚葉に命令して、いろいろ動いてもらってたの。柚葉、私の言うことには絶対逆らえないんだ。生まれたときから、ね」

　混乱したまま、霧夢と相ヶ江さんの顔を交互に見る。清すが々すがしさすら感じさせる霧夢とは裏腹に、相ヶ江さんは今にも自傷行為に走ってしまうのではないかと心配になるほど表情を歪ゆがめている。

「貴龍様、どうして……。私、なのに。悪いのは何一つうまくできなかった私なのに、どうして……」

「そんなわけないでしょ。柚葉は被害者。悪いのはとてつもなく子どもで、嫉しつ妬と深くて、下らない悪戯いたずらを思いついちゃった私」

「子どもだなんて、そんなはずがないです……！　誰だれよりも、大人おとなであることを無理矢理強しいられている、貴き龍りゆう様が、そんな……！」

「ま、とにかくこんなふうになったら、『霧きり夢ゆめ』はもうどうせ、ひびきのパートナーには戻れないし、ね。ならせめて柚ゆず葉はのことだけは、ひびきたちに許してもらいたいの。それにね。本当に嬉うれしかったんだよ。柚葉が私の絵、必死に守ろうとしてくれたこと。……だから、大だい丈じよう夫ぶ。柚葉さえいてくれたら、これからも私は大丈夫だから」

「ごめんな、さい……。本当に、ごめんな、さい……」

　優やさしく見つめられ、ついには泣き崩くずれてしまった相あいヶが江えさん。今わかるのは、この島に来てからの顚てん末まつが、想像していたよりもずっとずっと複雑に入り組んでいたのだろう、ということだけだった。

「ありがとう、ひびき。最後のゲームには負けちゃったけど、今までひびきと繫つながっていれて、嬉しかったよ。……さよなら」

　静かに微笑ほほえみ、霧夢が歩み去っていく。

　なんだかとてつもなく、嫌いやな予感がした。まるでもう二度と、会えなくなるような。異常なまでに澄み切った、心なき人形が浮かべるかのような、そんな笑みだった。

「き、霧夢！」

「待て、響きよう。気持ちはわかるが時間切れだ。もう車に戻らないと、約束の時間が過ぎる」

「くっ」

　正まさ義よしさんに諭さとされ、追いかけようとした足は止めざるを得なかった。無茶して危険に晒さらされるのは自分だけではない。今は、安全なところへの避難を最優先しなければ。

「……相ヶ江さん。霧夢は、いったいどこに行ったの？」

　来た道を辿たどりながら、ここを離れる前にどうしても確かめねばならないと思ったことを尋たずねると、

「社やしろ……貴龍神社の、本殿の中です。龍りゆうの神み子ことしてご自身の身体からだを捧ささげ続ける、御み霊たま代しろ。それが、貴龍様の、生まれたときから背負った宿命、ですから」

　おぼろげに、僕はあの冷たい笑みの意味を知らされた。
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　翌朝になると空は綺き麗れいに晴れ渡り、嵐あらしの島は何事もなかったかのように日常を取り戻した。幸い被害も最小限に止とどまり、イベントの開かい催さいに大きな影えい響きようはないようだ。

「つまり、霧きり夢ゆめは生まれてからずっとあの神社の中だけで暮らしているの……？」

　そして、『全すべてを伝えたい』と僕たちの許もとを訪ねてくれた相あいヶが江えさんから、にわかには信じがたい話を聞かされた。

「はい。貴き龍りゆうの血を引く女性は、跡継ぎができるまであの神社の敷地から出ることが許されません。そして十八になると結婚して、子どもを産むか、女の子の養子をもらって、その子どもが五つになったとき、初めて自由になります。自分の子どもと入れ替わりに」

「はぁ？　自由って、ずっと閉じ込められてどうやって結婚相手見つけるのよ。どこに、自由があるのよ……？」

　もっともな希のぞ美みの指摘に、相ヶ江さんは言葉を詰まらせ困り笑いだけで応こたえる。少なくとも、恋愛の自由は存在しない、ということだろうな……。

「ずっと閉じ込められちゃうなんて、そんなの可か哀わい相そうすぎます……」

「鍵かぎをかけてしまうわけじゃないんですけど、ね。昨日も貴龍様がご自分からこられたように、その気になれば逃げることはできるんです。ただ、貴龍を襲しゆう名めいしているうちに逃げ出した人の話は、今まで聞いたことがないですけれど。みんな、自分が島の人たちのよりどころだって、理解して受け入れてしまうので……」

　潤じゆんに頷うなずきつつも、補足する相ヶ江さん。霧夢もまた、自分の運命を定めと割り切っているということか。そんな境遇の少女だからこそ、ネットを介して会話をしている限りでは、僕より年上だろう、という印象を抱いだかされたのかも。実際は、まさかの小学生だったわけだけど……（どうやら奇遇にも、年齢まで三人と同年代の十一歳らしい）。

「ん、そういえば……。すごく根本的なところなんだけど。あの神社、いつからネット繫つながるようになったの？」

　なんだか話を聞けば聞くほど、僕が霧夢と知り合えた──それ以前に、霧夢がネットでイラストを描かいていた事実が何かの間違いだったのではと思えてくる。

「実は、私なんです。貴龍様にインターネットのことを教えたのは。私が学校に行ってる間、寂しそうだったので、すごく軽い気持ちだったんですけど……まさかあんなにおハマりになるとは思わなくて。回線は、貴龍様のお母様がいろいろ理解のある方だから、こっそり無線ルーターを」

　急に用語が身近になってきた。それと、おハマりになるってすごい表現だな……。

「絵を描くことは、パソコンに触る前から大好きでいらっしゃったのですけど、イラスト投稿サイトを見て貴龍様はすごく興味を持って、『私も参加したい』っておっしゃって。それで、ペンタブとか必要なものは、私が両親にねだって買ってもらいました。幸い、私の絵の才能はプロ級ということになっていたので、反対はされませんでした」

「それって、もしかして」

「はい。ゴーストライターがいたんです。貴き龍りゆう様の絵、たくさんの人に見て頂きたいです、と伝えたら、柚ゆず葉はが描かいたことにすればいいって。その方が、この島では『普通』に扱ってもらえるからって。……ごめんなさい、私、何もかも噓うそだらけで」

　自じ嘲ちよう気味に笑う相あいヶが江えさんだけど、二人の関係はいわゆる『ゴーストライター』とは一線を画しているような気がした。だって、相ヶ江さんにも霧きり夢ゆめにも、互いの協力態勢に、まったく『私欲』が感じられないから。

　そうか。霧夢が同人……それだけじゃなく、金銭の発生するあらゆる活動に何の興味も示さなかった本当の理由が、ようやくわかった気がする。

　少しの欺ぎ瞞まんもなく、霧夢はただ描いていられればそれで良かったんだ。

　とにかく、これでいろいろ見えてきた。相ヶ江さんは、本当は霧夢ではなかったけど、その誕生には深く関かかわっていたということみたいだ。

「あと、相ヶ江さんが霧夢に逆らえないっていうのは？」

「相ヶ江家は、ずっと神社の御み霊たま代しろ──つまり、当代の貴龍様のお世話をしたり、勉強や神事のお作法をお教えする役割を引き受けてきたからです。といっても今の貴龍様はほとんどわがままなんて言わない方で、仲の良いお友達みたいなものなんですけどね。だから、貫ぬく井いくんたちに罠わなを仕掛けたいっておっしゃったときはすごく驚おどろいたし……少しだけ嫉しつ妬ともしました。ああ、貫井くんのことがすごく大切なんだなって。そんなふうに、私の中に悪い気持ちがあったから、計画に少しも反対しないで従っちゃったんだと思います。本当は、いけないことなのに。だから、私が無実っていうのは貴龍様の噓です。間違いなく、私は共犯者。……みなさん、本当にごめんなさい」

　床に正座したまま、深々と頭を下げる相ヶ江さん。この一件で、直接的に影えい響きようを受けたのは潤じゆんと希のぞ美みだから、僕ではなく二人の判断が重要になってくるわけだけど、

「わにゃ、そんな。頭を上げて下さいっ」

「もう怒ってないわ。許してあげる。……ちなみに一番キツかったのはムカデだからね、あれだけは、もう一度やられたら絶対に許さないから」

「……ムカデは、実は私も死ぬほど苦手で、泣きながら落としたんです。たとえトングを使ってでも、二度と触りたくないです」

「だったら断念しなさいよ！　もうっ！」

　この打ち解けた雰ふん囲い気きからして、わだかまりはほとんど残っていないようだ。

　というか、おそらく。みんなの気持ちはもう既すでに、別方向で一つにまとまりつつあるのではないか。

「響きようにー。霧夢は、げんき？」

　事の全ぜん貌ぼうを、おおよそ理解したところでそらが核心に触れた。昨日の、あの全すべてを手放したかのような吹っ切れた笑み。思い出す度たびに胸がざわつく。

「相あいヶが江えさん、あれから霧きり夢ゆめとは……？」

「……今朝けさ、ここに来る前にお会いしてきました」

　尋たずねると、相ヶ江さんの表情が重く沈んだ。これ以上訊きくのが、怖くなる。でも立ち止まってる場合じゃない。

　勇気を振り絞り、僕は言葉を重ねた。

「何か、言ってた？」

「……『霧夢』は、終わりにするそうです。これからは、貴き龍りゆうの神み子ことしての役目だけを全まつとうするつもりだ、と」

「そんな、どうして……」

　ある程度覚悟はしていたけど。予感が現実のものとなった瞬しゆん間かん、目の奥がずきんと震ふるえる。

　非常に大がかりな悪戯いたずらをしかけてしまった罪滅ぼしに、なのか。でも、そんなの、少なくとも僕はこれっぽっちも望んでないのに。

「こら」

「……え!?」

　項うな垂だれた頭に、突然柔らかなチョップが降ってきて、ハッと顔を上げる。

「鈍いね、響きようは。ほんとにもう」

　見上げた先では、桜花さくらが不服そうに頰ほおを膨ふくらませていた。

「どうして、じゃないってば。響だけは、絶対にどうしてなんて言っちゃダメだよ。……あの子、ずっと響にとっての特別で居い続つづけたかったんだと思う。でも、望んでも望まれてもあの場所から出ることすらできない、あまりにも普通と違う境遇を知られて、もう元通りには戻れないって決めつけてる。これ以上、絶対に響との距離が詰まることはなくなった……ってね。だから、引きずらないようにいっそ全部忘れちゃおうとしてるんじゃないかな。霧夢としての、全部を」

「僕との、距離……」

　桜花の言葉は、自分の浅せん慮りよを教えてくれた。……けど、どこか違和感も植え付ける。

　なんだろう。なにかが、なにかが邪じや魔まして、思考が一本道に繫つながらない。僕の根底でくすぶっている、本ほん音ねの中の本音と、微妙なズレを感じずにはいられないのだ。

「あーあ、敵に塩送っちゃって……」

「残念美人だからね～」

「……そうでも、ないわ。今の桜花は、残念じゃなかったと思う」

　希のぞ美みと桜花が小声で何か会話していたけど、まったく内容も耳に入らず熟考を続ける。

　僕と霧夢の間には、その実分厚い壁かべが存在した。それは、事実なのだろう。

　でも…………ああ、そうか。やっとわかった。

　疑う場所が、違ったんだ。だから自分の意見をシンプルに言い表すことができなかった。

　変なのは。どうして──と思うべきなのは、霧きり夢ゆめの行動原理じゃなくて。

「そもそも、さ。霧夢は本当にそれでいいのかな。自分の意志とは関係なしに、貴き龍りゆう神社に繫つなぎ止められる人生で、満足なのかな」

　誰だれに向けてというわけでもなく呟つぶやくと、四人からふう、と長い息が漏もらされた。おそらく僕以外は皆とっくに、その『ふりだし』の思考にたどり着いていたのだろう。

「わからないことは、ちゃんと直接訊きいて確かめる。それがリトルウイングのポリシーよ」

「えへへ、決まったのはつい最近だけどね」

　ぎゅっと掌てのひらを握り、はにかみ混じりの笑顔を交換する希のぞ美みと潤じゆん。希美の渡英騒動の時のような行き違いをもう二度と起こさないように、ちゃんと気持ちを言葉にする。みんなで、そうやって生きていくと決めたのだ。よし、ならば僕も、悶もん々もんと悩むより行動あるのみ。

「はむ。響きようにー。霧夢と、おはなししたい」

「そうだね。チャット、繫いでみよう。出てくれるかはわからないけど、試すだけ試してみないと」

　衝しよう動どうに突き動かされるまま立ち上がり、僕は自分の部屋にノートパソコンを取りに行く。

「……貴龍神社と神み子この歴史は、この島にずっと深く根付いています。島の人たちの支えになっていることを誰よりも知っている貴龍様の口から不満の言葉なんて、おそらく聞き出せないでしょう」

　相ヶ江さんの指摘には、正直自信が激しく揺らいだ。それでも、たとえどんな結末が待ち受けていようと、このまま霧夢との繫がりがフェードアウトするように薄うすれていくなんて、そんなのだけは死んでもごめんだ。




　　　　♪




【ひびき】霧夢、いる？




　目眩めまいを覚える緊きん張ちようを伴いながら待つこと十数秒。




【霧夢】もう知ってるくせに。いるわよ。いつだって、ね。




　幸い、レスポンスは得ることができた。何ともいえない刺とげ々とげしさに包まれているけど、答えてもらえないよりは何百倍もマシだ。……しかし、そうだったのか。霧夢のログイン率の高さには正直軽い呆あきれさえ覚えていたけれど、違ったのだ。その理由は、僕の想像なんかよりずっとずっと切実なものだった。

　改めて、悔くやまずにはいられない。この子への連絡を疎おろそかにしてしまった、自分を。




【ひびき】いろいろ、ごめん。霧きり夢ゆめのこと、ぜんぜんわかってなかった。

【霧夢】は？　なんでひびきが謝るわけ？　戦犯、私でしょ。ひびきもバンドの子たちも、あからさまに被害者じゃない。……だからもう、いいってば。もっと謝れって言うなら、いくらでも謝るけど。

【ひびき】違うよ、そうじゃない。謝って欲しいなんて、そんなこともう思ってない。




　どんどん不吉な空気が充満していく。このまま本題を切り出しても、にべもなくはじき飛ばされてしまいそうな予感しかしない。

　それでも、今はまだ立ち止まれない。




【霧夢】じゃあ、何の用？

【ひびき】霧夢。……君は、本当に良いいの？　そこで暮らし続けることが、本当に君の望む生き方なの？

【霧夢】うぬぼれんな。




　即答だった。だからこそ一いつ瞬しゆんで、対話の失敗を悟る。




【霧夢】ちょっとチャットで喋しやべってもらって、一度顔見たくらいで何抜かしてるわけ？　当たり前でしょ、むしろこれ以上何を望むって言うの。貴き龍りゆうの姫よ。島の信仰の対象よ。神様みたいなもんなのよ。どれだけ良い気分だと思ってるの？

【ひびき】ごめん、偉えらそうな言い方になっちゃったかもだけど、そうじゃなくて、霧夢には、他ほかにやりたいこととか、あったりしないのかなって……。

【霧夢】やりたいことって何？　絵？　絵なんて、神様やりながらでも描かけるし。今までだって、そうしてきたし。……あ、それとも。もしかして勘かん違ちがいさせちゃった？

【ひびき】勘違い……？

【霧夢】ひびきとのコラボが、私にとってすごく重要なモノだって。ごめん、実は全然そんなことない。ただの遊び。そんで、遊びはもう終わり。悪戯いたずらバレて気まずくなっちゃったしねー。開き直るのもさすがに悪いなって思って黙ってたけど、言わないとわかってもらえないみたいだからあえて伝えるわ。もう面倒だし、コンビ解消にしましょ。




　万事休す、か。信じたくはない、信じたくないけどこの宣言を否定するための材料を、僕は持ち合わせていない。というか身構えていた防ぼう壁へきも軽く吹き飛ぶくらいショックすぎて手が震ふるえている。ああ、やっぱりただの勘かん違ちがいだったのかも……。

「ったく、貸しなさい響きよう！」

「……え？」

　頭が真っ白になって生ける屍しかばねと化していた僕とＰＣの間に、もどかしさ極まったという様相で、突然希のぞ美みが滑すべり込む。




【ひびき】うるせえバーカ！　つまんない意地はってんじゃないちんちくりんのクソガキが！




　そして、『──ッターン！』という軽快な音と共に、僕の名を騙かたってとんでもない文章をオンライン上に放流してしまった……！

「……フゥ」

「ののっ、希美！　なんてことを！」

「グッジョブ。ベストアンサーだわ」

　あわあわと震える僕をよそに、ピースサインを掲げる桜花さくら。……それどころか、密ひそかに潤じゆんとそらまでサムズアップで希美を称たたえている始末だった。




【霧きり夢ゆめ】……な。なによそれどういう意味よ！　ちょっとひびき！　つけ上がｒｂのも大たい概がいにしなさい！　そりゃ実は私まだ小学生だったけど中身はひびきより全然オトナだし！　ていうかひびき小学生大好きなんでしょ！　や、それはとりあえず置いておいて！




「………………」

　当然ながら怒り心頭となった霧夢が誤字すら直さず即レスを発射してくるが、しかし希美はこれを涼しい顔でスルー。頼むからせめて『小学生大好き』という記述だけでも異を唱えさせて欲しい。




【霧夢】答えろー！　勝手な思い込みで私のことわかったふりすんなー！




「希美、そろそろ回線切っちゃえば？」

「そうね。オフラインっと」

　さらに希美と桜花共同戦線による暴挙は続く。もはや僕は口から魂たましいが離脱しかけるほどメンタルがボロボロだ。




【霧夢】だああああれが退席して良いいっつっったあああああコラー！　ちょっと待てふざけんなマジで出てこなきゃ許さないからねマジで！　ひびきー！　返事しろー！




　画面の中で荒れ狂う霧きり夢ゆめの様子をニヤニヤ眺ながめながら、満足げに頷うなずく希のぞ美み。も、もうおしまいだ……。

「なんてことを……。大事な交こう渉しようのチャンスが……」

「何言ってるのよ。どうせこのまま下手に出てても聞く耳持ってもらえないんだから、いっそ突き放した方が良いいわ。意地張ってるときのかまってちゃんなんて、相手にするだけムダ」

　かまってちゃん、なのだろうか……。でも希美の呆あきれ口調には、不思議な説得力があった。

「さすがぞみっ、同じ穴のむじなだねっ」

「ちょっとどういう意味よそれ！」

「わ、わにゃ……!?　ま、間違えた……かな？」

　なるほど、つい意地を張りすぎてしまうということが多い希美は、霧夢の態度にどこかシンパシーのようなものを感じたのかもしれない。……潤じゆんの言い方だといろいろ語ご弊へいがありそうだけど。悪気はなかったんだろうけど。

　とはいえ、本当に霧夢がつよがりを言っているという保証はないし、もうチャットでは本音を聞ける状況ではないだろう。さて、ここからどうしたものか。

「響きようにー。神社、いこう。霧夢に会いにいこう」

「そら。……そらは、どう思う？　霧夢に、僕たちの声は届くかな」

「はむ。わからない。わからないけど、誰だれもいないところでひとりは寂しい。だから、会いにいこう？」

　とても、シンプルな答え。だからこそ、おかげで僕も怖おじ気づいた腰を持ち上げようと思うことができた。

「そうだね。ここでじっとしていても、何も変わらない」

「それでこそよ。余計なこと考えているときより、後先考えずに突っ走ってるときの方が、響は頼りになるんだから」

「も、もし霧夢さんにまた辛つらいことを言われたら、私が響さんのことを慰なぐさめてみせますっ」

　覚悟を決めると、希美と潤も頼もしい言葉を聞かせてくれた。

「響はともかく、みんなお人好よしだね～。……ま、あたしも人のこと言えないけど」

　さらに桜花さくらもぐいっと背筋を伸ばし、仕草で同行の意を表明する。四人の思おも惑わくは、正確にはわからない。けど誰もが少なくとも、このまま成り行き任せに霧夢と別離する決着なんて、少しも望んでいないようだ。

「相あいヶが江えさんは、どうする？　僕たち、神社に行ってみようと思うんだけど」

「……私は、これ以上貴き龍りゆう様の意に沿わないことはできないから、一緒に行動はしません。今日は、もう帰ります」

「そっか、わかった」

　申し訳なさそうに眉まゆ尻じりを下げた相あいヶが江えさんに笑みを返し、みんなで見送る。僕たちの行動を咎とがめず見逃してくれるだけで充分有り難がたいし、ある意味それが希望になる。霧きり夢ゆめの一番近くに居いる人が、消極的ながらゴーサインを出してくれているってことだもんな。

「…………貫ぬく井いくん」

「ん？」

「私も島の人間なので、本当は貴き龍りゆう様だけの味方をするべきなのかもしれません。でも……迷惑をかけてしまったお詫わびに、有利な情報を、ひとつだけ。『遊び』なんていうのは、絶対に噓うそです。貴龍様にとって、貫井くんが簡単に切り捨てられるほど軽い存在でなんか、あるはずがないです。……だから、貫井くん。自信がなくなったら、あの壁へき画がを思い出して下さい」

　部屋の扉に手をかけたまま少し迷うようなそぶりを見せてから、相ヶ江さんがこの上なく頼もしい助言をくれた。

「それだけです。……では」

「うん、ありがとう」

　控えめに掲げられた手に応じながら、最大限の感謝を込めて頷うなずく。

　よし、決めた。ここから先は、たった一つのことだけを原動力にしよう。

　──霧夢の、あの壁画の、完成版が見たいかどうか。

　そうすればきっと、もう迷わない。




　　　　♪




「とん、たん。とこ、とん、たん」

「わにゃ、くーちゃん速い……」

「上り坂とか階段とかがやたら得意よね、そらって。ドラムやってるからかしら。それとも、普段寝まくって体力が有り余ってるせい……？」

　再び正まさ義よしさんに車で送ってもらい（昨日の今日で一人だけ釣つりに行くのも……と自重していて下さった。奇跡だ）、貴龍神社へ。嵐あらしに邪じや魔まされた分を取り返すかのようにさんさんと太陽が降り注ぐ石段はここ何日かで最も長く高く映り、やっと半分上りきった辺りで既すでに頭がクラクラしてくる。

「はむ。はりーはりー」

　みんなも少しバテ気味の中、そらだけがとても元気だ。外見以上に健けん脚きやくなのも疑いなき事実なのだろうけど、それ以外に内面から溢あふれ出る強い熱意みたいなものも感じられて、少し不思議な気持ちになる。

「そら、すごくはりきってるよね。普段はあんまり感情を表に出さない方なのに」

「無意識に、他人ひと事ごとじゃなく思ってるところがあるのかもね。霧きり夢ゆめちゃんのこと」

　眩まぶしそうに階段の頂上を見上げながら呟つぶやいた桜花さくらの言葉が、やけに引っかかった。

「他人事じゃない……って？」

「……ま、いっか。響きようにはもう隠し事なんて必要ないだろうし。あたしも聞いた話でしかないんだけど。……捨て子だったんだって、そら」

「……!?」

　唐とう突とつにハードすぎるフレーズが出てきて、思わず絶句してしまった。

「あんまり、口にしたい単語じゃないよね。でも、他ほかの言い方もできなくて。文字通り、どこかの森の中で見つかったって話だから」

「助かって、本当に良かった……」

「かなり、ピンチだったみたい。『鷹たか』が教えてくれなきゃ、間に合わなかったろうって」

「たか？」

「うん。鳥の、鷹。偶然通りかかった人に、鷹が何度も合図を出して、そらが眠ってるゆりかごまで誘ゆう導どうしたっていう、噓うそみたいなほんとの話」

　いやはや、なんというか。桜花がこんな冗談なんて言うわけがないとわかるから疑わなかったけど、でなければとても真に受けなかっただろうな……。

「そらのこと、不思議な雰ふん囲い気きの持ち主だとは思っていたけど、まさか本当に超能力が使えたり……？」

「あはは、どうだろうね。ただ、その鷹は足に大きな古傷と、丁てい寧ねいな治療痕こんが残っていたんだって。人間に助けられた鷹が、そのお返しに人間を助けてくれたのかなっていうのが、一応の有力説」

「なるほど……」

　思った以上に、壮そう絶ぜつなエピソードだった。しかし、そうか。もしそんな原体験の持ち主なら、そりゃムカデやキョン程度には怖おじ気づいたりしない気もする。科学的な根拠はないとしても、すごく腑ふに落ちてしまった。

「だから、ね。生まれてすぐの記き憶おく──記憶って言うべきなのかわからないけど、とにかくそんな体験をしてるから。独りぼっちの怖さ、寂しさが誰だれよりも心に染しみついているのかな……って。全部あたしの勝手な想像だけど」

「あ……」

　次の言葉は、より一層すとんと身体からだに染み渡った。そうだよな、孤独の辛つらさを知って、誰かが支えてくれる温かみを知って。両方あればこそ、誰かを独りぼっちになんてさせたくないという強い衝しよう動どうが湧わいてくるのだろう。

「潤じゆんと希のぞ美みも、根っこの部分では同じ気持ちなのかな。だから、二人も霧夢に手を差し伸べようとしてくれているのかな」

「そうだと思うよ。もし、自分が霧きり夢ゆめちゃんと同じ立場だったら、絶対寂しくておかしくなっちゃうから、放っておけないんじゃない？　相あいヶが江えさんが四六時中一緒に居いるならまだしも、ほとんどの時間をひとりきりで暮らす孤独な神様なんて、どんだけ拝まれようと絶対やりたくない。あたしだって、ね」

　三人も、桜花さくらも。他人は他人だからと一歩引いた立場を選んだとして、少しもおかしくない。むしろそっちの方が自然かもしれない。それでもあえて、拒絶され、傷つく怖さを吞のみ込んででも、鉄てつ壁ぺきの要よう塞さいに乗り込もうとしてくれている。

　この温ぬくもりに、僕もまた救い出されたのだ。

「……それと、もう一つ」

「ん？」

　しみじみ感かん慨がいにふけっていると、桜花が妙に険しい顔で僕に向けて人差し指を突き立てた。

「リトルウイングの女たちはね、みんな不戦勝が大嫌いなの」

「…………？」

「深い意味はないわ。今のは気にしないで」

　虚を突かれ固まる僕に、桜花はその反応を予測していたかのような微笑ほほえみを浮かべ、再び正面に向き直る。

　残念ながら真意は伝わらなかったけど、手玉に取られたことだけは理解できた。







「ふぃー、やっと着いた。……今日はあんまり説得日和びよりじゃないわね。こんなに暑いと、希のぞ美みだって外に出たくなくなるもの」

「はむ。でも、がんばる」

　石段を上り切り、ハンカチで汗を拭ぬぐいながら眉み間けんに皺しわを寄せる希美に並んで、そらがガッツポーズを天に突き出す。

　よし、僕も気合いを入れ直して霧夢へ向けた思いの丈たけを胸の内にまとめておかないと。

　と、決意した直後。もっと根本的な問題というか、障害が控えていることに、ようやく気付くのだった。

「ところで。この神社、僕たちでも中に入れるのかな？」

『……………………』

　誰だれも返事してくれない。それがまあ、答えということだろう。

「ひとまず、建物をぐるっと一周してみようよ。ダメもとで」

　桜花の案に全員一致で賛成。ダメもと、大切。

「あ、それっぽい」

　ちょうど真裏に回った辺りで、本殿に向けて半地下方向に延びる階段を発見した。行き着く先には、シェルターの入り口みたいな両開きの鉄てつ扉ぴ。それっぽいとしか言いようがないほど、それっぽく出入り口だった。

「ん、ダメか。やっぱり鍵かぎがかかってる」

　近付き、ノブを回してみるがビクともしない。おそらく、閉じ込められているわけではなくとも霧きり夢ゆめ自身が内から施せ錠じようすることは可能なのだろう。でなければ防犯上いろいろ問題がありそうだし。

「インターフォンとかも見当たらないわね」

「あ、警備会社のシール貼はってある。あんまりガチャガチャやったら通報されるかも」

　もうしばらく調査を進めるが、桜花さくらと希のぞ美みの口から届いたのはどちらもネガティブな情報だった。この島に企業の警備員さんなんていらっしゃるんだな。貴き龍りゆう神社専属だったりして。

　……っていや、よくよく見ると有名な会社のロゴに似てるだけで微妙に社名が違う。パチモノだ。きっと島の独自運営に違いない。

　とにもかくにも、ここから強行突破するのは絶対に不可能だろう。

　そう思って残り半周に希望を賭かけるが、特に何も見つからないままふり出しに戻ってしまった。

　参ったな、すごく初歩的なところで躓つまずいちゃったぞ。相あいヶが江えさんに、泣きついてでも協力を仰あおぐべきだったか……。

「えへへー、響きようさん。お困りですか？　お困りですねっ？」

　腕組みして固まっていると、潤じゆんが上うわ目め遣づかいではにかみながら、でもなんとなく内に自信を秘めていそうな喜色を滲にじませ、そっと寄り添ってきた。

「……ええと。潤、何か良いいアイデアがある？」

「任せて下さいっ！　久しぶりに私の、活躍のチャンスです！」

　よもやと思い尋たずねれば、潤はらしくないほど前のめりに進展を約束してくれた。それにしても、まるで最近あんまり活躍できてなかったことを気にしていたかのような口調だ。別にそんなことはないと思うんだけど……。

「はむ。潤たん、どうするの？」

「ちょっと待ってね…………ふむふむ」

　みんなが興味津しん々しんに見守る中、潤はおもむろに神社の至近まで歩み寄り、白しら壁かべに耳をぴたりと吸い付けた。

　もしかして、中の音を聞き分けて、人の気配を探ろうと……？

　そういえば、潤はかなり優すぐれた聴ちよう力りよくの持ち主なのだった。でも、さすがに無理じゃないかな、壁の外から、室内の状況を把は握あくするなんて。

「響さん、響さんっ」

「え……もしや、本当に」

　失敗して落ち込んじゃったらどう慰なぐさめよう、とか失礼にも後ろ向きなことを思っていると、しばし壁かべ沿いに動き回っていた潤じゆんが声を押し殺しながら手招きする。

「何か、見つけた？」

「ここから、パソコンの電源みたいな音が。なのでもしかしたら、その手前に……」

　期待半分、驚おどろき半分で顔を見合わせながら、潤の示す場所に集合する僕たち。とにかくこうなったら、潤の耳を信じるしかない。アイコンタクトを交わし、代表して僕が呼びかけてみることに。

「響きよう、どうせなら思いっきり壁ドンしちゃいなさい」

「え、でもやり過ぎると驚かせちゃうんじゃ……」

「どのみち驚くわよ。もし、ビンゴでそこにいるなら。だったら『あれ、勘かん違ちがいかな』なんて流されないようハッキリ呼びかけるべき」

　うーん、希のぞ美みの言い分ももっともか。少し気が引けるところもあるけど、ここは賛同して躊躇ためらなくいこう。

　決意のまま、肺に空気をフル充じゆう塡てん。そして掌てのひらの側面を壁に叩たたきつけるのと同時、力の限り叫び声を重ねる。

「──霧きり夢ゆめっ！」




『ヒェア!?』




　瞬しゆん間かん、壁越しに日本語とも英語ともつかない不思議な悲鳴が。す、すごいな潤……。どこかの窃せつ盗とう団だんに目を付けられかねない才能だ。

「えへへ、やりました響さんっ」

「うん……！　潤のおかげで難題クリアだ！」

『ちょ、ちょっと何のつもりよひびきっ！　勝手にログアウトしたかと思えば討ち入りなんて！　そんなに絶交がお望み!?』

　高こう揚よう感かんに任せて潤の頭をなでなでしていると、今度は内側から壁をドンドン叩く音、そして怒り狂った霧夢の声が伝わる。いけない、ここからは僕ががんばらないと。

「あれ、もともと霧夢の方から絶交したがってなかったっけ？」

『……っ!?』

　今の、すっとぼけた挑発は故意によるものだ。移動中いろいろ考えたけど、チャットの時と同じような接し方ではどうせ霧夢の牙が城じようは揺るがないだろう。だから、いろんな攻め口を試してみた方が良い。

　ダメもと、大事。

『そ、そうよひびきとはもう絶交！　コンビ解消！　だからさっさと帰りなさいよね！』
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「……………………………………」

『な、なんで何も言わないのよ!?』

「あ、ごめん帰る準備してた」
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　う、うわ。何かが放り投げられて、壁かべにガツンガツンぶつかってる気配が。実害はないとわかっていても身構えずにはいられない。そして演技でもこのふざけた態度は心が痛い。

『ゼエ、ゼエッ……！』

「噓うそだよ。ちゃんと居いる。だからもっと、霧きり夢ゆめと話をさせて欲しい」

『…………………………………………お、お断りよ。もう、付きまとわないでってば。「霧夢」なんて、ただの暇ひまつぶしで、それはもう終わったの』

　く、惜しい。モノに当たってすっきりしてしまったのか、声に冷静さが戻ってる。

　でも、収しゆう穫かくはあったぞ。希のぞ美みと桜花さくらのおかげで大事なことに気付けた。

　チャットの時と同じだ。霧夢は、怒らせると比較的すぐムキになる。龍りゆうの神み子こだろうとなんだろうと、ちゃんと年相応。間違いなく、小学生だ。

　ならば、可能性はある。うまくすれば、引きずり出せる。

「霧夢、霧夢！」

　部屋の奥に閉じこもってしまったのか、結局この後はいくら呼びかけても応じてもらえなかった。

　構わない。しっかり準備を整えて、一撃必殺で決める。







「わにゃ、やっぱり崩くずれちゃってる……」

　ひとまず戦略的撤てつ退たいを選んだ僕たちは、帰る前に獣けもの道みちを辿たどって壁へき画ががあった場所に踏み込んでみる。

「残念だな、本当に……」

　しかし、そこに在あったのは土に埋もれた嵐あらしの爪つめ痕あとだけだった。覚悟していたけど、実際目まの当たりにするとかなりショックだ。

　でも、壁画に描かかれていたあの風景は完全に失われてしまったわけじゃない。ちゃんと、残っているのだ。霧きり夢ゆめの頭の中に、今も。

　もう一度見たいと強く願うのなら、

　もう一度、霧夢に筆をとってもらうしかない。

「響きよう。なんだか吹っ切れた顔してるけど、次の策はあるの？」

「響にー。まだ、諦あきらめないよね？」

　心配そうに尋たずねてくれる、希のぞ美みとそら。

「うん、もちろん諦めない」

　僕は大きく頷うなずいて、壁画を閉ざす土の塊かたまりを笑み混じりで見み据すえる。

「作戦も、決まってるよ。立てこもった神様を引っ張り出す方法なんて、神話の時代からたったひとつしかないから」











　　　　【霧きり夢ゆめメモ・８】




　なんなのよ、もう！

　人の気も知らないでふざけた真似まねばっかりして！

　……って、いけない。

　人の気も、じゃないわよね。

　もちろん自じ業ごう自じ得とくなんだけどさ、全部。

　どうせ私は、ひびきとこれ以上近付けるはずなんてなかったんだもの。

　だから、変なちょっかい出さないで、島に呼んだりなんかしないで大人おとなしくしてれば、せめてもう少しくらいの間、普通の関係でいられたのに。

　気持ちが伝えられなくてもどかしくても……ひびきのことが好きって、思い続けていられたのに。

　あーあ、どこで間違っちゃったんだろ。

　やっぱり、ひびきを取られちゃいそうになって焦あせりすぎて、バンドを島に呼んでひどい目に遭あわせようなんて思ったこと？

　それとも、偶然ネットで見つけたひびきの曲が気になって、コラボを申し込んだこと？

　触れたいなんて思わなければ、好きになんてならなかったし。

　好きにならなければ、傷つくことなんてなかった。

　触れられるはずのないものに手を伸ばして、やっぱり届かなくて、傷ついて。

　バカみたい、ほんと。何やってんだろ、私。

　小さな孤島のお姫様は、どこにも繫つながらない、小さな世界がお似合いに決まってるのに。












「こらぼ、れーしょん？」

「はい。リヤン・ド・ファミユと、皆さんの島しま太だい鼓ことで、何か一曲合同で演奏ができないかと思いまして」

　霧きり夢ゆめとの対話が決けつ裂れつした後、僕は部屋に籠こもって可能な限りの前準備を進めた。そして翌朝、満を持して島太鼓演奏会の皆さんに僕たちの希望を打診する。

　いや、満を持してというのは誇こ張ちようがすぎるな。本当はもっと時間が欲しかったけど、本番までのリミットを考えるとこれ以上引き延ばせなかったというのが正確なところだ。

「そりゃ、楽しそうだなあ……！」

「ぜひやりたい……と言いたいところなんだけど、今から曲決めて、編曲して、練習してじゃとても間に合わないんじゃないかなぁ……」

　演奏会の皆さんは興味を持って下さったが、現実的に考えれば懸け念ねんが多すぎて頷うなずけないといった感じだった。申し出た時期を考えれば当たり前だろう。

　だから、二つ返事で了解を頂けないのは想定内。それより、建前ではなく『できることならやりたい』という雰ふん囲い気きを伝えて下さったことの方が重要だ。

「曲は、身勝手ですが推すい薦せんさせて頂きたいものがひとつあります。そちらでよろしければ、簡単に譜ふ割わりも書いてきました。コンピューター演奏なので全然迫力はありませんが、一応参考程度に」

　もう少しすんなり出てくるかと思ったけど、さすがに現実は甘くなくてこのアレンジで昨晩は徹てつ夜やコースだった。でもアドレナリンが過か剰じよう分ぶん泌ぴされているせいか、今もなお眠くなくて頭は冴さえ渡っている。

「おお、もう下地があるんなら話は別だ！」

「よし、ちょっくら聴きかせてみてくれ！」

　差し出がましい言葉にもかかわらず皆さんは一いつ斉せいに雰囲気を明るくして、さらに積極的に話を聞こうとして下さる。有り難がたみと緊きん張ちように包まれながら、僕は持参したＰＣと簡易スピーカーで、できたての仮アレンジを再生した。

「…………」

　最大ボリュームでも体育館には小さすぎる音を少しでも耳に入れようと、皆さんは小さな輪を形成して僕を囲む。すごいプレッシャーだ。いったいどんな評価が下されるのか。初めて曲をネットにアップロードしたときも、ここまでの緊張は味わってないかもしれない。

「こ、こんな感じです。どうでしょう……か？」

「外国の曲か。いつもやってるのとは全然感じが違う。……けど、いいな！　かっこよくなりそうだ」

「俺おれたちがこんな『もだん』なのをやるのかい？　へへっ、若い子たちにきゃーきゃー言われちゃうじゃねーか」

「太たい鼓この方は問題ねえぞ。断じてバカにする意味じゃねえが、いつもの演奏より簡単だ。これなら一日で形にできるよ。俺おれたちならな！」

「三しや味み線せんも入れてくれたんだね～。こっちも大だい丈じよう夫ぶ、すぐにでも覚えてみせるさ」

　よ、よかった。届く声はどれも肯こう定てい的なものばかりだ。実際、リズムに関しては島太鼓の方がずっと複雑だと思う。みなさんならすぐにでも演奏可能と言って下さるであろうことは、ある程度確信を持っていた。

　あとは、僕たちの方もなんとかあと数日で、演奏を形にできさえすれば……きっといける。狙ねらい通りの楽曲が、完成する。

「なあ。これ太鼓と三味線のところだけ、抜き出して聴きいたりできないか？」

「はい、できます！　ファイルも小さいので、もし良ければ携帯電話に転送させて下さい」

「なんと、そんなことまでできちゃうのかい。最近の技術ってのは本当にすごいねぇ」

「この前やっと電話で写真撮る方法覚えたけど、今度はついに音楽まで聴けちゃうかい。また孫に自慢できるな！」

　文明の利器もフル活用して、著作権フリーな部分を遠えん慮りよなしに大拡散。一方的にわがままを押し付けてしまってる気がしないでもないけど、今回は躊ちゆう躇ちよしない。

「みなさん、楽しそうにしてくれてますねっ」

「はむ。わたしも、楽しみ」

「でも、ちょっとごめんなさいって思うところもあるわ……。みんな、希のぞ美みたちがやろうとしてることを知ったら、なんて言うかしら」

　受け入れて頂けたことを喜びつつも、既すでに僕の思おも惑わくを知っているせいか、子どもたちの表情には幽かすかな曇くもりも宿る。

「やろうとしてることは、島太鼓とのコラボだよ。それ以外は誰だれにも、何も頼んでないし、勝手に何か仕掛けようとしてるわけでもない」

　あえて開き直ったような態度で希美の頭にぽんと手を載せれば、呆あきれ笑いと共に溜ため息いきの音が聞こえてくる。

「なんか、らしくないほど大だい胆たんね、響きよう」

「うん。もう迷わないって、わりとすぐに覚悟できたから」

「……やっぱり、霧きり夢ゆめさんは響さんにとってすごく大切な人、なんですね。だからこそ、もっとちゃんとお話をしてみたいです。私たちのことも、認めてもらえるように」

「霧夢とお友達になって、いっしょに響にーと仲良くする」

　頰ほおを搔かきつつ答えた僕に、三人は嬉うれしそうな、でも何故なぜかちょっと不満げにも見えるような、複雑な表情を浮かべた。

　みんなとの思い出の中では、僕がこれほど潔いさぎよく決断した場面がなかったせいかな。

　でも、だとしたら。潔いさぎよくさせてくれたのが他ほかならぬリトルウイングのみんななのだということを、これから生き様で伝えていかなければ。

　とにかく、これで本番までの課題はクリア。コラボを実現させたらあとは成り行き任せだ。

　結果として、何かが起こったとしても。その何かが仮に狙ねらい通りだったとしても。

　まあ、その時はその時、ということで。




　　　　♪




「どう、かな？」

「借りること自体は、問題ないと思いますけど……」

　続いて会う約束を取り付けたのは、相あいヶが江えさん。島唯ゆい一いつだというパン屋さんの前でいっしょにお昼を食べながら、とあるお願いを伝えてみる。

　さっき誰だれにも何も頼まないと言ったばかりなのにいきなり矛む盾じゆんしているようだけど、積極的に何かをしでかすための準備じゃないのでこれは例外だ……たぶん。

　あくまで、念のため。備えあれば憂うれいなし、的なアレなのだ。

「でも……ごめんなさい。やっぱり私はもう、貴き龍りゆう様を裏切るわけにはいかないから、貫ぬく井いくんに協力はできません」

「霧きり夢ゆめには、このことは伝えないって約束する。ただ、可能性を作っておくだけ。これは、賭かけなんだ。もし、準備が役に立ったら僕の勝ち。立たなかったら僕の負け。だから、霧夢のことは関係なしに、僕のわがままとして聞いてくれないかな……？」

「…………」

　沈黙する相ヶ江さん。やはり、一筋縄では説得できないみたいだ。

　しかたない。怒らせてしまったら申し訳ないけど、もっと踏み込むしかないか。

「相ヶ江さんは、これで良いいって思ってる？」

「これで……ですか？」

「霧夢がずっと同じ場所で暮らして、大人おとなになったらすぐに結婚してしまう。それで良いの？」

「……もちろんです。それが双そう龍りゆう島じまの、貴龍神社と貴龍の神み子このしきたりですから」

「違う。そうじゃなくて。相ヶ江さんは、霧夢が──大切な友達がしきたりのせいで閉じ込められていて、なんとも思わないの？」

「……………………ずるいです、そんな言い方」

　うん。ずるい。果てしなくずるくて、身勝手で、わがままな質問だ。

　だって僕はもう、答えを確信してしまっているから。

　相ヶ江さんの本ほん音ねなら、島のしきたりを忘れたところにある純粋な感情なら、既すでに何度も垣かい間ま見てしまったのだから。

　たぶん霧きり夢ゆめには内緒で、僕たちに壁へき画がを見せてくれたこと。

　嵐あらしの中、貴き龍りゆうの冠かんむりとは何の関係もない壁画を、命がけで守ろうとしたこと。

　僕に、壁画を思い出せとアドバイスしてくれたこと。

　あの壁画に対する、霧夢以上の執着。それが、答えだ。

　しばし、言葉を止める。

　相あいヶが江えさんの、相ヶ江さんとしての、決断を待つ。

「…………約束して、下さるなら。貴龍様には、事前に何も言わない、全部成り行きに任せて、貫ぬく井いくんからは貴龍様を誘ゆう導どうしないって。貴龍様自身が、どうするか。どうしたいか。それだけに委ゆだねてくれるなら」

「誓う。一番大切なギターを賭かけてでも、約束する」

　間髪を置かず宣言すると、相ヶ江さんは遠くを見み据すえながら、静かに微笑ほほえむ。

「わかりました。貫井くんが賭けに勝つか負けるか、私が見届けてあげます」

　……よし。手札は揃そろった。

　あとはひたすら目指すのみだ。

　最高の、ライブを。僕たちの最初の遠征が、大成功に終わることを。




　　　　♪




　残された短い時間のほぼ全すべてを練習とリハーサルに費やし、迎えたイベント前日。僕は一人で貴龍神社にお参りをした。

　嵐が去ってから毎日、霧夢に呼びかけてはみたのだけど、最初の一回を除けばずっと返事はしてもらえていない。だから今日も望み薄うすかなと思いつつ、もしかするとこれが声を直接届ける最後のチャンスになってしまうかもしれないから、みんなに了解をもらって単身でやってきたのだった。

　と、いっても相ヶ江さんとの約束もあるのでもう小手先の交こう渉しようは行わない。ただ純粋に、挨あい拶さつだけ。

「霧夢、聞こえてるといいんだけど。……明日、ライブして。明後日あさつての船で帰るよ。こんなふうに話しかけられるのは、今日が最後になるかもしれない」

　返事は……やっぱりない。けど、内側から『ごそ』と何かが動く音が、幽かすかに聞こえたような気がした。希望的観測による幻げん聴ちようではないことを、心から願う。

「これだけは、どうしてももう一度伝えたかったんだ。……霧夢に、巡り会えてよかった。最後の一枚まで、霧夢が描かいてくれた絵は、僕のかけがえのない宝物だ。これからも、ずっと」

　最後の一枚。それは、あの埋もれてしまった壁へき画がなのか。それとも──。

　答えは、まだわからない。だとしても、今の言葉に噓うそはない。

「じゃあ、ね。この島に呼んでくれてありがとう」

　声は、届いたのかな。届いてると良いいんだけど。

　不安になるのは仕方ない。けど、これ以上は騒ぎ立てないで、踵きびすを返す。

　結末は、明日に。音楽に委ゆだねる。




　　　　♪




　双そう龍りゆう島じま『第一回島おこしフェスタ』当日は、抜けるような快晴で迎えることができた。

「これも貴き龍りゆう様のご利り益やくだねぇ」

　ステージ開場前にメインストリートに軒のきを連ねた朝市を見学させて頂き、島名物であるパッションフルーツのアイスクリームを買うと、満面の笑みの売り子さんがしみじみ呟つぶやいて、貴龍神社の方角を拝んだ。

「……美味おいしいです、このアイス。とってもさっぱりします」

　なんとなく相づちを打ち損ねて、話題を逸そらすように買い物の感想を口にする僕たち。

　どうなんだろう。仮に、そんな神通力が本当に働くものだとして。

　霧きり夢ゆめがこの日に願う天候は、晴れだろうか。それとも雨か、もしくは嵐あらしだろうか。

　どっちでもいいや。結果として絶好のライブ日和びよりになったこと。それが一番重要だ。

「結構盛り上がってるじゃない。これ全部、島の人？」

「違う感じがする。船着き場も賑にぎやかそうだったし、近きん隣りんの島とか、本土からもけっこうお客さんが来てるんじゃないかな」

　感心して左手を目の上にかかげた希のぞ美みに、僕も辺りを観察しながら答える。今日が土曜日というのも大きいのだろうけど、この島に来てから往来に人波が連なってるところなんてはじめて見た。第一回だから様子見──なんて言っていたけど、その実尾お城ぎさん夫妻と相あいヶが江えさんの手腕はさすがの一言だ。

「わにゃ、ますます緊きん張ちようしちゃうね……」

「はむ。でも、楽しみ」

　この雰ふん囲い気きならば、夕暮れから始まるステージも盛況となりそうだ。卑ひ屈くつな意味ではなく、客観的に考えてリヤン・ド・ファミユを見るためにわざわざ、という人は居いないだろうから、初の遠征ステージとしてのハードルは予想より高くなるかも。それでもそらの言う通り、子どもたちに怖おじ気づいた様子はない。潤じゆんも言葉とは裏腹に、表情には適度な余裕が感じられる。

　ほどよい緊張感だけをまとった最高の雰囲気だ。僕も足を引っ張ることなく、裏方として自分の仕事を全まつとうしないと。

　そうすれば、きっと。胸を張って誇れる、良いライブになる。

「──そろそろ、ステージの方で待機してもらおうかしらね！」

「はい、了解です！」

　市街地の催もよおしを一通り見学・堪たん能のうさせてもらったのち、小さ百ゆ合りさんの運転で貴き龍りゆう神社直下の野外ステージへ。ちなみに桜花さくらと正まさ義よしさんは、お祭りの空気を満喫したいからと今日は完全お客さんモードで別行動だ。もちろんステージにも、開場後に来てくれるだろう。

「まさに、『夏フェス』って感じね、出演は二組だけだけど」

「教会じゃない場所でライブするなんて、すごく不思議な感じだよ」

「はむ。せいしんとういつしておくね。………………………………くー」

　ステージ裏に設営された簡易テントの中で、そわそわと時間を潰つぶす僕たち。最終リハーサルは昨日のうちに体育館で終わらせているから、あとは簡単な音出しをしたらすぐに本番だ。何も、トラブルが起こらないことを願うばかり。配線もそんなに複雑じゃないし、雨、風、その他自然の脅きよう威いも今日は大人おとなしそうだから大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど……。

「いよう、調子はどうだい？　ほんじゃまずは俺おれたちが行ってくるぜ！」

「しっかりステージあっためてくるからな！」

「暖めすぎて上るときヤケドさせちゃったらごめんな～！　わはは！」

　かなり余裕をもって控え室入りしたつもりだったけど、あっという間に時間は過ぎていつの間にやら外は薄うす闇やみに包まれていた。いよいよ、ライブ開始。先行して演目を披ひ露ろうする島しま太だい鼓こ隊のみなさんが気を遣つかって顔を出して下さり、軽い口調で僕たちの緊きん張ちようを和やわらげる。

「……わにゃ、やっぱりすごい迫力」

「順番、逆の方が気が楽だったわよね」

「くー。……はむ？　でばん？」

　島太鼓の重々しい響ひびきを全身で感じながら、ステージに思いを馳はせる。お客さん、どれくらい入っているのかな。別にちらりと覗いても問題ないのだけど、なんとなく怖くて身体からだが動かない。そしてこの切せつ羽ぱ詰まった状況でも眠れちゃうそらは本当にすごいな。

「最後の曲、終わった……わね」

「ぱちぱち、いっぱい聞こえる」

「お客さん、けっこういそうだね……って、弱気になっちゃ、ダメっ。私たちも、盛り上げるために呼んでもらったんだもん！」

　そしてついに、リヤン・ド・ファミユの出演予定時刻が目前に。始まる。記念すべき、初遠征ライブが。

「みんな、頑張って……ううん、違うね。頑張ろう、いっしょに！」

「はむ。響きようにー、演奏はまかせて」

「だから響は大船に乗ったつもりで『いざという時』に備えておきなさい」

「行ってきます！　大好きな響きようさんの唄うたを、たくさんたくさん、できるだけ遠くまで届けられるようにっ」

　頼もしい言葉を聞かせてくれた三人と柔らかく掌てのひらを重ね、想おもいを一つに。それから舞台の上と正面の音おん響きよう席せきに分かれ、ひとつひとつ、自分たちで機材に電気の血を通わせていく。

　──お客さんは、たくさん。島で顔を合わせた方はほとんどいらっしゃる気がするし、暗くて判然としない部分もあるけど、外国人の姿もあるように思える。伊い豆ず諸島巡りの途中で立ち寄ったのかもしれないな。

　とにかく、ＰＡ席よりも前方は黒山の人だかりだった。後ろにも、のんびり酒さか盛もりをしながら観かん覧らんしているグループがいくつか確認できる。

　よし。舞台は整い、機は熟した。あとは、会場全体のボルテージを最高潮まで高めるだけ。

「問題なさそうだねマネージャーさん、始めよう！」

「はい！　よろしくお願いします！」

　潤じゆんのギター、希のぞ美みのベース、そらのドラム。三人のマイク。全すべての音が狙ねらい通りのバランスでモニタリングできていることを確認し、ステージにハンドサイン。頷うなずく潤。

『はじめまして、リヤン・ド・ファミユです！　船で来ました！』

　──どっ、と観客が沸わいた。

『わ、わにゃ……？』

　潤のＭＣ、想定外に大ウケ。たぶん本人は大まじめだったのだろうけど、聞き手には若じやつ干かんのシュールさが伝わってしまったのだろう。かく言う僕も、ほんのり噴いた。

　想定外も、結果オーライ。これで摑つかみはバッチリだ。

『え、ええと……』

『いいから始めなさい、もうっ！』

『う、うんっ！』

　マイク越しに希美から叱しかられるというアドリブでさらに笑いを誘さそってから、覚悟を決めた潤が右手を振りかぶる。

『……っ』

　そして、マーシャルアンプを軽く歪ひずませたクランチトーンでローコードを刻んだ瞬しゆん間かん、見た目の可愛かわいらしさとは裏腹な攻撃的な音ね色いろに、一瞬でオーディエンスの空気が変わる。

　──一曲目は、『月へ駆け上がれ』。

　潤たちとの絆きずなを育はぐくんだ思い入れ溢あふれる曲であり、そして。

　霧きり夢ゆめには、まだ届けていない世界。

　悩んだ末、まずはここから入ることにした。『知らない』ことが、何かを刺激してくれることを願って。

『あ、ありがとうございましたっ』

　一曲目が終了すると、観客は黙り込んだ。言わずもがな、良いい意味で、だ。

　事前情報ゼロの初見でも、観みてさえもらえれば三人の演奏は必ず受け入れられると確信していたから、このライブの成功に関してはまったく疑っていない。

　問題は、その先。音はどこまで伝わる？　野外ステージの端はしまでか、それとも。

『みなさん、はじめましての方ばかりですよね……。なので、あまりしゃべらずに音楽で自己紹介しますっ。どんどんいきますっ』

　たたみ掛けるように、セットリストを進める潤じゆん、希のぞ美み、そら。ここからは逆に、三人と出会う前からネットにアップロードしていた曲ばかりだ。即すなわち、元々は霧きり夢ゆめと二人で描えがき続けてきた音楽。

　どうかな、霧夢。

　壁かべの外から届く、かつて世界を共有した唄うた。

　そういう時代もあったなんて、早くも達観しながら聞き流してる？

　……違う、よね？　僕たちの歩んできた軌跡は、断じてそんな軽いもんじゃなかったって、信じてるから。

「軽い冷やかしのつもりだったけど、なんかこのバンド、よくない？」

「うん。見た目あんなにかわいいのに、わりと曲がパワフルで……ギャップ萌もえ？」

　曲の継ぎ目に、ＰＡ席のすぐ近くに居いたお姉さん二人組──恐らく島外からの観光客さんであろう方たちの評価が耳に入って、にんまり。それ以外にも曲目が重なるうちに身体からだの揺れ幅が増し、ステージまでの距離が詰まっていくシルエットが多く確認できて、潤たちの力で前のめりの流れが生まれていることを実感する。

　そして、このタイミングで奏かなでるのは『教会のうた』。

　高まった熱量はそのままに、ミディアムテンポの曲調と芯しんが強い希美の歌声で、『静』なる時を作り出す。

　停てい滞たいではなく、凝ぎよう縮しゆく。次の爆発へと備えた、『聴きかせ』の間だ。

『ここで、この日だけの、特別な一曲を演奏します』

『先ほど、大迫力の演奏を披ひ露ろうして下さいました、島しま太だい鼓こ演奏会のみなさんと、私たちとで、一曲、競演をしてみたいと思います』

『はむ。みなさん、もう一度ステージにどうぞ』

　曲が終わると、いよいよこの日のクライマックスに突入する。三人が交代でＭＣを繫つなぐと、スタッフ総出で再び太鼓が運び込まれ、ドラムと平行に後段を固める。さらに三しや味み線せん隊も鶴かく翼よくのように広がり、ステージの賑にぎやかさがにわかに増した。

　女子小学生３Ｐバンド『リヤン・ド・ファミユ』と島太鼓の、異色コラボレーション。太鼓の圧倒的迫力はもう体験済みとあってか、いったいどんな演目になるのかお客さんの誰だれもが興味津しん々しんなのが空気感だけで伝わってくる。

『今、この島にいるみなさん。全員でこの曲を奏かなでたいです。よかったら、手拍子をお願いしますっ』

　潤じゆんのリクエストに、歓声でもって肯こう定ていの意を表明するオーディエンス。

　島にいる、全員。

　まるで、当てつけのような宣言だ。

　潤には申し訳ないと思いつつ、あえてそんな単語を選んでもらった。

　焚たき付けるために、燃えそうなものはなんでも燃やす。

　──どん、どん、と。重々しい連撃から、競演曲は幕を開けた。

　四つ打ちを基本に、時折八分ぶと十六分の装飾音が混ざる程度のシンプルなリズム構成。でも、音ね色いろ一つ一つの迫力が、説得力が違う。マイクでの増ぞう幅ふくすらほとんど必要としない爆音が、鼓こ膜まくを直じかに震ふるわせる空気の波動。テクニック不要論なんて唱えるつもりはないけど、やっぱり人を感動させる、心を虜とりこにする音は、いかに感情を込められるかによって決まるのだと再確認させられた。

　今、間違いなく。太鼓は単一の音階で、起伏に富んだメロディを奏でている。

　重なるは、三しや味み線せんのスタッカート。原曲ではストリングスがなぞる旋せん律りつだ。

　西洋的な色合いは薄うすれるが、かといって民謡に溶け込む三味線ともまた一線を画している。西でも東でもない、固定観念の外にある、孤島の音。この場所にしかない音。

　リフレインを耳に、既すでに観客の何割かが『おお』と感心する気配を見せている。それくらい、どメジャーな楽曲をコラボの材料に選んだ。

　知識をひけらかしたい、造ぞう詣けいが浅い人間じゃないぞとアピールしたい欲求からか、もっとマニアックな選曲の方が良いいんじゃ──と悩みもした。

　でもたぶん、これが正解だ。

　名の知られていないバンド、名を売りたい島のイベント。その二つが手を取り合うならば、まずは『共有できること』を第一に考えるべき。よく知る曲を、この場所でしか有り得ない一いち期ご一いち会えのアレンジで聴きいた。その記き憶おくが、必ずや心のどこかに刺さって残る。またこの島を訪れる動機になり得ると、強く信じる。




　──演目は、Coldplayの『Viva La Vida』。




　──邦題、『美しき生命』。




　島太鼓の響ひびきを、その背景を。これ以上的確に言い表している言葉はないと思った。

「……っ」

　躍動するリズムに、潤のギターも加わる。ボリュームペダルを駆使した、和音のヴァイオリン奏法という、今まで教えたことのないテクニックだ。極端に難しいわけではないけれど、基本的なギターの弾き方とは一線を画しているのでやはり相当苦戦していた。よくぞ短い期間でここまでものにしてくれたと、尊敬の念が溢あふれる。

　一方、希のぞ美みはオーソドックスなエイトビート。変則的なアレンジにおいて唯ゆい一いつロックに忠実なスタイルだ。時として打楽器に、時として和音を決定づける土台に、時として旋せん律りつを奏かなでる弦げん楽器そのものに。この変へん幻げん自在さがあればこそ、ベースという楽器は常にバンドサウンドの屋台骨なのだろう。

　──そして今回、一番の新境地。そらのメインボーカル。

　三人それぞれに歌ってみてもらった結果、透明で繊せん細さいなそらの歌声が、情熱の極みと言える演奏と不思議な調和をなす気がしたのだ。

　うん、やっぱり大正解。これでメインボーカルの選せん択たく肢しは三つに増えた。今後のバンド活動においても、非常に意味の大きな収しゆう穫かくとなりそうだ。

　そして、フロントマンとなったそらの手に握られているのは、お遊ゆう戯ぎ会かいで使われるような鈴。この島の雑貨屋さんで、偶然見つけた楽器だ。

　島しま太だい鼓こを受けて、バンド側が重ねるべきリズムはどんな形が相応ふさわしいか。荒々しさ、力強さに対抗するのではなく、誰だれしもの郷きよう愁しゆうを誘さそう優やさしい音ね色いろで、そっと寄り添う。家族の音で、絆きずなの音と繫つながる。最適解かいの予感は、既すでに確信に変わっている。

「……あはは、いえーいっ！」

　序盤はどちらかというと『呆あつ気けにとられる』反応が目立ったオーディエンスも、次第に曲のリズムと同調して大盛り上がりに。その場でジャンプしたり、手拍子したり。ステージと一体となって、双そう龍りゆう島じまの大地を揺らす。
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　──天あまの岩いわ戸とが開くとしたら、このタイミングしかない。

　賑にぎやかなお祭りの気配に誘われ、ほだされた神様はふらふらと外へ。

　いや、そんな期待はしていない。

　だって、ありえないから。

　もし、外に出なければ気が済まないと、そう思う理由が生まれるとしたら。




「………………いい、加減に、しろ」




　絶対にその程度の、吞のん気きで牧歌的な、きれいごとで収まるはずがない。

「…………………………………………えっ？」

　曲が終わり、わっと巻き起こった歓声が、ほんの一いつ瞬しゆんで沈黙に塗り変わる。

「き、貴き龍りゆう……様？」

　いつの間にかステージ上で、巫み女こ服ふくを纏まとった小柄な少女がふんぞり返って腕を組み、烈れつ火かの如ごとき形相で目に付くもの全すべてを睨にらみ付けていることに気付いて。

「ど、どうして社やしろの外に……？」

「どうして、じゃないわよ大ボケッ！　どいつも！　こいつも！　私の庭で、私のことだけほっぽり出して、みんな好き勝手に浮かれて楽しそうに盛り上がってんじゃないわよこの愚ぐ民みんどもが[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

『──っ!?』

　ぐ、愚民……ときたか。島の人たちにとって、その単語は若じやつ干かんシャレにならないんじゃ。

　……でも、そうだよな。これで願った通りだ。

　よかれと思って籠こもっていたのに、一人だけ蚊帳かやの外で、しかも目的はともかく自分の意向で呼び付けたゲストと島民が和気あいあいと奏かなでる音だけを一方的に聴きかせられたら、きっと僕だって死ぬほどムカつくはずだ。

　それこそ、岩いわ戸とを自ら粉砕して殴なぐり込んでくるレベルで。

　龍りゆうの神み子こだろうと、島の信仰を一手に引き受ける御み霊たま代しろだろうと。実体は小学生の女の子だ。絶対に、怒りや嫉しつ妬と、その他生まれる感情全てを抑え込むことなんてできるはずがない。

　だからあえて、そうさせてもらった。

　もう一度霧きり夢ゆめと直接会って、本音を確かめるために。

　幸い、島の人たちは予想外の事態と、愚民呼ばわりされたショックで（これに関しては僕まで申し訳なく感じてしまう）まだ誰だれもアクションを起こせていない。接触を図るなら、絶好のチャンス。

「霧夢っ」

「…………く、ひびき」

　そろりとステージに駆け寄り、壇だん上じように向けて声をかけると、霧夢は怒りの中にばつの悪そうな色を混ぜ込む。少し我に返り、後こう悔かいの念が押し寄せてきたようだ。

「やっとまた、会えたね。よかった」

「……やられたわ。ついブチ切れて衝しよう動どう的に飛び出しちゃった。ひびきの狙ねらい通りってわけ？」

「ただもう一度、霧夢に会って話がしたかっただけだよ」

「ふうん、そう。望みが叶かなってよかったわね、おめでと。それじゃ私、もう言いたいこと言って気は済んだし、帰るわ。……天罰を恐れて、明日は神社に豪ごう華かなお供え物が沢たく山さんあるかもね。そういう意味じゃ、ひびきに感謝してあげてもいい。もう邪じや魔まはしないから、演奏でもなんでも好きにしていって」

　ん、まずい。思ったよりずっと早く、霧夢が冷静さを取り戻してしまった。もう少し張り詰めてくれていた方が、感情任せの言葉を引き出せた気がするんだけど。

「待って。あと一つだけ、教えて欲しいことがあるんだ」

「……何よ？」

　背を向けた霧きり夢ゆめが、煩わずらわしそうに足を止めた。

　さあ、運命の分かれ道だ。失敗は許されないぞ。

　僕の、偽いつわりなき思いの丈たけを、確かな言葉にして届けよう。




「霧夢。……霧夢は、僕のこと、好き？」




「な!?」

　間違えた。盛大に単語の構成順を間違えた。

　違う、違うのだ！　本当はそんな勘かん違ちがいナルシスト発言ではなくて僕の曲に絵を付けるのは好きか訊きくつもりだったのだ！　ああああもうおしまいだ。なんていうつまらない、そして取り返しのつかないミスを……!?

「な……………………な、な!?」

　あ、あれ。気持ち悪がって早々に退散してしまうと思われた霧夢が、まだその場に留とどまって全身を震ふるわせている。再び怒りの感情を呼び起こしてしまったのかな……。なんか首筋から指先まで真まっ赤かだし……。

「き、霧夢と、いっしょの時間を共有して生きていきたいんだ、もっと、ずっと！　霧夢がどんな境遇だろうと関係ない！　僕は、霧夢と共にありたい！」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?」

　とにかく、立ち去られたらそれまでなのでやけくそで思いついたことを全すべて口にする。こ、これだけ補足すればたぶん絵のことを言ってるんだって気付いてもらえるはず……たぶん！

「そ、そんな、ひびき……。ひびきは、そこまで私のことを……」

「当たり前だよ。お願いだ。もう一度、僕の曲を彩いろどって欲しい。あの壁へき画がを、霧夢が見いだしてくれた世界を、蘇よみがえらせて欲しい」

「で、でも私、ずっとあの社やしろの中だし……」

「方法なら、きっといくらでもあるよ。今までだってそうしてきたんだし。……それに今なら、霧夢は僕たちの眼めの前に居いる。もし、霧夢がその気になってくれるなら、すぐにだって、続きを始められる。準備なら、しておいたから」

「準備……？」

　たたみ掛けるように、僕はステージ上にそっと設置しておいた、無人のブースを指さす。

　──ＰＣと、ペンタブ。そして、プロジェクターとスクリーン。

　本日もう一人のコラボレーション相手として、霧夢がバンドの中に加わるためのブースを。

「相あいヶが江えさんに頼んで、借りたんだ。ＰＣとペンタブは霧夢が前使っていた古いやつ。パワー不足かもしれないけど、実用には問題ない……よね？」

「……………………………………」

　唇くちびるを嚙かみ、じっとその一区画を見つめる霧きり夢ゆめ。交こう渉しようを僕に任せ、遠巻きから見守ってくれていた潤じゆんと希のぞ美みとそらもまた、霧夢にまっすぐな視線を向けて決断を待つ。

　あとはもう、どれだけ溜たまっているか、わだかまっているかの勝負だろう。

　霧夢の中で『絵を描かきたい！』という衝しよう動どうが、暴発寸前まで膨ふくれあがっているか、どうか。

「もう一度……ひびきと……」

　ふら、ふら、と。危うげな足取りながら、霧夢がステージの奥めがけて歩き出す。やった、賭かけに勝った──

「貴き龍りゆう様、お待ち下さい！」

　──なんて、油断するのはまだ早すぎたようだ。

「いけません、早く社やしろの中に！」

「貴龍様のお力がないと、黒こく龍りゆうの災わざわいがこの島を……！」

　ようやく、我に返った島の人たちのうち、お年寄りが中心となって血相を変え、霧夢に懇こん願がんを重ねる。その中には島しま太だい鼓こ、三しや味み線せんの奏者さんも含まれ、物理的にも前進が困難となる。

「…………………………っ」

　霧夢の顔が、諦てい観かんの色に沈む。ダメだ、また、割り切ってしまうつもりだ。やはり自分は、この島にただ身を捧ささげる運命なのだと。

　言葉を聞かずとも確信できてしまう、穏おだやかで冷え切った表情だった。

「──待って下さい！」

　僕もまた、これまでかと肩を落とす寸前。霧夢を庇かばうように、もう一つの人影が飛び込んできた。

「相あいヶが江え、さん……」

「一度だけ、今この時だけで良いいんです。貴龍様に、自由を与えてあげて下さい……！」

　黒髪を振り乱し、ぎゅっと全身に力を込めて祈る少女。まさかの援軍に、僕はただ言葉にならない感謝を嚙みしめるのみだった。

　もう、僕の手助けはしないと言っていたのに。

　いや、そうか。僕への手助けじゃないんだ。これは、霧夢への手助け。

　相ヶ江さんも、霧夢は描きたがっていると、そう思ってくれたんだな。

「何考えてんだいユズちゃん！　どうしてそんなことを言う資格がある！」

「ユズちゃんが、誰だれより貴龍様を社の中でお守りしなきゃならん立場だろう！　なのに、なんておこがましいことを！」

「っ」

　しかし、劣勢は変わらず。むしろ霧夢に向けられない直接的な苛いら立だちを、相ヶ江さんが一身に引き受ける結果となってしまった。……く、これはあまりにも本意ではない。

　相ヶ江さんにこれ以上迷惑をかけぬよう、ここは引き下がるしかない。

「──ユズちゃんには資格なし、か。じゃあ、私ならどう？」

『……!?』

　明らかに敗色濃厚だった雰ふん囲い気きが、不意に妙な乱れ方をした。

　しかし僕には、その理由がわからない。

　なぜ……小さ百ゆ合りさんが加勢してくれたことで、こうも形勢が変わったのだろう。

「さ、小百合さん！　それはどういう……!?」

「どうもこうもないでしょ。──先代の貴龍の神子が、実の娘の自由を願ったら、みなさんはやっぱり突っ返すのかって意味よ、もちろん」

　──え。

「え、えええええええ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げてしまったが、我ながら今ばかりは仕方がないと思う。

　つ、つまり。小百合さんは、霧きり夢ゆめの……。

「お母、さん……」

　呆ぼう然ぜんと小百合さんを見上げる霧夢に、小百合さんは優やさしく、でも少し罪悪感を滲にじませて、静かに微笑ほほえむ。

　……ああ、ほんとだ。似てる。この二人、見れば見るほど、面おも立だちがそっくりじゃないか。

「ステージで、いっしょに何かしたいことがあるの？」

「……うん。絵。絵を描かきたい」

「絵。好き、なんだ」

「うん。大好きだし、すごく得意。プロにだってなれちゃうくらいなんだから」

「そう、だったのね。……ごめんね、なんにも知らない母親で」

「しょうがないよ、私も言わなかったし。……それに私は、貴き龍りゆう様だし」

　そう言って微笑んだ霧夢の背を、小百合さんはぎゅっと抱だきしめた。悲しそうで、嬉うれしそうで、感情の全すべてが詰まっていて。

　きっとこれが母の顔なんだ、と。分不相応なことを思ってしまった。

「──お願い、みなさん。娘の好きにさせてやって。初めて言ってくれたわがままだもの。親として、叶かなえてあげないわけにはいかないわ」

「……し、しかし」

「というか現実的な問題として。今、けっこう島外の人の視線も多いわよ。このまま引っ込めたら、余計に詮せん索さくされそうだけど？　イベントの一いつ環かんってことにしてステージに立たせた方が、まだ目立たないんじゃない？」

「う……。まったく、かなわんな小百合さんには……」

　交こう渉しようの末、軍配は小百合さんの方に上がったようだ。

　もうダメだと本気で思ったけど、まさかの一発大逆転。

　とにかくこれで、実現する。霧きり夢ゆめと、リヤン・ド・ファミユの、競演が。







「知りませんでした。霧夢……貴き龍りゆうの神み子こさんのお母さまだったなんて」

　霧夢がペンタブとイラストソフトのチェックをしている間、声を押し殺して小さ百ゆ合りさんに話しかけてみる。

「あはは、ごめんね。というか、私は私で知らなかった。貫ぬく井いくんたちがまさかもう娘と直接会っていたなんて。……もしかして、貫井くんたちを推すい薦せんしてくれたのって」

「はい、どうやら」

　僕も来た当初は相あいヶが江えさんが推薦してくれたのだと勘かん違ちがいしたけど、真の霧夢は別に居いたわけで。なかなかどうしてあちこちで情報が錯さく綜そうしてしまっている。

「ええとね、一応マナーというか、これも伝統なのよ。貴龍神社を出た後は、本人も他人もその人が貴龍の神子だった時の話はしないっていうのが。誰だれにとっても辛つらい過去でしかなかったからそんな風習ができ上がっちゃったんでしょうね、あはは」

　気っぷよく笑う小百合さんに、僕は多少反応に困りつつ微苦笑。しかし、なるほど。それで相ヶ江さんも何も言わなかったのか。

「それより、ありがとう貫井くん。おかげで、考えていた以上に計画が前進したわ」

「……計画？」

　意味がわからず訊きき返した僕に、小百合さんはどこか不敵な表情でステージに目を向ける。

「貴龍神社の話を聞いたとき、貫井くんはどう思った？　建前抜きで」

「そうですね。……正直、遠い昔のおとぎ話みたいだな、と」

「でしょ。いくら離島の独自文化って言ったって、前時代的すぎるわ。二十一世紀まで残すようなもんじゃない。だから、社やしろの中に居たときからずっと思ってたんだ。ここから解放されたら、私はこの風習をぶっ壊すことに残りの人生を使おうって」

「あ……」

　言われて、ピンと来た。それで始めたのが、この島おこしイベント……なのか。

「はっきり言って、島の人たちもだいたいみんな気付いてるのよ。『あ、これヤバいやつだ』って。明るみに出たら、絶対人権問題だなんだで潰つぶされる。だから、島のパンフレットとかにも貴龍神社のことはほとんど載せないで、内輪だけでこそこそ拝んでるってわけ」

　そういえば、僕たちの前で霧夢の存在について踏み込むことをひどく恐れている場面を、ついさっきも含めて何度か見たような。そういうことだったのか。

「でも、もっと人や情報の往来が増えたら、隠しきれなくなる……」

「ご名答。潰すだけなら簡単なのよ？　別に回りくどいやり方しないで、こいつらこんな変な風習残してますってどこかに訴えちゃえば一発だもの。でもねー、それはさすがに、無理だったんだ、私の心情的に。島の人たちと大ゲンカとか、恨うらみ合いなんてしたくなかったし、何より純粋さいっぱいで、本当に有り難がたそうに貴き龍りゆう神社を拝んでいくおじいちゃんおばあちゃん、何人も見てきたから。ああいう人たちに悲しい顔させてまでひっくり返したいかっていうと……けっこう返事に困るっていうか、ね。だからこそ、歴代でも指折りに不良神み子こだった私が、最後までちゃんとあそこに残ったんだと思う。……ときどき抜け出して今の旦だん那なとこっそり逢あい引きくらいはしてたけどね」

　なんと大だい胆たんな……。そして自由恋愛なさってて何故なぜかほっとしてしまった。

「それで、考えたのが観光協会の設立ってわけ。設立っていうのがもう既すでにすごいでしょ。今までなかったんだから」

「むしろ、アピールしたくなかったと」

「そうそう。隠し事があって後ろめたいから。でも、それじゃこの先文明に取り残されちゃいますよーって訴えて、実際、若者を中心に不便を感じてる人は多かったからわりとあっさり認めてもらって。ついに今年イベント開始にこぎ着けた。ここからじんわりじわじわと、島の世論を動かしていこうと思ったの。こんなにお客さん来るようになったら、やっぱりあの神社、今のままじゃマズくないかって。……それでいつか、さすがに生身の神子を置いておくのはやめようって、島の人たちが自分で決めて、平和的に信仰の形を変えられたらって思ってた」

　そこに図らずも、非常にラディカルな突撃をかましてしまったというわけか。

「ごめんなさい、向こう見ずで……」

「ううん、皮肉とかじゃなく、本気で感謝してる。私のやり方じゃ、たとえ上手うまくいっても悠ゆう長ちようすぎて娘が助からなかったから」

「…………あ」

「あの子、私と違って責任感が強いんだろうね。今まで、嫌いやな顔ひとつせず神子の仕事を進んでこなしてた。でも、だからって甘えちゃダメだった。ちゃんと、他ほかにやりたいことがないのか確かめて、あるなら、やらせてあげる努力をするべきだった。……インターネット、繫つないでよかった。貫ぬく井いくんと、繫がってよかった」

　僕には、小さ百ゆ合りさんみたいな大きな考えがあったわけじゃない。原動力は、むしろただのわがままだ。ただ、霧きり夢ゆめの絵を失いたくなかった。それだけしか考えてなかったから、この顚てん末まつに関して自己肯こう定ていをするわけにはいかない。

　それでも、小百合さんの言葉は、何よりも救いになった。

「あら。準備、できたみたいね。それじゃ堪たん能のうさせてもらいましょ、愛まな娘むすめの発表会」

　はっと顔を上げれば、霧夢が三人に視線を送り、用意が整ったことを伝達していた。この島でのラストナンバーが、あと少しで奏かなでられようとしている。

　ところで、ここまで来たらいちいち懸け念ねん材料を探すのもどうかと思うけど、霧夢と潤じゆんたちが今のところあまりコミュニケーションを取る機会に恵まれていない点は、多少心配ではあった。まさかとは思うけど、ケンカしたりしない……よね？

「いつでも良いいわよ？　あんたらと一緒っていうのはシャクだけど、今日のところは我慢してあげるわ」

「ふん、ざわざわしててよく聞こえなかったけど、なんか響きようと話したら急に元気になったわね」

「ふふん、聞こえなくてよかったわね。聞こえてたら今ごろ嫉しつ妬とで演奏どころじゃなかったかもしれないから」

「えへへ、大だい丈じよう夫ぶですよっ。響さんとは、ふだん好きなときに好きなだけお話ししてるのでっ」

「……この小娘、いちばん大人おとなしそうな顔してずいぶんとぶっ込んでくるじゃない」

「わ、わにゃ？」

「ぷくく。潤じゆん、グッジョブ」

「はむ。霧きり夢ゆめ、五分で絵、描かける？」

「そっちのちんちくりんはいきなり呼び捨て？　想像通りデリカシーのないお嬢ちゃんたちね……。描けるわけないでしょ。線画だけに絞っても一回間違ったらアウト。どう考えても無茶無む謀ぼう」

「じゃあ、二回演奏する？」

「必要ない。普通は描けないわ。でも私は描いてみせる。……だって私は、霧夢だから」

　うむ、大丈夫そうだ（要所要所の刺とげ々とげしさには気付かなかったことにしよう）。

「ほんと生意気ね。そこまで言うなら見せてもらおうじゃない。あんたの才能とやら」

「い、行きますよっ」

「みんなで、四人で。響にーの曲を、響にーとみんなに届ける」

　始まる。ついに、僕にとってひとつの到達点とも言える瞬しゆん間かんが。

　霧夢と、リヤン・ド・ファミユ。

　僕を救い出してくれた二つの才能が、同じ舞台で重なり合う。

　演奏するのは、もちろん新曲。タイトルは、迷った末この島で『Cloud's Connect』に決めた。

　その演奏に合わせて、霧夢がペンタブに筆を走らせ、埋もれてしまった壁へき画がをスクリーンに再現していく。




『途切れ途切れの声は

　　果ての風に吞のまれた』




　ボーカルを取るのは潤。リヤン・ド・ファミユの基本形だけど、いつになく曲調が重い。なにしろ、久々のマイナーキースタートだ。そして出だしのフレーズも、はっきりとしたメッセージ性が宿ることを避けた、抽象的な描写。

　そういう意味では、昔の作詞スタイルに戻ったという見方もできるかもしれない。でも一つだけ異なるとすれば、今は自分の思想を覗のぞかれることを、あまり恐れていないところ。




『去りゆく景色は遠く

　　見渡す術すべを閉ざすけれど』




　むしろ、想像してもらいたい。曖あい昧まいな言葉の中から、何を見いだしたか、知らしめて欲しい。そんな願いを込めて書いた。他ほかの誰だれでもなく、霧きり夢ゆめの絵に全すべての風景を委ゆだねるため、あえて僕の方からは無色透明な世界観を目指したのだ。

　たとえ、たくさんの人から笑われようと、嘲あざけられようと。霧夢が筆をとる気になってくれたら。描えがかれた世界が変わらずに素晴らしいものなら。そのたった一つの事実さえあれば、今はきっと良い曲が書けたと自信が持てるから。




『沈む夜　雲を縫ぬう光が　あなたを抱だき

　　胸に病む憂うれいを包むだろう　いつまでも』




　Ａメロが終わるとサビに直結し、曲調もマイナーから一転メジャーキーに入れ替わる。ギター、ベース、ドラムともあまり飾り立てない、非常にオーソドックスでナチュラルなアプローチだ。

　スパイスは、『リヤン・ド・ファミユ』であることだけで充分。

　全て武ぶ骨こつな構成なのに、三人の演奏と潤じゆんの歌声が、この曲に繊せん細さいさを、僕だけでは絶対に見いだせなかったもう一つの色の存在を、伝えてくれる。

　だからこそ。三人と出会えたからこそ、自信を持てたのだろう。独りで全て完成させようとする必要なんてどこにもないと。誰かに委ねることでしか辿たどり着けない領域があるのだと、みんなのおかげで気付けたから、僕はこんな曲を書き、批判を、嘲ちよう笑しようをも恐れず表に出す気になれたのだ。




『やがてその焦こがれる心さえ枯かれて

　　朝を迎えるとしても』




「──っ」

　どこか、神に舞いを捧ささげるように、霧夢はタブレットの前で一心不乱に筆を振り続ける。

　そのただならぬ雰ふん囲い気きに気け圧おされてか、島のみなさんは驚おどろきの表情で固まったまま、ステージに視線を送り続け微動だにしない。

　演奏時間、約五分の一本勝負。絵心のない僕にとっては、これがどれほどの難題なのか想像すら及ばない。

　……それでも霧きり夢ゆめは。全すべてのオーディエンスを刻一刻と魅み了りようした。

　壁へき画がで一度だけ見たあの海を仰あおぐ少女の世界が、ワンフレーズごとにスクリーンへ再現されていく。

　未いまだ戻らぬ人を待っているのか。それとも、閉ざされた世界から、少女自身が旅立ちを願っているのか。

　どちらにしても、少女が求めているものは──繫つながり。

　孤独に耐え、連なる雲Cloud's　Connectのその先に見つけた光へと手を伸ばす、切なさと、希望に溢あふれた風景だった。




　　　　♪




「みんな、お疲れ様！　慣れない環境だったのに完かん璧ぺきで感動したよ！」

　全ての曲が終わり、いてもたってもいられなくなった僕は舞台袖そでに進入し、演奏を終えたばかりの三人……いや、四人を待ち受ける。

「響きようさんっ、えへへ、うまくできてましたかっ？」

「野外はモニタリングが難しいわね。良いい勉強になったわ」

「はむ。ぞみたん、プロっぽい」

　汗だくの潤じゆんたちは、確かな手て応ごたえを表情に載せ微笑ほほえんでくれた。言葉だけ聞くと不服そうな希のぞ美みも、顔つきはあくまで満足げ。常に課題を見つけようとする向上心もまた頼もしく、改めて尊敬の念を抱いだくばかりだった。

「……霧夢。いきなりの無茶ブリだったのに、神かみ業わざを見せてくれてありがとう。見とれるばかりだったよ」

「は、神業？　そんな大したことはしてないわよ、……私としては、ね」

　チャット越しに会うのと変わらぬ自信満々な言葉には微笑ましくなってしまうけど、その実初めてのライブにはかなり興奮したみたいで、霧夢の頰ほおは四人の中で誰だれよりも上気していた。

　……いつかまた、こんな機会が生まれれば良いんだけどな。

「そうだ。今描かき上げた絵のデータ、もしよかったらコピーさせてもらえないかな」

「ああ、これ？」

　高こう揚よう感かんと、終わってしまった寂せき寥りよう感かん。両方を携たずさえながらリクエストすると、ステージからそのまま携行してきたらしいノートパソコンを掲げ、霧夢は描き下ろしのデータをちらりと見せてくれる。

　そう、これこれ。線画と言えども僕にとって一生モノの宝になるから──

「えい」

「え……ギャー!?」

　──ぜひ手元に、なんて楽観的に考えていた内心をダイナマイト爆破するように、なんと霧きり夢ゆめは描かき上げたばかりのデータをごみ箱に放り込み、さらにはご丁てい寧ねいに完全削さく除じよコマンドまで実行してしまった……！

　そ、そんな……。あの傑作が、またしても闇やみの中に……!?

「いい？　覚えておきなさい。線画のラフなんて、一流の絵描きにとってはデキがよかろうとどうだろうとそうそう見せびらかすようなものじゃないの。こんな描きかけ」

「そ、そうは言っても」

　これはこれで思い出補正とか、いろいろ付加価値が……。

「ほら、どいて。いい加減社やしろに戻らないと島のおじじおばばがショック死しちゃうわ。それじゃあ、ひびき。……またね」

　さらに抗議を重ねなんとか復元をお願いしようと画策する僕に、素っ気なく手を振る霧夢。

「あ……」

　刹せつ那な、気が変わって。その後ろ姿を、黙って見送ることに決めた。

「……うん、またね。霧夢」

　だって、霧夢が選んだのは。

　決別ではなく、再会を意味するフレーズだったから。




　　　　♪




『ちょ、ま、ほんとに待って希のぞ美み！　あと少しだけ心の準備させて！』

『普段から脚あしとか必要以上にさらけ出してるクセになんで今さら照れまくってんのよ桜花さくら！　どこまで残念の穴に落ち込むつもりなの!?』

　島おこしイベントは無事盛況に終わり、明けて僕たちの帰宅予定日。最後にもう一度、フェリーの出発時間を待つついでに初日に案内してもらった入り江へ海水浴に来た……んだけど。

　さきほどからリトルウイングの女子四人が入り込んだままのテントが、やけに騒がしい。どうやら桜花が外に出るのを躊躇ためらっているらしい。

　意外、と言うべきか。

　音声のみながら、恥ずかしがって希美に叱しかられている気配が、それはそれでドキドキの要因になる、と言うべきか。

　ひとまず嘆なげくべきは、一人外で待機するこの状況が生殺しすぎる、という点のみだった。

『や、だって、だってさ！　先に水着だけ見せたりして一人でムダにハードル上げちゃってるじゃん！　実は大したことないですしあたし！　粗そ品しなですし！』

『うるさい！　全部自じ業ごう自じ得とくでしょ！　ていうか充分すぎるほどボッキュッボンのくせに騒ぐな！　希のぞ美みたち、小学生へのあてつけなの!?』

「…………」

　どんな待ち受け体勢が正しいのか判断がつかず、テントに背を向けて海パン一丁で仁に王おう立ちである。佐さ々さ木きさんちの小こ次じ郎ろうさんも、きっとこんな気持ちで宮みや本もとさんを待ち受けたに違いない。いやたぶん違うけど。

　ところで桜花さくら、僕に会話が筒抜けである可能性には思い至ってないのであろうか。思い至ってないのであろうな……。

　そして実はリトルウイングのリーダーポジションは希美が担になっているのではないかと気付く真夏の朝であった。潤じゆんとそらはひたすらマイペースだし、桜花は最近何かにつけてツッコまれ役だし。

『もう我慢の限界だわ。潤、そら、押し出しましょう』

『う、うんっ』

『はむ。りょうかい』

「え、ダメだってばほんとにまだムリ──っと、と、と…………と!?」

「……っ!?」

　説得に疲れたのか、希美は溜ため息いきを漏もらしつつ潤、そらと供託し、どん、という鈍い音を響ひびかせる。放出された桜花は勢い余ったのか何度か砂を蹴けり、止まれないまま僕の背中に衝しよう突とつした。

「………………ご、ごめ」

「………………い、いや」

　流れる、張り詰めた空気。お、女の子の身体からだって柔らかい。いや待てよ、そうじゃなくて、もしかするとこれは今背中に当たっている特定部位が──。

「っ!?　や、やあ桜花！　か、海水浴、する時間あってよかったね！」

「う、うん！　少しだけど！」

　ふしだらな想像で全身から火が噴きそうになり、慌あわてて僕は一歩前進。桜花との距離をとってから振り返る。

「あ……」

　そして、とても美しいものを見た。

　余計な修飾が野や暮ぼになるほどの、絶対的な美を。

「ど、どう……かなこれ。背伸び、しすぎ？」

　黒、と表現した水着だったけど、実際身に纏まとうと白と黒のモダンな幾き何か学がく模様といった印象の方が強くなる。だから過度にアダルティすぎず、かといって子供っぽさは皆かい無むで、まさに桜花さくらという存在を際きわ立だたせるためだけに用意されたかのような一枚だった。

「……きれいだ。とても」

「う…………が、ガン見しすぎ」

「っ!?　ご、ごめん！」

「でも…………あ、ありがと」

　胸元に両腕を寄せ、視線を外して真まっ赤かになりながらもそもそと口を動かす桜花。

　──勝った、と思った。

　──僕は生まれて初めて、夏休みに勝った、と思った。
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　　　　♪




「貫ぬく井いくん、みなさん。楽しめましたか？　ごめんなさい、ご一緒できなくて」

「相あいヶが江えさん。うん、おかげで悔くいなく満喫できたよ」

　子どもたちも交えて最終日の海を遊び尽くし、ふやけた身体からだを洋服に包んだところで相ヶ江さんが迎えに来てくれた。今日はイベントの後片付けや雑務があるからと、相ヶ江さんは別行動だったのだ。もちろん僕らも片付けを手伝いたいと申し出たのだけど、ゲストなんだから遊んでいってくれないと逆にこっちの心残りになるといろんな方に説得されてしまったので、お言葉に甘えた次第であった。

「なによりです。よろしければ、そろそろ宿へ。お食事の準備ができました」

「えへへ、おなかぺこぺこですっ。ごはん、毎日とってもおいしくて、めずらしいものがいっぱいだったな……」

「双そう龍りゆう島じまのお食事も最後と思うと、寂しいわね～」

「はむ。おひるねもさいご」

「ふふっ、また来て下さい。ぜひ」

　名残なごり惜しそうな三人に、優やさしく微笑ほほえむ相ヶ江さん。僕の全身にも、もう少しこの島に滞たい在ざいしたい気持ちが、海疲れの倦けん怠たい感かんと混ざってまとわりついている。

「それから、貫井くん。預かり物です。貴き龍りゆう様から」

「……霧きり夢ゆめから？」

　厳おごそかに差し出された封筒を見て、少なくとも身体の重さの方は完全に吹き飛んだ。

　ライブ以降、貴龍神社には足を運んでないし、チャットも開いてない。霧夢にそうするよう命令されてしまったのだ。

　──ちょっと、集中したいから、と。

「……………………すごいな、やっぱり」

　厳かに受け取り、封を紐ひも解とく。

　入っていたのは、期待通り。あの、海を望む少女の一枚絵だった。

　今度は直筆による生原画。白黒ながら陰影もはっきり表現され、これは既すでにラフの領域ではなく、ひとつの完成された作品だ。

　ところで、ちょっとした違和感を覚える。

「ライブの時も思ったけど、また少し壁へき画がと変わってるわよね、これ」

「うん。女の人の、顔が違う……！」

「はむ。壁画の人は、笑ってなかった」

　子どもたちも、変化に気がついたようだ。

　壁へき画が、ライブ、そしてこの絵。バージョンが進むごとに、描えがかれた少女の表情が、明るく華はなやかなものになっている。

　どれが好きとか、無ぶ粋すいなことは口にしない。

　ただこの絵が、僕にとって最高の宝物である。その事実を胸の奥で抱だきしめるのみだ。

「もう一つ。貴き龍りゆう様から伝言です。『着色が終わったらメールで送る。三秒以内に開かなかったら消す』だそうですよ、貫ぬく井いくん」

「難題だ……」

　難題だけど、成し遂とげないわけにはいかない。

　それがきっと、僕が霧きり夢ゆめと元の関係に戻るため、最後に試される誠意なのだろうから。

　今日の双そう龍りゆう島じまには、優やさしい突風が吹き続けている。

　──またいつか、なるべく早く。ここに戻ってこよう。
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「わにゃ、ふでばこ忘れちゃったかも……!?」

「もう、遅れちゃうでしょ！　むしろふでばこ以外何も要いらないくらいじゃないの……」

「くー。なつやすみなのに学校いくの、げせぬ……」

　双そう龍りゆう島じまから日常に帰ってきて数日。今日は潤じゆんたちが登校日なので、朝から賑にぎやかだ。慌あわただしくなりそうだし練習はお休みか午後からにしようかと打診したのだけど、みんなさすがのやる気で時間を前倒しして早朝プレーに勤いそしむことになった（練習は良いい感じに終わったけど、寝不足のせいかそらの口調が変だ）。

「ほらほら早くー。鍵かぎしめちゃうよ～」

　そんなこんなで、これからバイトに向かう桜花さくらとも肩を並べ、みんなとリトルウイングを出立する僕。なんだか家族に入れてもらったみたいで、無む性しようにほのぼのしてしまうな。




「──ふ、やっと出てきたわね。待ちくたびれたわ」




「………………………………は」

「………………………………ひ」

「………………………………ふ」

「………………………………へ」

「………………………………ほ」

　なんて、吞のん気きな感想を遥はるか彼方かなたまで一息に吹き飛ばすような驚きよう愕がくの事態が、門を抜けた先で待ち構えていた。

「お久しぶりですね。……貫ぬく井いくん、みなさん」

　黒髪と、小麦色の肌はだ。白いワンピース。

　そして、日常の中では明らかに異端な巫み女こ服ふくと、龍りゆうの尾のような長い髪。

　遠く離れた南の島で出会った少女二人組が、ランドセルを背負い僕たちの眼めの前に居いる。

　そんな、まさか……。な、なんで──。




『なんで相あいヶが江えさんランドセル背負しよってんの!?』




「そこ!?　この状況で最初のツッコミどころ、そこなの!?」

　奇跡の五人シンクロを披ひ露ろうしてしまった僕たちに、巫女服の少女が転びそうなほど身体からだを捻ひねりながら抗議する。

　いや、確かに反応すべきポイントは他ほかにたくさんあるのだが、正直ビジュアル的には群を抜いてその事実が目立ってしかたないのだ。まさか、もしかして……。

「……まあ、いいわ。疑問は小さいところから順番に解決してあげる。……話してあげて」

「はい。……ええと、ごめんなさい貫ぬく井いくんたち。私、実はもう一つ隠し事をしてました。本当は中学生じゃなくて、バンドのみなさんと同い年なんです。小学、五年生なんです」

「ど、どうしてそんな噓うそを……？」

「ひびきを誘ゆう惑わくするのに小学生属性がどれくらい有効かわかんなかったから、とりあえず見た目通りの年齢を名乗らせてみたの、私がね。やっぱり小学生のが好きそうだったらあとからバラせばいいし。結局ドタバタしてそんなチャンスなかったけど」

「すみません、最終日にお話ししようか迷ったんですけど、今さら私の話題なんて出してもしょうがないかなって……」

　まさかまだ、こんな隠し設定が残っていたとは……。あと、『やっぱり』小学生の方が好きそうだったらってどういうことなんだ。

　まあ、やむなし……。抗議したい気持ちはあるけど、まだ謎なぞと驚おどろきは眼めの前に山積みなのだ。

　いちいち言葉尻じりにツッコミを入れている場合じゃない。そろそろ本命の疑問にメスを入れなければ。

「へぇ、尾お城ぎ小こ梅うめ。あんた、なんか意外と本名地味ね」

「ちょ、勝手に名札読むな！　しかも地味とか余計なお世話よバカ！」

　と、思ったら今度は希のぞ美みが霧きり夢ゆめの名札をめざとく見つけ、また話が脱線する。

　あ、そういうこと……なのか。貴き龍りゆうの、小梅だから、きりゆめ──。

　わりとストレートな命名だった。

「小梅ちゃん、なんだかさくちゃんの妹みたいな名前だねっ」

「いきなり小梅呼ばわりか！　そして人を下位互ご換かんみたいに言うな！　貴龍の血筋の女子は小プラス花の名前が伝統なんだからほっといてよ！」

「はむ。さくねーの妹なら、うちに住む？」

「誰だれが住むかッ！　妹でもないし！　ていうかあんたらいい加減どうでも良いいことにこだわるのやめなさいよ！」

　ぜえ、ぜえ、と肩を上下させる少女の顔色が、怒りの紅潮を通り越してだんだん青ざめてきた。籠こもりきりの生活を送らざるを得ない環境だったから、僕以上に体力がないのかもしれない。脱線続きになってしまったけど、そろそろ本題を切り出した方がよさそうだ。

「ええと、それで……お二人はなぜここに？」

「……おかしい、おかしいわ。もっと熱ねつ烈れつな驚きでもって迎えられる予定だったのに」

　偏へん頭ず痛つうを堪こらえるように、少女は項うな垂だれる。いや、内心めちゃくちゃ驚いてるんだけど。もちろん。

　だって、社やしろの中から出られなかったはずの貴龍の神み子こ……霧夢が。親友を従えて僕たちの街に現れてしまったのだから。

「貫ぬく井いくんたちが帰った後、島ではすぐに大会議が開かれました。そして、決まったんです。貴き龍りゆうの神み子こを廃止して、別のご神体を奉ほう納のうすることに」

「私がちょちょいっと水すい墨ぼく画がをしたためて放り込んできたわ。五十年ぶんくらいの神パワーを注いだ設定でね」

　設定て。身も蓋ふたもない……。

「で、お母さんが今までのお詫わびに、何かしたいことあったらなんでも叶かなえてあげるって言ったから、頼んだわけ。本土に住んでみたいって」

「……相あいヶが江えさんごと？」

「貴龍様のお世話係は私ですから、当然です！　うふふ。貴龍様と都会で二人暮らしなんて、夢みたい……」

　豪ごう快かいすぎる話で上手うまくリアクションできない。でも確かに、小さ百ゆ合りさんなら許可しそうな気もする。

『………………』

　リトルウイングの皆も、ひたすら絶句したままだ。

「いきさつは、以上よ。そして大事なのはここから！　──ひびき！」

「は、はい？」

　びしっと指さされ、なんとなく背筋を伸ばす。すると霧きり夢ゆめは唐とう突とつにもじもじと全身をすぼめつつ、本日最大級の爆弾を投下した。




「……ほら。私、自由の身になったよ。だから、さ。…………………………結婚しよ？」




「………………………………な」

「………………………………に」

「………………………………ぬ」

「………………………………ね」

「………………………………の」

　聞き間違いであって欲しかった。でも、真まっ赤かにした顔を両手で覆おおう霧夢の仕草を見る限り、残念ながら聞こえた通りで合っているのだろう。

「な、なななななな何を言ってるんだ霧夢!?　い、いきなりそんな、できるわけないだろ！」

「は!?　ちょ、ちょっと待ってよ先にプロポーズしたのはひびきでしょ!?　この期ごに及んで女に恥かかせるとかありえなくない!?　何のためにこの街に引っ越してきたと思ってるの!?」

「し、してないよプロポーズなんて！　いつ僕が！　だいたい霧夢、まだ小学生でしょ!?」

「島で、ライブの前にしたじゃない！　勘かん違ちがいとは言わせないわよ！　それに、小学生もアリだって前に書き込んだでしょ！　そっちはチャットにログも残ってるし！」

「勘かん違ちがいだよ！　それに小学生うんぬんは確か霧きり夢ゆめの発言だし！　そもそも法的な意味で小学生はアウトだってば！」

　互いに命を賭としたレベルの真剣さで、反論をぶつけ合う僕たち。い、いったいどこをどう間違って、こんなおかしな事態になってしまったんだ……。

「けけっ、けっこ、けっこん……」

「あ、慌あわてることはないわ桜花さくら。あのちびっ子が勝手に言ってるだけよ！　結婚なんて、ひとりで盛り上がるだけじゃできないんだから！　他ほかに必要なもの、そ、それは！」

「はむ。きせいじじつ？」

「そう既き成せい事実！　……って、どんなのだっけ、桜花？」

「えっ。そ、そうね……ちゅ、ちゅー、とか？」

「わにゃ、ちゅー。ちゅーですね！　わかりました、ちゅーしましょう響きようさんっ！」

「落ち着こう！　とにかく落ち着こう潤じゆん！　みんなも！」

　いかん、混乱しているうちに何故なぜかリトルウイングの四人まで暴走し始めてる……！
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「うふふ、貫ぬく井いくん人気者ですね。……でも、少女漫画とかだと、お嬢様の恋のお相手が、運命の悪戯いたずらでお嬢様の付き人を好きになってしまう展開も、たまに………………きゃ」

「相あいヶが江えさん!?　どうしてこのタイミングでさらにややこしくなるような発言を!?」

「あ、お兄ちゃんいたいた。あのね、お昼ごはんつくって冷蔵庫に入れておいたから──」

「くるみ！　ちょうど良いいところに！　助けて、お願い！」

「──ど、どういうこと。またお兄ちゃんの周りに女が増えてる！　やだー！　もうやだー！」

「頼むから誰だれか、誰か冷静に話を聞いてくれ！」

「ああもう、さっきから外野うるさい！　……ふ、いいわひびき。今は照れて素直になれないみたいだけど、いつか必ず本ほん音ねを聞き出してみせる。ふふ、貴き龍りゆうの社やしろを出た今、時間ならいくらでもあるんだから。ひびきと、霧きり夢ゆめ。運命のパートナーの絆きずなを、これからもじっくりと、より深く育はぐくんでいきましょう」

　女子七人それぞれの奔ほん放ぽうな主張でもはや収拾がつかなくなる中、藁わらをつかむような気持ちで僕は晴れ渡る空を見上げる。

　どうやら。これからますます賑にぎやかに過ごせることだけは、間違いなさそうだ……。










　あとがき




　ここまで魔法や霊れい的てきな現象などいわゆるファンタジー要素の出てこないものばかり書いてきた自分にとって、今回のお話は少しだけ悩むべき要素が多いエピソードとなりました。

　すなわち、どこまで『架空』で済ませてよいものだろうか、と。

　もっとも目に付く部分として、主な舞台となっている『双そう龍りゆう島じま』はもちろん実在しません。勝手に作っちゃった島です。それでいて響きようたちの住んでいる場所を日本と明記しておりますから、リアリティという意味においてあまりに整合性がとれていないのではないかという葛かつ藤とうで、プロットを考えた後もしばらく『本当にこれでいいのか？』と迷い、なかなか本文を書き出せませんでした。

　さらに細かいところで言及しますと伊い豆ず諸島間を運航している船は実際はカーフェリーではなく、自動車ごと乗り込むことができないため、ご存知の方には違和感の多い描写となってしまっております。物語の進行上現地でレンタカーを──などという段階を踏むのが意味もなく回りくどくなってしまうと感じたので、それならいっそカーフェリー動かしちゃえと踏み切ったわけですが、これが正解だったのかどうかは今も若じやつ干かんの迷いを残すところです。蛇だ足そくながら、もしこの本を読んで伊豆諸島に行ってみようとお考えになられた際は何なに卒とぞご注意下さいませ。

　そして、ここでは書きませんが、物語の根幹部にも大きな『架空』が存在します。

　現代日本を舞台とし、ファンタジーを題材に扱わない内容でどこまでフィクションが許されるのか。おそらくこの悩みは一生付きまとうもので、いつか線引きを間違って世に受け入れられないレベルまで逸いつ脱だつしてしまうのではないか。もしかしたら、それが今巻かもしれない。そんな不安が、ずっと拭ぬぐえないままの執筆となりました。

　しかし、ふと思い直したのです。そもそもデビューから一いつ貫かんして、僕はリアリティではなく己おのれの妄もう想そうを駆使し小学生のファンタジックな理想型ばかりを追い求めてきたではないか、と。

　じゃあ、まあいいか。そもそも根っこが現実と向き合ってませんでした。

　というのは半分冗談にしても、まがりなりにも刊行数を重ねさせて頂いた今、悪い意味での安定を求めすぎるきらいがどうしても生まれてしまうので、停てい滞たいに陥おちいらぬため今回はいつもより冒険したお話のつくり方を目指してみました。楽しんで頂けたなら良いのですが。

　ちなみに双龍島は架空ですが、風景や特産などは八はち丈じよう島じまを多く参考とさせて頂いております。僕自身愛してやまない地ですので、機会が有あれば是ぜ非ひ遊びに行ってみて下さい。双龍島と違って羽はね田だから飛行機が飛んでいるので非常にアクセスも良いです。

　最後になりましたが、関係者各位様、そして拙せつ著ちよを手にとって下さった皆様に深くお礼申し上げます。次巻もお付き合い頂ければ幸いです。


２０１４年吉日　蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。『ロウきゅーぶ！』で第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し、作家デビュー。高校卒業後バンドマン目指して上京し、大学在学中にさっくり挫折。ドラムを叩けるわけではないけども、熱意と好き度だけはスティックからも伝わるはずで？
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イラスト／てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。『マテリアルゴースト』（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係











本書は書き下ろしです。
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